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No try No change！No try No change！

Wa（和）Wa（和）

Governor slogan

Keyword

No try No change！

Wa（和）

ガバナースローガン

キーワード

2018-2019

思いやりは大切なこと

第31回 国際平和ポスターコンテスト

336-A地区　最優秀賞

西条南中学校1年

スポンサークラブ：西条石鎚ライオンズクラブ

私は、人の上に自分の幸福を

築くことは絶対にしない。

いまじょう ち ひろ

今城　千尋

世界の31年を祝おう
世界中のライオンズクラブは過去31年間に渡って、地域の学校や青少年団でライオ
ンズ国際平和ポスター・コンテストを主催しています。この絵画コンテストは、世界中の
児童に平和へのビジョンを表現するよう奨励するものです。

平和ポスター・コンテストの審査
各ポスターは、独創性、芸術性、テーマをどう表現しているかについて審査されます。
ポスターは、地域、地区、複数地区、そして国際的なレベルと、いくつかの段階で審査さ
れます。国際レベルでは、芸術、平和、青少年、教育、マスコミの各分野から選ばれた審
査員が、1人の大賞受賞者と23人の優秀賞受賞者を決定します。

・ 1名の国際大賞受賞者には5,000ドルが授与され、特別授賞式に招待されます。
・ 23名の優秀賞受賞者には、それぞれ500米ドルの賞金と表彰状が贈られます。

●用紙の大きさは、33×50cm以上50×60cm以下の画用紙を使用。
●ポスターには、どの国語であれ、言葉や数字を使ってはならない。
●鉛筆・クレヨン・ペン・マジックペン・絵の具・チョークなどを使うことができる。
●立体作品は受け付けない。のり・テープ・ホッチキスなどいかなる物も添付できない。
●応募作品は、郵送用の筒に巻いて入れられるように柔軟性のある物でなければならない。
●写真を用いてはならない。コンピュータで制作してはならない。

作品募集応募できる方 11歳～13歳までの児童・生徒

応 募 締 切

応 募 規 定

平成30年11月15日（木）

（2018年11月15日現在で、上記の年齢に達している方）



336-Ａ 地区ガバナー　就任

12

   

Lions Clubs International
We  Serve

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

14

21

24

25

26

27

28

29

31

32

33

34

地区ガバナー就任
国際会長テーマ・目次
ガバナー所信
運営基本方針
副地区ガバナー就任挨拶
地区名誉顧問会
幹事・会計就任挨拶
GMT・FWT コーディネーター挨拶
G S T・LCIF コーディネーター挨拶
リジョン・チェアパーソン挨拶
ゾーン・チェアパーソン挨拶
5 常設委員会委員長挨拶
地区委員紹介
地区会議計画
クラブ周年事業予定
ガバナーズ・アワード表彰について
アワードの種類
336-A 地区 組織表
地区年次大会委員長挨拶
地区年次大会委員会紹介
336-A 地区会員現況
キャビネットスタッフ紹介

Contents

　盛夏の候、336-A地区内各ライオンズクラブに於かれましてはライオニズム高揚のため日々ご研鑚のことと拝察
いたします。
　さて、私儀、関野邦夫はライオンズクラブ国際協会336-A地区第64回地区年次大会に於きましてガバナーエレ
クトの信任を受け、336-A地区運営の準備に鋭意努めてまいりましたが、このたび第101回ラスベガス国際大会に
おいてガバナーを拝命いたしました。
　336-A地区に於いて、国際協会を代表して協会及びLCIFのすべての奉仕活動を推進し、地区内各クラブの協調・
融和をはかるなど、与えられた職務を全うすべく、誠心誠意の活動をお誓い申し上げて就任の挨拶といたします。
　今後とも、ご協力の程どうか宜しくお願い申し上げます。

THIS CERTIFIES THAT

DISTRICT GOVERNOR-ELECT

2018-2019年度
ライオンズクラブ国際協会会長

グドラン・ビョート・イングバドター

Gudrun Bjort Yngvadottir

ガバナースローガン

No try No change！No try No change！
キーワード

Wa（和）Wa（和）

表紙写真：石鎚山天狗岳
題　　字：関野　邦夫

関野 邦夫
ライオンズクラブ国際協会336-A地区
2018-2019年度

地区ガバナー

336-Ａ 地区ガバナー　就任

12

   

Lions Clubs International
We  Serve

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

14

21

24

25

26

27

28

29

31

32

33

34

地区ガバナー就任
国際会長テーマ・目次
ガバナー所信
運営基本方針
副地区ガバナー就任挨拶
地区名誉顧問会
幹事・会計就任挨拶
GMT・FWT コーディネーター挨拶
G S T・LCIF コーディネーター挨拶
リジョン・チェアパーソン挨拶
ゾーン・チェアパーソン挨拶
5 常設委員会委員長挨拶
地区委員紹介
地区会議計画
クラブ周年事業予定
ガバナーズ・アワード表彰について
アワードの種類
336-A 地区 組織表
地区年次大会委員長挨拶
地区年次大会委員会紹介
336-A 地区会員現況
キャビネットスタッフ紹介

Contents

　盛夏の候、336-A地区内各ライオンズクラブに於かれましてはライオニズム高揚のため日々ご研鑚のことと拝察
いたします。
　さて、私儀、関野邦夫はライオンズクラブ国際協会336-A地区第64回地区年次大会に於きましてガバナーエレ
クトの信任を受け、336-A地区運営の準備に鋭意努めてまいりましたが、このたび第101回ラスベガス国際大会に
おいてガバナーを拝命いたしました。
　336-A地区に於いて、国際協会を代表して協会及びLCIFのすべての奉仕活動を推進し、地区内各クラブの協調・
融和をはかるなど、与えられた職務を全うすべく、誠心誠意の活動をお誓い申し上げて就任の挨拶といたします。
　今後とも、ご協力の程どうか宜しくお願い申し上げます。

THIS CERTIFIES THAT

DISTRICT GOVERNOR-ELECT

2018-2019年度
ライオンズクラブ国際協会会長

グドラン・ビョート・イングバドター

Gudrun Bjort Yngvadottir

ガバナースローガン

No try No change！No try No change！
キーワード

Wa（和）Wa（和）

表紙写真：石鎚山天狗岳
題　　字：関野　邦夫

関野 邦夫
ライオンズクラブ国際協会336-A地区
2018-2019年度

地区ガバナー



336-Ａ 地区ガバナー　所信
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グ
ド
ラ
ン
・
ビ
ョ
ー
ト
・
イ
ン
グ
バ
ド
タ

―

国
際
会
長
は
、
奉
仕
の“

こ
れ
ま
で
の

限
界
を
超
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
私
た
ち

の
ク
ラ
ブ
を
、
地
域
を
、
そ
し
て
自
分
自

身
を
見
つ
め
な
お
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
”
と
説
き
、
そ
の
た
め
に
【
会
員
増
強

を
推
し
進
め
る
こ
と
】、【
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

育
成
を
強
化
す
る
こ
と
】、【
ラ
イ
オ
ン
ズ

同
士
の
交
流
を
奨
励
す
る
こ
と
】、
そ
し
て

【
私
た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
】
こ
と

を
重
要
分
野
に
あ
げ
て
い
ま
す
。Ｌ
Ｃ
Ｉ 

５ 

奉
仕
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
す
な
わ
ち
環

境
・
視
力
・
飢
餓
・
小
児
が
ん
に
加
え
て

糖
尿
病
を
テ
ー
マ
に
奉
仕
し
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の

大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
力
を
注
ぎ
、Ｇ
Ａ
Ｔ

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
）

の
活
性
化
を
背
景
に
Ｌ
Ｃ
Ｉ
フ
ォ
ー
ワ
ー

ド
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
国
際
会
長
テ
ー
マ
は
「W

e serve

（
わ

れ
わ
れ
は
奉
仕
す
る
）」
が
継
続
さ
れ
、
女

性
の
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ 

ン
」（
参
加
と
関

与
の
向
上
）
は
引
き
続
き
国
際
協
会
の
最

重
要
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

３
３
６

－

Ａ 

地
区
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「Service Activity is the key to Lions 
clubs

」、
こ
れ
は
国
際
会
長
テ
ー
マ
と
と

も
に
３ 

年
間
踏
襲
さ
れ
ま
す
。

　
私
は
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「No try 

No change！

」、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「W

a

（
和
）」
を
掲
げ
ま
し
た
。 

個
々
の
積
極
的

な
行
動
が
、
変
革
を
も
た
ら
し
、
素
晴
ら

し
い
未
来
を
き
り
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ブ
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
必
携
第 

57 

版
標
準
ク
ラ

ブ
会
則
で
ク
ラ
ブ
組
織
が
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
改
革
指
向
は
継
続
さ
れ
、
ク
ラ

ブ 

組
織
は
「
標
準
版
ク
ラ
ブ
組
織
図
」
の

よ
う
に
変
わ
る
べ
き
で
す
し
、
複
合
地
区

も
準
地
区
も
変
革
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
２
０
１
８
〜
２
０
１
９
年
度
は

そ
の
舵
取
り
の
一
年
だ
と
認
識
し
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
変
革
に

は
反
発
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
友
愛
の
精

神
を
発
揮
し
、「
和
」
の
心
を
も
っ
て
話
し

合
え
ば
未
来
は
必
ず
開
け
る
と
思
い
ま
す
。

「
挑
戦
な
く
し
て
成
功
な
し
！
」、 

地
区
の

発
展
活
性
化
の
た
め
に
皆
様
方
の
積
極
的

な
御
意
見
や
行
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を

取
り
巻
く
Ｉ
Ｔ
環
境
も
激
変
し
て
い
ま
す
。

当
地
区
で
も
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
事
項
の
回
答

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
登
録
も
ｗ
ｅ
ｂ
上
で

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
ク
ラ
ブ

申
請
が
２
０
１
８
年
１
月
１
日
か
ら

M
yLCI 

の
み
で
の
受
付
に
な
る
な
ど
、Ｉ
Ｔ

分
野
で
も
変
化
の
波
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
す
。現
在
、ＳｅｒｖａｎｎＡ

がM
yLCI

か
ら

切
り
離
さ
れ
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ

ブ
や
地
区
の
労
力
軽
減
に
寄
与
す
る
新
た

な
ソ
フ
ト
を 

開
発
推
進
す
る
一
方
で
、
各

ク
ラ
ブ
の
登
録
業
務
を
「
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｔ
担

当
者
」
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。
既
に
日
本
語
版M

yLion 

が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
本
格

稼
働
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
国
際
へ
の
活

動
報
告
ツ
ー
ル
で
す
の
で
普
及
を
推
進
致

し
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｔ 

化
の
現
状
や
課

題
を
さ
ら
に
具
体
的
に
把
握
し
て
問
題
を

解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
地
区
の
環
境
取
り
組
み
と
し

て
「Project-S

」
を
展
開
致
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
4
P
）

　 

将
来
的
に
ク
ラ
ブ
を
維
持
・
向
上
し
、

心
か
ら
の
奉
仕
で
地
域
に
貢
献
す
る
た
め

に
、
会
員
の
退
会
を
防
ぎ
、
会
員
数
を
維

持
し
増
加
さ
せ
る
意
識
を
も
っ
て
、
ク
ラ

ブ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
年
間
を
通
し
た
会
員
増
強
活
動
を

定
着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ク
ラ
ブ
目
標
は
家

族
会
員
を
含
め
３
名
の
入
会
、純
増
１
名
。

 

　
会
員
数
の
み
な
ら
ず
、
会
員
個
々
の

高
い
意
識
が
よ
り
良
い
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り

ま
す
。
ま
ず
は
三
役
・
役
員
か
ら
、
友
愛

と
相
互
理
解
の
精
神
・
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の

高
揚
を
強
く
意
識
し
、
理
事
会
・
例
会
の

出
席
率
を
高
め
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
各
種
会
合
で
少
し
で
も
研
修
の
場

を
設
け
、
人
材
育
成
を
通
し
て
ク
ラ
ブ
の

活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ク
ラ
ブ
活
性

化
計
画
の
普
及
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
与

え
る
た
め
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
奉

仕
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
青
少
年
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

エ
ス
ト
を
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ 

の
知
識
を
普 

及
し
、

「Em
pow

ering service(

奉
仕
に
力
を) 

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
『
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
１
０

０
（
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
）
キ
ャ
ン
ペ
ー 

ン
』
の
推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
各
ク
ラ
ブ
に M

yLCI 

で
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
報
告
を
増
や
す
こ
と
を
薦
め
ま

し
ょ
う
。
情
報
や
資
料
を
共
有
す
る
こ 

と
に
よ
り
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
事
業
は
よ
り
良

い
も
の
に
な
り
ま
す
。M

yLion 

を
利
用

し
た
内
容
の
充
実
し
た
事
業
紹
介 

は
会

員
に
更
な
る
意
欲
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
女
性
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
目
標

は
、
会
員
数
の
増
強
、
リ
ー
ダ
ー
開
拓
と

役
職
就
任
数
の
増
加
、
女
性
に 

ア
ピ
ー

ル
す
る
奉
仕
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
拓
で

す
。
普
段
か
ら
、
各
会
員
が
ご
家
族
に
ク

ラ
ブ
活
動
・
奉
仕
事
業
へ
の
協
力
を
お
願

い
す
る
よ
う
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
協
力
し

て
頂
け
る
ご
家
族
を
家
族
会
員
と
し
て
招

聘
し
、
新
た
な 

視
点
で
の
意
見
を
拾
い
、

よ
り
活
発
な
奉
仕
活
動
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
視
野
を
広
げ
、
女
性
会
員
の
獲

得
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
女
性
の
視
点

で
の
活
動
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
か
ら
Ｐ
Ｒ（Public Relations)
が 

Ｍ
Ｃ(M

arketing Com
m

unication
）

と
変
わ
り
、
社
会
へ
の
双
方
向
性
広
報
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本

語
版
も
２
０
１
８
年
度
か
ら
一
部
デ
ジ
タ

ル
版
に
移
行
す
る
な
か
、
次
の
１
０
０
年

へ
と
開
発
さ
れ
た M

yLion

、
日
本
語
版

が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ら
利
用
促
進
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
ク
ラ
ブ
I
T
担
当
者
を
中

心
に
情
報
交
流
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
地
区
誌
は
今
ま
で

以
上
に
工
夫
し
て
継
続
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
際
大
会
、
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
３
３
６
複
合
地
区
大
会
へ
の
参
加

を
推
奨
い
た
し
ま
す
。 

地
区
年
次
大
会

は
、
会
場
選
定
が
困
難
な
な
か
、
工
夫
と

努
力
で
西
条
市
内
開
催
を
致
し
ま
す
。
家

族
会
員
も
伴
っ
て
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

   
地
区
ガ
バ
ナ
ー
所
信

Ｇ
Ｍ
Ｔ（
グ
ロ
ー
バ
ル
会
員
増
強
チ
ー
ム
）

1
Ｇ
Ｌ
Ｔ（
グ
ロ
ー
バ
ル
指
導
力
育
成
チ
ー
ム
）

2
青
少
年・Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ・ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
エ
ス
ト

3

F
Ｗ
Ｔ（
家
族・女
性
会
員
増
強
チ
ー
ム
）

5

Ｍ
Ｃ（M

arketing Com
-

m
unication

）ラ
イ
オ
ン
ズ

情
報・地
区
誌・大
会
参
加

6

Ｇ
Ｓ
Ｔ（
グ
ロ
ー
バ
ル
奉
仕
チ
ー
ム
）

4
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グ
ド
ラ
ン
・
ビ
ョ
ー
ト
・
イ
ン
グ
バ
ド
タ

―

国
際
会
長
は
、
奉
仕
の“

こ
れ
ま
で
の

限
界
を
超
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
私
た
ち

の
ク
ラ
ブ
を
、
地
域
を
、
そ
し
て
自
分
自

身
を
見
つ
め
な
お
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
”
と
説
き
、
そ
の
た
め
に
【
会
員
増
強

を
推
し
進
め
る
こ
と
】、【
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

育
成
を
強
化
す
る
こ
と
】、【
ラ
イ
オ
ン
ズ

同
士
の
交
流
を
奨
励
す
る
こ
と
】、
そ
し
て

【
私
た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
】
こ
と

を
重
要
分
野
に
あ
げ
て
い
ま
す
。Ｌ
Ｃ
Ｉ 

５ 

奉
仕
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
す
な
わ
ち
環

境
・
視
力
・
飢
餓
・
小
児
が
ん
に
加
え
て

糖
尿
病
を
テ
ー
マ
に
奉
仕
し
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の

大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
力
を
注
ぎ
、Ｇ
Ａ
Ｔ

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
）

の
活
性
化
を
背
景
に
Ｌ
Ｃ
Ｉ
フ
ォ
ー
ワ
ー

ド
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
国
際
会
長
テ
ー
マ
は
「W

e serve

（
わ

れ
わ
れ
は
奉
仕
す
る
）」
が
継
続
さ
れ
、
女

性
の
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ 

ン
」（
参
加
と
関

与
の
向
上
）
は
引
き
続
き
国
際
協
会
の
最

重
要
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

３
３
６

－

Ａ 

地
区
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「Service Activity is the key to Lions 
clubs

」、
こ
れ
は
国
際
会
長
テ
ー
マ
と
と

も
に
３ 

年
間
踏
襲
さ
れ
ま
す
。

　
私
は
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「No try 

No change！

」、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「W

a

（
和
）」
を
掲
げ
ま
し
た
。 

個
々
の
積
極
的

な
行
動
が
、
変
革
を
も
た
ら
し
、
素
晴
ら

し
い
未
来
を
き
り
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ブ
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
必
携
第 
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版
標
準
ク
ラ

ブ
会
則
で
ク
ラ
ブ
組
織
が
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
改
革
指
向
は
継
続
さ
れ
、
ク
ラ

ブ 

組
織
は
「
標
準
版
ク
ラ
ブ
組
織
図
」
の

よ
う
に
変
わ
る
べ
き
で
す
し
、
複
合
地
区

も
準
地
区
も
変
革
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
２
０
１
８
〜
２
０
１
９
年
度
は

そ
の
舵
取
り
の
一
年
だ
と
認
識
し
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
変
革
に

は
反
発
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
友
愛
の
精

神
を
発
揮
し
、「
和
」
の
心
を
も
っ
て
話
し

合
え
ば
未
来
は
必
ず
開
け
る
と
思
い
ま
す
。

「
挑
戦
な
く
し
て
成
功
な
し
！
」、 

地
区
の

発
展
活
性
化
の
た
め
に
皆
様
方
の
積
極
的

な
御
意
見
や
行
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を

取
り
巻
く
Ｉ
Ｔ
環
境
も
激
変
し
て
い
ま
す
。

当
地
区
で
も
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
事
項
の
回
答

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
登
録
も
ｗ
ｅ
ｂ
上
で

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
ク
ラ
ブ

申
請
が
２
０
１
８
年
１
月
１
日
か
ら

M
yLCI 

の
み
で
の
受
付
に
な
る
な
ど
、Ｉ
Ｔ

分
野
で
も
変
化
の
波
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
す
。現
在
、ＳｅｒｖａｎｎＡ

がM
yLCI

か
ら

切
り
離
さ
れ
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ

ブ
や
地
区
の
労
力
軽
減
に
寄
与
す
る
新
た

な
ソ
フ
ト
を 

開
発
推
進
す
る
一
方
で
、
各

ク
ラ
ブ
の
登
録
業
務
を
「
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｔ
担

当
者
」
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。
既
に
日
本
語
版M

yLion 

が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
本
格

稼
働
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
国
際
へ
の
活

動
報
告
ツ
ー
ル
で
す
の
で
普
及
を
推
進
致

し
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｔ 

化
の
現
状
や
課

題
を
さ
ら
に
具
体
的
に
把
握
し
て
問
題
を

解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
地
区
の
環
境
取
り
組
み
と
し

て
「Project-S

」
を
展
開
致
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
4
P
）

　 

将
来
的
に
ク
ラ
ブ
を
維
持
・
向
上
し
、

心
か
ら
の
奉
仕
で
地
域
に
貢
献
す
る
た
め

に
、
会
員
の
退
会
を
防
ぎ
、
会
員
数
を
維

持
し
増
加
さ
せ
る
意
識
を
も
っ
て
、
ク
ラ

ブ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
年
間
を
通
し
た
会
員
増
強
活
動
を

定
着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ク
ラ
ブ
目
標
は
家

族
会
員
を
含
め
３
名
の
入
会
、純
増
１
名
。

 

　
会
員
数
の
み
な
ら
ず
、
会
員
個
々
の

高
い
意
識
が
よ
り
良
い
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り

ま
す
。
ま
ず
は
三
役
・
役
員
か
ら
、
友
愛

と
相
互
理
解
の
精
神
・
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の

高
揚
を
強
く
意
識
し
、
理
事
会
・
例
会
の

出
席
率
を
高
め
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
各
種
会
合
で
少
し
で
も
研
修
の
場

を
設
け
、
人
材
育
成
を
通
し
て
ク
ラ
ブ
の

活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ク
ラ
ブ
活
性

化
計
画
の
普
及
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
与

え
る
た
め
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
奉

仕
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
青
少
年
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

エ
ス
ト
を
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ 

の
知
識
を
普 

及
し
、

「Em
pow

ering service(

奉
仕
に
力
を) 

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
『
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
１
０

０
（
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
）
キ
ャ
ン
ペ
ー 

ン
』
の
推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
各
ク
ラ
ブ
に M

yLCI 

で
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
報
告
を
増
や
す
こ
と
を
薦
め
ま

し
ょ
う
。
情
報
や
資
料
を
共
有
す
る
こ 

と
に
よ
り
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
事
業
は
よ
り
良

い
も
の
に
な
り
ま
す
。M

yLion 

を
利
用

し
た
内
容
の
充
実
し
た
事
業
紹
介 

は
会

員
に
更
な
る
意
欲
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
女
性
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
目
標

は
、
会
員
数
の
増
強
、
リ
ー
ダ
ー
開
拓
と

役
職
就
任
数
の
増
加
、
女
性
に 

ア
ピ
ー

ル
す
る
奉
仕
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
拓
で

す
。
普
段
か
ら
、
各
会
員
が
ご
家
族
に
ク

ラ
ブ
活
動
・
奉
仕
事
業
へ
の
協
力
を
お
願

い
す
る
よ
う
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
協
力
し

て
頂
け
る
ご
家
族
を
家
族
会
員
と
し
て
招

聘
し
、
新
た
な 

視
点
で
の
意
見
を
拾
い
、

よ
り
活
発
な
奉
仕
活
動
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
視
野
を
広
げ
、
女
性
会
員
の
獲

得
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
女
性
の
視
点

で
の
活
動
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
か
ら
Ｐ
Ｒ（Public Relations)
が 

Ｍ
Ｃ(M

arketing Com
m

unication

）

と
変
わ
り
、
社
会
へ
の
双
方
向
性
広
報
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本

語
版
も
２
０
１
８
年
度
か
ら
一
部
デ
ジ
タ

ル
版
に
移
行
す
る
な
か
、
次
の
１
０
０
年

へ
と
開
発
さ
れ
た M

yLion

、
日
本
語
版

が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ら
利
用
促
進
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
ク
ラ
ブ
I
T
担
当
者
を
中

心
に
情
報
交
流
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
地
区
誌
は
今
ま
で

以
上
に
工
夫
し
て
継
続
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
際
大
会
、
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
３
３
６
複
合
地
区
大
会
へ
の
参
加

を
推
奨
い
た
し
ま
す
。 

地
区
年
次
大
会

は
、
会
場
選
定
が
困
難
な
な
か
、
工
夫
と

努
力
で
西
条
市
内
開
催
を
致
し
ま
す
。
家

族
会
員
も
伴
っ
て
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

   
地
区
ガ
バ
ナ
ー
所
信

Ｇ
Ｍ
Ｔ（
グ
ロ
ー
バ
ル
会
員
増
強
チ
ー
ム
）

1
Ｇ
Ｌ
Ｔ（
グ
ロ
ー
バ
ル
指
導
力
育
成
チ
ー
ム
）

2
青
少
年・Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ・ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
エ
ス
ト

3

F
Ｗ
Ｔ（
家
族・女
性
会
員
増
強
チ
ー
ム
）

5

Ｍ
Ｃ（M

arketing Com
-

m
unication

）ラ
イ
オ
ン
ズ

情
報・地
区
誌・大
会
参
加

6

Ｇ
Ｓ
Ｔ（
グ
ロ
ー
バ
ル
奉
仕
チ
ー
ム
）
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Lions Clubs International
We  Serve

　
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
環
境
美
化
運
動
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。
二
酸
化
炭
素
軽
減
に

よ
る
温
暖
化
防
止
の
た
め
Ｉ
Ｔ
専
門
委
員

と
協
議
し
な
が
ら
ペ
ー
パ
レ
ス
例
会
な
ど

を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
四
献
（
献

眼
、
献
血
、
献
腎
、
献
骨
髄
）、
薬
物
乱

用
防
止
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
近
い

将
来
に
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
た
運

動
を
発
想
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｙ
Ｃ
Ｅ
事
業
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ブ
に
偏

り
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
ク
ラ
ブ

が
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
派
遣
な 

ど
を

行
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ

れ
に
関
わ
っ
た
子
供
た
ち
を
そ
の
後
も
見

守
り
ま
し
ょ
う
。
国
際
的
な
感
覚
を
養
っ

た
子
供
た
ち
を
育
成
し
て
レ
オ
ク
ラ
ブ
結

成
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｉ
Ｔ
推
進
チ
ー
ム
と
ク
ラ
ブ 

Ｉ
Ｔ
担
当

者
と
の
連
携
で
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
Ｉ
Ｔ
化
の
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
で
課
題
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
情

報
を
収
集
し
、
的
確
に
お
願
い
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
事
務
の
省
力
化
の
た
め
に M

y 
LCI 

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。M

y Lion 

の
普
及
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
本
来
、
地
区
内
全
ク
ラ
ブ
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

が
、
事
業
計
画
を
総
覧
し
ま
す
と
と
て
も

実
現
で
き
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
リ
ジ
ョ
ン

単
位
の
訪
問
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ 

ば
、
希
望
に
よ

り
ゾ
ー
ン
単
位
で
の
訪
問
も
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　50
周
年（
ゴ
ー
ル
ド
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
）

25
周
年
（
シ
ル
バ
ー
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
）

な
ど
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会

合
が
重
な
る
場
合
は
、
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

に
代
理
出
席
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了 

承
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
、
第
64
回
地
区
年
次
大
会
に
於

い
て
、
２
０
１
８
〜
２
０
１
９
年
度
第
一

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
選
任
し
て
い
た
だ
い

た
１
Ｒ

－

３
Ｚ
松
山
セ
ン
チ
ュ
リ―

Ｌ
Ｃ

所
属
の
友
澤
節
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
節
に
は
皆
様
方
に
大
変
お
世
話
に

な
り
地
区
誌
「
四
国
」
紙
面
を
お
か
り
し

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
度
は

３
３
６

－

Ａ
地
区
始
め
、
３
３
６
複
合
、

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
国
際
協
会
等
の
方
々

と
お
会
い
し
多
く
の
事
を
学
び
、
沢
山
の

事
を
知
り
、
私
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
有
意
義
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
今
年
度 

道
前

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
一
員
と
し
て
、ガ
バ
ナ
ー

ス
ロ
ー
ガ
ン
「N

o try N
o change！

」

キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
掛
け
声
の

下
３
３
６

－

Ａ
地
区
の
発
展
と
繁
栄
の

為
、
ガ
バ
ナ
ー
主
席
補
佐
役
と
し
て
の
責

任
を
懸
命
に
果
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
奉
仕
を
通
じ

て
世
界
に
影
響
を
与
え
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
ベ

ル
の
向
上
を
計
り
、
ラ
イ
オ
ン
と
レ
オ
を

増
や
す
事
を
目
的
と
し
た
Ｌ
Ｃ
Ｉ
フ
ォ

ワ
ー
ド
戦
略
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
組
織
変
更
を

ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
と
し
て
実
行
し
、
そ
の

上
で
グ
ド
ラ
ン
国
際
会
長
の
目
指
す
Ｆ
Ｗ

Ｔ
主
体
会
員
増
強
を
し
っ
か
り
と
実
践
い

た
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
方

の
ご
協
力
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
四
月
八
日
第
64
回
地
区
年
次
大
会
に
お

き
ま
し
て
3
3
6

－

Ａ
地
区
の
多
く
の
皆

様
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
は
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と

し
て
、
変
革
し
て
い
く
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
現
状
を
把
握
、
吸
収
し
て
研
鑽
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
１
５
０
年
・
２
０
０
年
に
向
か
っ
て
、

日
々
変
わ
り
ゆ
く
現
状
を
そ
の
ま
ま
ス
ト

レ
ー
ト
に
会
員
の
皆
様
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

す
る
と
、
そ
れ
を
理
解
し
受
け
入
れ
る
に

は
少
し
無
理
が
あ
り
、
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
何
が
ど
の
様
に
改
革

さ
れ
て
い
る
か
、
出
来
る
だ
け
、
和
ら
か

く
解
り
や
す
く
ま
と
め
て
、
皆
様
に
お
伝

え
す
る
事
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
２
０
０
年
に
向
か
っ
て
素
晴
ら
し

い
改
革
が
な
さ
れ
て
い
る
今
、
一
人
一
人

の
会
員
の
皆
様
が
い
か
に
理
解
し
、
納
得

し
、
快
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、
そ
れ
が

何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
会
出
席
が
楽
し
く
、
待
ち
遠
し
く
、

笑
顔
が
絶
え
な
い
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
会
員
第
一
（
会
員
フ
ァ
ー
ス
ト
）

の
立
場
に
立
っ
て
、
活
動
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導

ご
教
授
い
た
だ
き
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｌ
Ｃ
Ｉ
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
組
織
改
革
を
目
指
し
て 

友
澤 

節
男
（
松
山
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
）

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
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革
と
会
員
フ
ァ
ー
ス
ト

酒
井 

公
一
（
高
知
り
ょ
う
ま
）

第
二
副
地
区
ガ
バ
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ー
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境
保
全
・
保
健
福
祉
・
ア
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ー
ト
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Ｃ
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国
際
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Ｔ
推
進
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ガ
バ
ナ
ー
公
式
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各
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ラ
ブ
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年
記
念
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典
・

行
事

11

　地区ガバナーは、協会の国際役員
として、また国際理事会の全般的監
督のもとに、所属地区において国際
協会を代表し、地区運営の最高責任
者としてキャビネット構成員を直接
指導する立場にあります。その具体

的な任務の筆頭に掲げられているのが“国際協会の目的を推進”することです。現
在、グローバル奉仕フレームワークは、2021年までにライオンズ奉仕の受益者を
現在の3倍に当たる2億人に増やすという目標のもと、ライオンズとレオによる奉仕
活動のフォーカスを五つの奉仕分野に向けるとされており、その分野は、糖尿病・環
境・飢餓対策・小児がん・視力となっています。
　2018～2019年度の336A地区では、勿論その五つの奉仕を各クラブに呼び
掛けますが、このうち特に「環境」について力を注ぎたいと思います。
　さて、私たち“道前キャビネット”は愛媛県西条市（2R4Z）の4クラブで協働して
運営しています。“道後”に対し“道前”と呼ばれる地域ゆえの命名です。百名山、石鎚
山への入山経路には、勿論、高知からの土小屋コースや久万高原町の梅ヶ市登山道
もありますが、石鎚スカイライン・瓶ヶ森林道・土小屋ルート、保井野からの堂ヶ森・
二ノ森ルート、ロープウェイ・成就社ルート、西の川ルート、今宮道、黒川道と数多く
のルートが愛媛県西条市にあり、道前キャビネットとは切っても切れない関係にあり
ます。そこで、天狗岳をガバナーバッチとバナーの図柄に取り上げました。
　そこで「環境」事業への焦点を、石鎚連峰を中心とした四国の山々とそこから生ま
れた四国遍路文化に当てることにしました。山々は四国を取り囲む海にも恵みをも
たらし、降雨からの水を私たちに与え、自然は古来より人々に生活の糧をもたらして
きました。そこから生まれた四国遍路文化、今年は空海が開創して1205年にあた
ります。現在、「四国八十八箇所霊場と遍路道」世界遺産登録推進協議会が立ち上
がっており、いくつもの企業が協賛に乗り出し、署名活動や諸外国での「四国遍路
展」や国際シンポジウムが開催されるなど世界遺産推進活動が行われていることを
皆さんご存知と思います。そのなかで我々ライオンズが意識を高め、環境事業をと
おして、何らかの関りを持とうというのが狙いです。

　1950年6月8日生まれの現在68歳になりました。1男2女の5人
家族でしたがそれぞれ家を出て現在は、家内と二人での生活になりま
した。犬2匹、猫2匹の生活です。
　趣味はこの数十年間はゴルフと魚釣りに出かけています。仲間たち
と船釣りを楽しんでいますが、私は操船が得意でもっぱら船長をして
います。釣果は年々落ちてきています。
　ライオンズの出席が多くなりゴルフの回数も最近は減ってきまし
た。これからは趣味も遠くなるような予感がしています。

ガバナー自己紹介

（2018～2019年度）地区ガバナー公式訪問計画
2018 年 6 月 14 日現在

関野 邦夫（せきのくにお）

以下の「環境事業」を推進いたします。
　　　　【テーマ】『336A地区を象徴する四国遍路とそれを取り巻く石鎚山、
　　　　　　　　四国の山々に感謝と畏敬の念を表し環境奉仕活動を行う』

Gavernor
,
s ProfileGavernor
,
s Profile

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

2018年 7月28日（土）

2018年 7月29日（日）

2018年 8月25日（土）

2018年 8月５日（日）

2018年 8月18日（土）

2018年 8月19日（日）

2018年 9月１日（土）

2018年 9月２日（日）

2018年 9月９日（日）

リジュール松山

八幡浜センチュリーホテルイト―

三本松ロイヤルホテル

丸亀オオクラホテル

三翠園

高知プリンスホテル

阿波観光ホテル

阿波観光ホテル

今治国際ホテル

1

3

4

5

6

7

8

9

2

会議名称 開催日 R 場　所 Project- S プロジェクト

336-Ａ 地区ガバナー　所信336-Ａ　副地区ガバナー　就任挨拶
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市
民
を
巻
き
込
ん
だ
環
境
美
化
運
動
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。
二
酸
化
炭
素
軽
減
に

よ
る
温
暖
化
防
止
の
た
め
Ｉ
Ｔ
専
門
委
員

と
協
議
し
な
が
ら
ペ
ー
パ
レ
ス
例
会
な
ど

を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
四
献
（
献

眼
、
献
血
、
献
腎
、
献
骨
髄
）、
薬
物
乱

用
防
止
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
近
い

将
来
に
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
た
運

動
を
発
想
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｙ
Ｃ
Ｅ
事
業
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ブ
に
偏

り
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
ク
ラ
ブ

が
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
派
遣
な 

ど
を

行
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ

れ
に
関
わ
っ
た
子
供
た
ち
を
そ
の
後
も
見

守
り
ま
し
ょ
う
。
国
際
的
な
感
覚
を
養
っ

た
子
供
た
ち
を
育
成
し
て
レ
オ
ク
ラ
ブ
結

成
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｉ
Ｔ
推
進
チ
ー
ム
と
ク
ラ
ブ 

Ｉ
Ｔ
担
当

者
と
の
連
携
で
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
Ｉ
Ｔ
化
の
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
で
課
題
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
情

報
を
収
集
し
、
的
確
に
お
願
い
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
事
務
の
省
力
化
の
た
め
に M

y 
LCI 

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。M

y Lion 

の
普
及
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
本
来
、
地
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内
全
ク
ラ
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ひ
と
つ
ひ

と
つ
訪
問
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せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

が
、
事
業
計
画
を
総
覧
し
ま
す
と
と
て
も

実
現
で
き
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
リ
ジ
ョ
ン

単
位
の
訪
問
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ 

ば
、
希
望
に
よ

り
ゾ
ー
ン
単
位
で
の
訪
問
も
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　50
周
年（
ゴ
ー
ル
ド
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
）

25
周
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シ
ル
バ
ー
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
）

な
ど
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会

合
が
重
な
る
場
合
は
、
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

に
代
理
出
席
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了 

承
く
だ
さ
い
。
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０
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Ｒ
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友
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に
果
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存
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ま
す
。
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、
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で
に
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通
じ
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世
界
に
影
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を
与
え
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レ
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の
向
上
を
計
り
、
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す
事
を
目
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と
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た
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実
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で
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宜
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す
。
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は
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く
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入
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、
そ
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が

何
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だ
と
思
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ま
す
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会
出
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待
ち
遠
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く
、
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が
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え
な
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に
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ほ
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と
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す
。

　
私
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の
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に
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す
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区
ガ
バ
ナ
ー

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
・
ア

ラ
ー
ト

7

Ｙ
Ｃ
Ｅ 

・ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ・

国
際
関
係

8

Ｉ
Ｔ
推
進

9

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

10

各
ク
ラ
ブ
周
年
記
念
式
典
・

行
事

11

　地区ガバナーは、協会の国際役員
として、また国際理事会の全般的監
督のもとに、所属地区において国際
協会を代表し、地区運営の最高責任
者としてキャビネット構成員を直接
指導する立場にあります。その具体

的な任務の筆頭に掲げられているのが“国際協会の目的を推進”することです。現
在、グローバル奉仕フレームワークは、2021年までにライオンズ奉仕の受益者を
現在の3倍に当たる2億人に増やすという目標のもと、ライオンズとレオによる奉仕
活動のフォーカスを五つの奉仕分野に向けるとされており、その分野は、糖尿病・環
境・飢餓対策・小児がん・視力となっています。
　2018～2019年度の336A地区では、勿論その五つの奉仕を各クラブに呼び
掛けますが、このうち特に「環境」について力を注ぎたいと思います。
　さて、私たち“道前キャビネット”は愛媛県西条市（2R4Z）の4クラブで協働して
運営しています。“道後”に対し“道前”と呼ばれる地域ゆえの命名です。百名山、石鎚
山への入山経路には、勿論、高知からの土小屋コースや久万高原町の梅ヶ市登山道
もありますが、石鎚スカイライン・瓶ヶ森林道・土小屋ルート、保井野からの堂ヶ森・
二ノ森ルート、ロープウェイ・成就社ルート、西の川ルート、今宮道、黒川道と数多く
のルートが愛媛県西条市にあり、道前キャビネットとは切っても切れない関係にあり
ます。そこで、天狗岳をガバナーバッチとバナーの図柄に取り上げました。
　そこで「環境」事業への焦点を、石鎚連峰を中心とした四国の山々とそこから生ま
れた四国遍路文化に当てることにしました。山々は四国を取り囲む海にも恵みをも
たらし、降雨からの水を私たちに与え、自然は古来より人々に生活の糧をもたらして
きました。そこから生まれた四国遍路文化、今年は空海が開創して1205年にあた
ります。現在、「四国八十八箇所霊場と遍路道」世界遺産登録推進協議会が立ち上
がっており、いくつもの企業が協賛に乗り出し、署名活動や諸外国での「四国遍路
展」や国際シンポジウムが開催されるなど世界遺産推進活動が行われていることを
皆さんご存知と思います。そのなかで我々ライオンズが意識を高め、環境事業をと
おして、何らかの関りを持とうというのが狙いです。

　1950年6月8日生まれの現在68歳になりました。1男2女の5人
家族でしたがそれぞれ家を出て現在は、家内と二人での生活になりま
した。犬2匹、猫2匹の生活です。
　趣味はこの数十年間はゴルフと魚釣りに出かけています。仲間たち
と船釣りを楽しんでいますが、私は操船が得意でもっぱら船長をして
います。釣果は年々落ちてきています。
　ライオンズの出席が多くなりゴルフの回数も最近は減ってきまし
た。これからは趣味も遠くなるような予感がしています。

ガバナー自己紹介

（2018～2019年度）地区ガバナー公式訪問計画
2018 年 6 月 14 日現在

関野 邦夫（せきのくにお）

以下の「環境事業」を推進いたします。
　　　　【テーマ】『336A地区を象徴する四国遍路とそれを取り巻く石鎚山、
　　　　　　　　四国の山々に感謝と畏敬の念を表し環境奉仕活動を行う』

Gavernor
,
s ProfileGavernor
,
s Profile

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

地区ガバナー公式訪問

2018年 7月28日（土）

2018年 7月29日（日）

2018年 8月25日（土）

2018年 8月５日（日）

2018年 8月18日（土）

2018年 8月19日（日）

2018年 9月１日（土）

2018年 9月２日（日）

2018年 9月９日（日）

リジュール松山

八幡浜センチュリーホテルイト―

三本松ロイヤルホテル

丸亀オオクラホテル

三翠園

高知プリンスホテル

阿波観光ホテル

阿波観光ホテル

今治国際ホテル

1

3

4

5

6

7

8

9

2

会議名称 開催日 R 場　所 Project- S プロジェクト
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２
０
１
８

－

２
０
１
９
年
度
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
、

２
Ｒ
４
Ｚ
東
予
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所

属
、
佐
藤
公
平
で
ご
ざ
い
ま
す
。
行
き
届

か
な
い
点
が
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す

が
、
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
さ
て
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
へ
の
就
任

依
頼
は
関
野
Ｄ
Ｇ
が
２
Ｖ
Ｄ
Ｇ
に
立
候
補

す
る
時
点
へ
と
遡
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
地

区
へ
の
出
向
は
地
区
誌
編
集
委
員
を
一
度

だ
け
、
２
０
１
６
〜
２
０
１
７
年
度
に
Ｚ

Ｃ
を
経
験
し
て
の
登
板
で
す
。
地
区
・
複

合
地
区
あ
る
い
は
国
際
協
会
に
は
各
種
大

会
参
加
以
外
あ
ま
り
関
り
が
な
く
、
当
然

の
こ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
職
務
の
詳
細

な
ど
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
さ
か
、
還
暦
を
過
ぎ
た
頭
で
一
か
ら

勉
強
を
し
直
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
か

ら
は
い
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
必
携
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
役
員
必
携
、Ｍ
Ｄ
３
３
６
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
理
事
会
方
針
書
、
国
際

会
則
及
び
付
則
、
標
準
版
地
区
会
則
及
び

付
則
、
標
準
版
ク
ラ
ブ
会
則
及
び
付
則
な

ど
な
ど
会
則
全
般
。
直
近
か
ら
始
め
て
地

区
名
誉
顧
問
会
議
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
・

Ｍ
Ｄ
３
３
６
の
議
案
と
要
録
、
そ
の
他
国

際
理
事
会
な
ど
各
種
議
事
録
、
地
区
Ｅ

ブ
ッ
ク
な
ど
な
ど
。
読
書
の
ジ
ャ
ン
ル
を

推
理
小
説
か
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
の
り
代
え

て
随
分
と
時
間
を
割
い
て
き
ま
し
た
が
、

気
づ
か
さ
れ
た
の
は
1
0
0
周
年
を
迎
え

る
こ
ろ
か
ら
音
を
立
て
て
変
わ
っ
て
い
く

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
姿
で
し
た
。

　
し
か
も
、
そ
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
！

　「
複
合
地
区
協
議
会
組
織
図
」「
地
区

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
組
織
図
」「
標
準
版
ク
ラ

ブ
組
織
図
」
を
眺
め
な
が
ら
思
っ
た
こ

と
。〝
あ
ぁ
〜
、
す
ご
い
一
年
に
な
り

そ
う
だ
ぁ
〜
！
〞
。

　
前
年
度
は
、
会
員
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
な
ら
び
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
区

ガ
バ
ナ
ー
の
職
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
、
心
か
ら
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
が
第
１

世
紀
を
超
え
、
第
２
世
紀
発
進
の
年
に
ガ

バ
ナ
ー
就
任
と
い
う
幸
せ
と
責
任
の
重
さ

を
感
じ
な
が
ら
「
新
世
紀
明
日
に
つ
な
ご

う
　
奉
仕
の
輪
」
の
も
と
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
２
０
０
６
〜

２
０
１
４
年
間
、
故
武
久
一
郎
元
ガ
バ

ナ
ー
・
国
際
理
事
の
も
と
で
、
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
２
０
１

５
年
か
ら
は
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
実
務
的
な
数
多
く
の
勉
強
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
非
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
職
務
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、３
３
６

－

Ａ
地
区
の
更
な
る「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
と
「
ス
モ
ー
ル
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
創
成
」
を
め
ざ
し
、
初
心
に
返

り
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
公
式
訪
問
で
私
が
一
番
大
切
に
し
た
こ

と
は
、
ク
ラ
ブ
会
長
を
は
じ
め
ク
ラ
ブ
役

員
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
、
す
な
わ
ち
情

報
交
換
並
び
に
情
報
の
共
有
で
あ
り
ま

す
。
対
話
の
時
間
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、率
直
な
意
見
を
拝
聴
で
き
、

そ
の
運
営
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
意
義
深

い
訪
問
が
で
き
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
地
区
合
同
奉
仕
「
四
国
の
子
ど
も
た
ち

に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
贈
ろ
う
」
事
業

に
つ
い
て
は
、
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
な
ら
び
に
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の

皆
様
に
説
明
会
の
開
催
に
始
ま
り
、
よ
り

良
い
方
策
の
創
成
・
実
効
性
を
め
ざ
し
て

の
会
合
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
そ
の
具
現

達
成
化
に
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
私
を
支
え
応
援
し
て
頂
き
ま
し
た
地
区

名
誉
顧
問
の
皆
様
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆

様
の
心
温
か
い
真
心
に
感
動
の
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
は
人
間
性

豊
か
で
、
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No 

try No change！

」、「
キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」
は
次
代
を
拓
く
、
新
し
い
歩
に

ふ
さ
わ
し
い
と
存
じ
ま
す
。

　
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
て
３

３
６

－

Ａ
地
区
す
べ
て
の
会
員
が
、
夢
と

目
標
に
向
か
っ
て
、
新
た
な
歩
み
に
ご
期

待
す
る
と
と
も
に
、
四
国
か
ら
日
本
全
国

へ
、
さ
ら
に
世
界
へ
と
奉
仕
の
輪
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
皆
様
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
こ
の
度
３
３
６

－

Ａ
地
区
の
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
花

山
志
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
準
備

事
務
局
の
内
局
会
等
の
出
席
を
重
ね
る
ご

と
に
実
力
も
経
験
も
乏
し
い
私
で
す
が
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
を

支
え
て
参
り
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「N

o try N
o 

change!

」キ
ー
ワ
ー
ド「W

a

（
和
）」を
基

に
会
員
の
皆
様
が
円
滑
に
活
動
出
来
る
様

頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。今
期
グ
ド
ラ
ン
・

ビ
ョ
ー
ト
・
イ
ニ
ン
グ
バ
ド
ダ
ー
国
際
会

長
が
、女
性
初
の
国
際
会
員
に
就
任
、女
性

会
員
の
増
強
は
基
よ
り
Ｆ
Ｗ
Ｔ
に
も
力
が

入
る
年
に
な
ろ
う
か
と
思
い
女
性
会
員
参

加
に
よ
り
、パ
ワ
ー
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
の
職
務
に
つ
い
て

は
、
現
在
会
員
減
少
傾
向
の
中
収
入
が
一

段
と
厳
し
い
状
況
下
で
の
運
営
予
算
の
決

定
予
算
に
基
づ
く
費
用
支
出
の
よ
り
一
層

の
節
減
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
ん

と
言
っ
て
も
私
共
会
員
が
「
楽
し
く
誇
り

を
持
っ
て
活
動
す
る
」
事
が
魅
力
と
な
り
、

会
員
増
強
の
道
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｓ
」
も
是
非
々
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
各
ク
ラ
ブ
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら

誠
意
を
持
っ
て
地
区
内
の
ク
ラ
ブ
の
為
に

お
役
に
立
て
る
様
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「N
o try N

o change！

」
佐
藤
公
平
（
東
予
）

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

次
世
代
を
拓
く
新
た
な
歩
み
に
期
待

川
辺 

信
郎
（
徳
島
城
山
）

前
地
区
ガ
バ
ナ
ー

名
誉
顧
問
会
議
長

楽
し
く
誇
り
を
持
っ
て花

山 

志
郎
（
西
条
）

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

（高知玉藻）
松前 龍宗

元地区ガバナー
地区名誉顧問

長谷川 憲男
（高知桂）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

菅　武廣
（松山湯築）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

真鍋　隆
（こんぴら）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

橋本 充好
（高知柏）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

木内 千春
（板野）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

西原　透
（今治中央）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

石川 俊夫
（三木さぬき）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

宮内 浩四郎
（松山西）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

（坂出白峰）
山地 章靖

元地区ガバナー
地区名誉顧問

三谷 智省
（高知柏）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

西園寺 純一
（保内）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

地区名誉顧問会 ライオンズクラブ国際協会　336-A 地区
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２
０
１
８

－

２
０
１
９
年
度
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
、

２
Ｒ
４
Ｚ
東
予
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所

属
、
佐
藤
公
平
で
ご
ざ
い
ま
す
。
行
き
届

か
な
い
点
が
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す

が
、
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
さ
て
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
へ
の
就
任

依
頼
は
関
野
Ｄ
Ｇ
が
２
Ｖ
Ｄ
Ｇ
に
立
候
補

す
る
時
点
へ
と
遡
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
地

区
へ
の
出
向
は
地
区
誌
編
集
委
員
を
一
度

だ
け
、
２
０
１
６
〜
２
０
１
７
年
度
に
Ｚ

Ｃ
を
経
験
し
て
の
登
板
で
す
。
地
区
・
複

合
地
区
あ
る
い
は
国
際
協
会
に
は
各
種
大

会
参
加
以
外
あ
ま
り
関
り
が
な
く
、
当
然

の
こ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
職
務
の
詳
細

な
ど
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
さ
か
、
還
暦
を
過
ぎ
た
頭
で
一
か
ら

勉
強
を
し
直
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
か

ら
は
い
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
必
携
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
役
員
必
携
、Ｍ
Ｄ
３
３
６
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
理
事
会
方
針
書
、
国
際

会
則
及
び
付
則
、
標
準
版
地
区
会
則
及
び

付
則
、
標
準
版
ク
ラ
ブ
会
則
及
び
付
則
な

ど
な
ど
会
則
全
般
。
直
近
か
ら
始
め
て
地

区
名
誉
顧
問
会
議
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
・

Ｍ
Ｄ
３
３
６
の
議
案
と
要
録
、
そ
の
他
国

際
理
事
会
な
ど
各
種
議
事
録
、
地
区
Ｅ

ブ
ッ
ク
な
ど
な
ど
。
読
書
の
ジ
ャ
ン
ル
を

推
理
小
説
か
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
の
り
代
え

て
随
分
と
時
間
を
割
い
て
き
ま
し
た
が
、

気
づ
か
さ
れ
た
の
は
1
0
0
周
年
を
迎
え

る
こ
ろ
か
ら
音
を
立
て
て
変
わ
っ
て
い
く

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
姿
で
し
た
。

　
し
か
も
、
そ
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
！

　「
複
合
地
区
協
議
会
組
織
図
」「
地
区

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
組
織
図
」「
標
準
版
ク
ラ

ブ
組
織
図
」
を
眺
め
な
が
ら
思
っ
た
こ

と
。〝
あ
ぁ
〜
、
す
ご
い
一
年
に
な
り

そ
う
だ
ぁ
〜
！
〞
。

　
前
年
度
は
、
会
員
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
な
ら
び
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
区

ガ
バ
ナ
ー
の
職
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
、
心
か
ら
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
が
第
１

世
紀
を
超
え
、
第
２
世
紀
発
進
の
年
に
ガ

バ
ナ
ー
就
任
と
い
う
幸
せ
と
責
任
の
重
さ

を
感
じ
な
が
ら
「
新
世
紀
明
日
に
つ
な
ご

う
　
奉
仕
の
輪
」
の
も
と
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
２
０
０
６
〜

２
０
１
４
年
間
、
故
武
久
一
郎
元
ガ
バ

ナ
ー
・
国
際
理
事
の
も
と
で
、
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
２
０
１

５
年
か
ら
は
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
実
務
的
な
数
多
く
の
勉
強
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
非
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
職
務
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、３
３
６

－

Ａ
地
区
の
更
な
る「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
と
「
ス
モ
ー
ル
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
創
成
」
を
め
ざ
し
、
初
心
に
返

り
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
公
式
訪
問
で
私
が
一
番
大
切
に
し
た
こ

と
は
、
ク
ラ
ブ
会
長
を
は
じ
め
ク
ラ
ブ
役

員
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
、
す
な
わ
ち
情

報
交
換
並
び
に
情
報
の
共
有
で
あ
り
ま

す
。
対
話
の
時
間
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、率
直
な
意
見
を
拝
聴
で
き
、

そ
の
運
営
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
意
義
深

い
訪
問
が
で
き
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
地
区
合
同
奉
仕
「
四
国
の
子
ど
も
た
ち

に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
贈
ろ
う
」
事
業

に
つ
い
て
は
、
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
な
ら
び
に
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の

皆
様
に
説
明
会
の
開
催
に
始
ま
り
、
よ
り

良
い
方
策
の
創
成
・
実
効
性
を
め
ざ
し
て

の
会
合
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
そ
の
具
現

達
成
化
に
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
私
を
支
え
応
援
し
て
頂
き
ま
し
た
地
区

名
誉
顧
問
の
皆
様
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆

様
の
心
温
か
い
真
心
に
感
動
の
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
は
人
間
性

豊
か
で
、
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No 

try No change！

」、「
キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」
は
次
代
を
拓
く
、
新
し
い
歩
に

ふ
さ
わ
し
い
と
存
じ
ま
す
。

　
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
て
３

３
６

－

Ａ
地
区
す
べ
て
の
会
員
が
、
夢
と

目
標
に
向
か
っ
て
、
新
た
な
歩
み
に
ご
期

待
す
る
と
と
も
に
、
四
国
か
ら
日
本
全
国

へ
、
さ
ら
に
世
界
へ
と
奉
仕
の
輪
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
皆
様
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
こ
の
度
３
３
６

－

Ａ
地
区
の
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
花

山
志
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
準
備

事
務
局
の
内
局
会
等
の
出
席
を
重
ね
る
ご

と
に
実
力
も
経
験
も
乏
し
い
私
で
す
が
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
を

支
え
て
参
り
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「N

o try N
o 

change!

」キ
ー
ワ
ー
ド「W

a

（
和
）」を
基

に
会
員
の
皆
様
が
円
滑
に
活
動
出
来
る
様

頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。今
期
グ
ド
ラ
ン
・

ビ
ョ
ー
ト
・
イ
ニ
ン
グ
バ
ド
ダ
ー
国
際
会

長
が
、女
性
初
の
国
際
会
員
に
就
任
、女
性

会
員
の
増
強
は
基
よ
り
Ｆ
Ｗ
Ｔ
に
も
力
が

入
る
年
に
な
ろ
う
か
と
思
い
女
性
会
員
参

加
に
よ
り
、パ
ワ
ー
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
の
職
務
に
つ
い
て

は
、
現
在
会
員
減
少
傾
向
の
中
収
入
が
一

段
と
厳
し
い
状
況
下
で
の
運
営
予
算
の
決

定
予
算
に
基
づ
く
費
用
支
出
の
よ
り
一
層

の
節
減
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
ん

と
言
っ
て
も
私
共
会
員
が
「
楽
し
く
誇
り

を
持
っ
て
活
動
す
る
」
事
が
魅
力
と
な
り
、

会
員
増
強
の
道
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｓ
」
も
是
非
々
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
各
ク
ラ
ブ
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら

誠
意
を
持
っ
て
地
区
内
の
ク
ラ
ブ
の
為
に

お
役
に
立
て
る
様
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「N
o try N

o change！

」
佐
藤
公
平
（
東
予
）

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

次
世
代
を
拓
く
新
た
な
歩
み
に
期
待

川
辺 

信
郎
（
徳
島
城
山
）

前
地
区
ガ
バ
ナ
ー

名
誉
顧
問
会
議
長

楽
し
く
誇
り
を
持
っ
て花

山 

志
郎
（
西
条
）

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

（高知玉藻）
松前 龍宗

元地区ガバナー
地区名誉顧問

長谷川 憲男
（高知桂）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

菅　武廣
（松山湯築）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

真鍋　隆
（こんぴら）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

橋本 充好
（高知柏）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

木内 千春
（板野）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

西原　透
（今治中央）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

石川 俊夫
（三木さぬき）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

宮内 浩四郎
（松山西）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

（坂出白峰）
山地 章靖

元地区ガバナー
地区名誉顧問

三谷 智省
（高知柏）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

西園寺 純一
（保内）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

地区名誉顧問会 ライオンズクラブ国際協会　336-A 地区
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
は
第
１

０
０
回
シ
カ
ゴ
国
際
大
会
で
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
）

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
８
年
か
ら
Ｇ
Ｍ
Ｔ（
会
員
増
強
）、

２
０
１
１
年
か
ら
の
Ｇ
Ｌ
Ｔ（
指
導
力
育

成
）と
相
互
協
働
し
て
き
ま
し
た
が
、Ｇ
Ａ

Ｔ
は
新
た
に
設
置
さ
れ
た
Ｇ
Ｓ
Ｔ（
奉
仕
）

を
、
一
緒
に
ま
と
め
る
こ
と
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ

フ
ォ
ー
ワ
ー
ド
を
推
し
進
め
、
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
又
、

日
本
で
は
Ｆ
Ｗ
Ｔ（
家
族
及
び
女
性
）
を

含
め
て
の
組
織
と
な
り
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
支
援

を
利
用
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
奉
仕
を
す
る
た

め
に
存
在
し
ま
す
が
、
効
果
的
に
奉
仕
を

す
る
に
は
熱
心
な
会
員
と
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
で
、Ｇ
Ａ
Ｔ
設
置
の
目
的
で

す
。Ｇ
Ａ
Ｔ
は
ク
ラ
ブ
が
中
心
で
Ｇ
Ｍ
Ｔ
、

Ｇ
Ｌ
Ｔ
、Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
最

も
大
切
で
、
活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
作
り
の
一

助
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｇ
Ｍ
Ｔ
で
は
質
の
高
い
会
員
増
強
、Ｇ

Ｌ
Ｔ
は
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
そ
し

て
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
、
よ
り
良
い
内
容
の
充
実
し

た
奉
仕
事
業
が
新
た
な
会
員
を
引
き
つ
け

る
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
相
互
に
作
用
し

良
い
影
響
を
及
ぼ
し
強
固
な
ク
ラ
ブ
と
成

長
す
る
は
ず
で
す
。

　
私
も
微
力
な
が
ら
一
昨
年
の
ガ
バ
ナ
ー

時
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
単
一
ク

ラ
ブ
の
活
性
化
と
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

「
恩
返
し
と
命
懸
け
の
精
神
」
で
ク
ラ
ブ

に
寄
り
添
っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　

　
や
さ
し
い
笑
顔
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

ス
ピ
ー
チ
、
豊
か
な
人
間
性
の
関
野
ガ
バ

ナ
ー
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
私
は
、
こ
の
度
、

道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
Ｆ
Ｗ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
大
役
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
１
０

０
年
、
今
後
の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
国

際
協
会
は
、Ｆ
Ｗ
Ｔ
の
役
割
に
期
待
感
を

も
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
女
性

会
員
、
家
族
会
員
の
増
強
、
リ
ー
ダ
ー
開

拓
と
役
職
就
任
の
増
加
な
ど
、
質
の
高
い

奉
仕
、
女
性
の
新
し
い
発
想
と
展
開
に
よ

る
奉
仕
の
成
果
で
す
。

　
こ
ん
な
協
会
の
要
請
の
中
で
、
昨
今
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ

ビ
等
で
拝
見
す
る
女
性
た
ち
の
中
に
自
己

主
張
が
強
す
ぎ
の
方
が
目
に
つ
く
こ
と
で

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
長
い
歴
史
と

実
績
は
男
性
会
員
の
お
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
女
性
は
、
女
性
の
視
野
で
物

事
を
み
き
わ
め
実
践
し
、
男
性
の
皆
様
と

と
も
に
歩
む
活
動
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　
活
動
の
中
で
の
懸
念
は
家
族
会
員
制
度

の
意
見
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
、
時
間
を

か
け
て
理
解
い
た
だ
き
、
家
族
ぐ
る
み
の

活
動
が
出
来
れ
ば
地
域
へ
の
貢
献
度
も

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

一
年
、
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No try 

No change！

」
の
も
と
尽
力
致
し
ま
す
。

ご
協
力
下
さ
い
。

　
関
野
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
よ
り
Ｇ
Ｓ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
拝
命
さ
れ
ま
し
た

橋
本
充
好
で
す
。
２
０
１
８
年
７
月
か
ら

２
期
目
に
な
り
ま
す
。「
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｓ

Ｔ（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
チ
ー
ム
）

と
は
何
な
の
」
と
い
う
疑
問
が
わ
く
会
員

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
で
は
地
区
、
準

地
区
、
リ
ジ
ョ
ン
、
ゾ
ー
ン
、
各
ク
ラ
ブ

合
同
の
奉
仕
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

公
共
の
目
に
触
れ
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
い
だ
り
、
会
員
獲
得
に

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
２
０
１
７
年
７
月
か
ら
発
足
し
た
ば
か

り
で
あ
り
１
年
目
は
手
探
り
の
状
態
で
し

た
が
２
０
１
８
年
７
月
か
ら
は
骨
格
も
定

ま
り
始
動
す
る
予
定
で
す
。

　
対
象
と
な
る
奉
仕
活
動
は
視
力
、
飢
餓
、

小
児
が
ん
（
青
少
年
）、
環
境
、
糖
尿
病

で
す
が
、
２
０
１
８
年
７
月
か
ら
糖
尿
病

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
交

付
金
と
絡
め
て
奉
仕
活
動
を
展
開
す
る
予

定
で
あ
り
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま

す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
設
立
さ
れ
１
０
０
年
を

超
え
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
１
９
６
８
年
に
創
設

さ
れ
、
現
在
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

節
目
の
年
に
い
ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
対
し
て
も
多
額
の
寄
付
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
、
３
年
間

を
か
け
て
３
億
ド
ル
の
寄
付
を
目
標
と
し

て
立
て
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
は「
L
C
I
F
1
0
0

（
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
）キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
銘
打
ち
、日
本
の
会
員
一
人
一
人
が
毎

年
1
0
0
ド
ル
3
年
間
、継
続
し
て

L
C
I
F
に
寄
付
す
る
こ
と
を
目
標
に
奉

仕
の
成
功
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
で
は
、
１
０
０
０
ド
ル
献
金
と
い

う
方
法
が
一
般
的
で
す
。
こ
の
方
法
が
Ｍ

Ｊ
Ｆ
表
彰
と
い
う
栄
誉
で
も
あ
り
ま
す
。

最
初
の
１
０
０
０
ド
ル
を
超
え
る
追
加
献

金
に
は
54
種
類
の
表
彰
レ
ベ
ル
が
あ
り
、

独
自
の
ピ
ン
が
送
ら
れ
ま
す
。
累
積
寄
付

金
が
10
万
ド
ル
（
日
本
円
に
す
る
と
約
１

千
万
円
）
を
超
え
る
と
献
金
者
は
人
道
支

援
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際

協
会
本
部
に
名
前
が
刻
ま
れ
ま
す
。

　
皆
様
方
も
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
献
金
は
４
つ
の

献
金
分
野
か
ら
選
択
し
て
献
金
す
る
こ
と

は
ご
周
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。「
災
害
」、

「
視
力
」、「
青
少
年
」、「
そ
の
他
人
道
的

ニ
ー
ズ
の
対
応
」
の
４
つ
の
柱
で
す
。
日

本
も
災
害
支
援
に
お
い
て
は
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

よ
り
多
く
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
が
、
ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
の
原
点
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
に
繋
が
り

ま
す
。
一
人
一
人
の
力
を
大
き
な
力
に
な

る
よ
う
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・
ア
ク
シ
ョ
ン・
チ
ー
ム

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
）に
つ
い
て真

鍋

　隆
（
こ
ん
ぴ
ら
）

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

地
区
Ｇ
Ｍ
Ｔ・Ｇ
Ｌ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

地
区
Ｇ
S
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

L
C
I
F
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

複合地区　ＧＭＴコーディネーター

女
性
力
で
時
代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

村
井 

淳
子
（
松
山
つ
ば
き
）

地
区
F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

青
少
年
・
G
S
T
・
L
C
I
F
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会
副
委
員
長

ＦＷT コーディネーター

奉
仕
活
動
の
輪
を
大
き
く
！

橋
本 

充
好
（
高
知
柏
）

G S T コーディネーター

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功

「
ウ
ィ・サ
ー
ブ
の
原
点
」

菅

　武
廣
（
松
山
湯
築
）

ＬＣＩＦキャンペーンコーディネーター

コーディネーターコーディネーター
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
は
第
１

０
０
回
シ
カ
ゴ
国
際
大
会
で
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
）

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
８
年
か
ら
Ｇ
Ｍ
Ｔ（
会
員
増
強
）、

２
０
１
１
年
か
ら
の
Ｇ
Ｌ
Ｔ（
指
導
力
育

成
）と
相
互
協
働
し
て
き
ま
し
た
が
、Ｇ
Ａ

Ｔ
は
新
た
に
設
置
さ
れ
た
Ｇ
Ｓ
Ｔ（
奉
仕
）

を
、
一
緒
に
ま
と
め
る
こ
と
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ

フ
ォ
ー
ワ
ー
ド
を
推
し
進
め
、
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
又
、

日
本
で
は
Ｆ
Ｗ
Ｔ（
家
族
及
び
女
性
）
を

含
め
て
の
組
織
と
な
り
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
支
援

を
利
用
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
奉
仕
を
す
る
た

め
に
存
在
し
ま
す
が
、
効
果
的
に
奉
仕
を

す
る
に
は
熱
心
な
会
員
と
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
で
、Ｇ
Ａ
Ｔ
設
置
の
目
的
で

す
。Ｇ
Ａ
Ｔ
は
ク
ラ
ブ
が
中
心
で
Ｇ
Ｍ
Ｔ
、

Ｇ
Ｌ
Ｔ
、Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
最

も
大
切
で
、
活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
作
り
の
一

助
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｇ
Ｍ
Ｔ
で
は
質
の
高
い
会
員
増
強
、Ｇ

Ｌ
Ｔ
は
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
そ
し

て
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
、
よ
り
良
い
内
容
の
充
実
し

た
奉
仕
事
業
が
新
た
な
会
員
を
引
き
つ
け

る
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
相
互
に
作
用
し

良
い
影
響
を
及
ぼ
し
強
固
な
ク
ラ
ブ
と
成

長
す
る
は
ず
で
す
。

　
私
も
微
力
な
が
ら
一
昨
年
の
ガ
バ
ナ
ー

時
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
単
一
ク

ラ
ブ
の
活
性
化
と
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

「
恩
返
し
と
命
懸
け
の
精
神
」
で
ク
ラ
ブ

に
寄
り
添
っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　

　
や
さ
し
い
笑
顔
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

ス
ピ
ー
チ
、
豊
か
な
人
間
性
の
関
野
ガ
バ

ナ
ー
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
私
は
、
こ
の
度
、

道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
Ｆ
Ｗ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
大
役
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
１
０

０
年
、
今
後
の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
国

際
協
会
は
、Ｆ
Ｗ
Ｔ
の
役
割
に
期
待
感
を

も
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
女
性

会
員
、
家
族
会
員
の
増
強
、
リ
ー
ダ
ー
開

拓
と
役
職
就
任
の
増
加
な
ど
、
質
の
高
い

奉
仕
、
女
性
の
新
し
い
発
想
と
展
開
に
よ

る
奉
仕
の
成
果
で
す
。

　
こ
ん
な
協
会
の
要
請
の
中
で
、
昨
今
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ

ビ
等
で
拝
見
す
る
女
性
た
ち
の
中
に
自
己

主
張
が
強
す
ぎ
の
方
が
目
に
つ
く
こ
と
で

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
長
い
歴
史
と

実
績
は
男
性
会
員
の
お
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
女
性
は
、
女
性
の
視
野
で
物

事
を
み
き
わ
め
実
践
し
、
男
性
の
皆
様
と

と
も
に
歩
む
活
動
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　
活
動
の
中
で
の
懸
念
は
家
族
会
員
制
度

の
意
見
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
、
時
間
を

か
け
て
理
解
い
た
だ
き
、
家
族
ぐ
る
み
の

活
動
が
出
来
れ
ば
地
域
へ
の
貢
献
度
も

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

一
年
、
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No try 

No change！

」
の
も
と
尽
力
致
し
ま
す
。

ご
協
力
下
さ
い
。

　
関
野
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
よ
り
Ｇ
Ｓ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
拝
命
さ
れ
ま
し
た

橋
本
充
好
で
す
。
２
０
１
８
年
７
月
か
ら

２
期
目
に
な
り
ま
す
。「
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｓ

Ｔ（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
チ
ー
ム
）

と
は
何
な
の
」
と
い
う
疑
問
が
わ
く
会
員

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
で
は
地
区
、
準

地
区
、
リ
ジ
ョ
ン
、
ゾ
ー
ン
、
各
ク
ラ
ブ

合
同
の
奉
仕
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

公
共
の
目
に
触
れ
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
い
だ
り
、
会
員
獲
得
に

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
２
０
１
７
年
７
月
か
ら
発
足
し
た
ば
か

り
で
あ
り
１
年
目
は
手
探
り
の
状
態
で
し

た
が
２
０
１
８
年
７
月
か
ら
は
骨
格
も
定

ま
り
始
動
す
る
予
定
で
す
。

　
対
象
と
な
る
奉
仕
活
動
は
視
力
、
飢
餓
、

小
児
が
ん
（
青
少
年
）、
環
境
、
糖
尿
病

で
す
が
、
２
０
１
８
年
７
月
か
ら
糖
尿
病

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
交

付
金
と
絡
め
て
奉
仕
活
動
を
展
開
す
る
予

定
で
あ
り
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま

す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
設
立
さ
れ
１
０
０
年
を

超
え
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
１
９
６
８
年
に
創
設

さ
れ
、
現
在
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

節
目
の
年
に
い
ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
対
し
て
も
多
額
の
寄
付
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
、
３
年
間

を
か
け
て
３
億
ド
ル
の
寄
付
を
目
標
と
し

て
立
て
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
は「
L
C
I
F
1
0
0

（
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
）キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
銘
打
ち
、日
本
の
会
員
一
人
一
人
が
毎

年
1
0
0
ド
ル
3
年
間
、継
続
し
て

L
C
I
F
に
寄
付
す
る
こ
と
を
目
標
に
奉

仕
の
成
功
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
で
は
、
１
０
０
０
ド
ル
献
金
と
い

う
方
法
が
一
般
的
で
す
。
こ
の
方
法
が
Ｍ

Ｊ
Ｆ
表
彰
と
い
う
栄
誉
で
も
あ
り
ま
す
。

最
初
の
１
０
０
０
ド
ル
を
超
え
る
追
加
献

金
に
は
54
種
類
の
表
彰
レ
ベ
ル
が
あ
り
、

独
自
の
ピ
ン
が
送
ら
れ
ま
す
。
累
積
寄
付

金
が
10
万
ド
ル
（
日
本
円
に
す
る
と
約
１

千
万
円
）
を
超
え
る
と
献
金
者
は
人
道
支

援
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際

協
会
本
部
に
名
前
が
刻
ま
れ
ま
す
。

　
皆
様
方
も
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
献
金
は
４
つ
の

献
金
分
野
か
ら
選
択
し
て
献
金
す
る
こ
と

は
ご
周
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。「
災
害
」、

「
視
力
」、「
青
少
年
」、「
そ
の
他
人
道
的

ニ
ー
ズ
の
対
応
」
の
４
つ
の
柱
で
す
。
日

本
も
災
害
支
援
に
お
い
て
は
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

よ
り
多
く
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
が
、
ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
の
原
点
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
に
繋
が
り

ま
す
。
一
人
一
人
の
力
を
大
き
な
力
に
な

る
よ
う
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・
ア
ク
シ
ョ
ン・
チ
ー
ム

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
）に
つ
い
て真

鍋

　隆
（
こ
ん
ぴ
ら
）

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

地
区
Ｇ
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Ｔ・Ｇ
Ｌ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

元
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・
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誉
顧
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Ｇ
S
Ｔ
コ
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デ
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ネ
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・
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顧
問
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C
I
F
キ
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ン
ペ
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ン
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ー
タ
ー

複合地区　ＧＭＴコーディネーター

女
性
力
で
時
代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

村
井 

淳
子
（
松
山
つ
ば
き
）

地
区
F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

青
少
年
・
G
S
T
・
L
C
I
F
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会
副
委
員
長

ＦＷT コーディネーター

奉
仕
活
動
の
輪
を
大
き
く
！

橋
本 

充
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（
高
知
柏
）

G S T コーディネーター

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功

「
ウ
ィ・サ
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の
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」
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　武
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（
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戦略的に、かつあらゆる面を考慮して
取り組みます
戦略的に、かつあらゆる面を考慮して
取り組みます

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
道
徳
綱
領
の
中
に
「
不

幸
な
人
に
は
同
情
を
、
弱
い
人
に
は
助
力

を
、
貧
し
い
人
に
は
私
財
を
惜
し
ま
な
い

こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ

れ
て
か
ら
１
０
１
年
、
そ
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

が
50
年
経
ち
ま
し
た
。

　
先
達
の
熱
い
思
い
と
、
そ
の
奉
仕
活
動

の
歴
史
に
深
く
敬
意
を
捧
げ
ま
す
。
今
後
、

ク
ラ
ブ
の
存
続
、
会
員
増
強
を
図
っ
て
い

く
こ
と
は
、
我
々
の
重
要
な
課
題
で
も
あ

り
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
将
来
に
対
す
る
不

安
が
若
者
に
と
り
つ
き
、
自
分
の
生
活
が

優
先
で
、「
ウ
イ
・
サ
ー
ブ
」
が
受
け
入

れ
難
い
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。
し
か
し
、

昨
今
の
世
相
・
不
祥
事
を
見
る
に
つ
け
、

「
ウ
イ
・
サ
ー
ブ
」
の
精
神
こ
そ
が
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
礎
だ

と
感
じ
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
め
ざ
す

「No try No change !

」
の
実
現
の
た
め

に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
３
Ｒ
・Ｒ
Ｃ

の
務
め
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　「
四
国
か
ら
世
界
へ…

」

平
成
が
幕
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
新
し
い
元
号
の
時
代
へ
移
り
変
わ

ろ
う
と
す
る
、
今
ま
さ
に
、
真
っ
只
中
！

　
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て…

　
ど
ん
な
元
号
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
三

つ
の
時
代
を
た
ぶ
ん
？
生
き
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
自
分
に
不
思
議
な
感
覚
を
感

じ
な
が
ら
Ｒ
Ｃ
と
言
う
責
務
を
果
た
し
て

行
け
る
の
か
一
抹
の
不
安
と
緊
張
感
に

浸
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
３
３
６
Ａ
地
区
・
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー

と
初
め
て
面
識
を
持
っ
て
か
ら
以
降
は
関

野
氏
の
大
変
大
き
な
オ
ー
ラ
に
圧
倒
さ
れ

て
来
ま
し
た…

こ
の
た
び
関
野
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
運
命
的
な
物

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
２
Ｒ
の
た
め
！
そ

し
て
３
３
６
Ａ
地
区
の
た
め
に
微
力
な
が

ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
1
年
間
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
１
Ｒ
の
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
い
う
大
役
を
お
受
け
し
ま
し

た
が
、
そ
の
重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
２
０
１
５
〜
２
０
１
６
年
に
１
Ｒ
の
３

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
お
受
け
し
た

時
の
経
験
を
活
か
し
て
、
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
職
務
を
遂
行
し
て
い
き
ま

す
。

　
１
Ｒ
は
、
１
Ｚ
が
５
ク
ラ
ブ
、
２
Ｚ
が

７
ク
ラ
ブ
、
３
Ｚ
が
７
ク
ラ
ブ
、
計
19
ク

ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
関
野
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
運
営
方
針

を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
的
確
な
指
示
を

３
名
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
お
伝

え
し
て
行
く
事
が
、
私
の
一
番
大
切
な
役

目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
問
題
が
発
生
し

た
時
は
３
名
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

と
、
私
を
含
め
４
名
で
話
し
合
い
や
、
協

議
を
し
な
が
ら
１
Ｒ

－

19
ク
ラ
ブ
が
今
以

上
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ブ
に
成
長
す
る
よ
う

に
、
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
１
Ｒ
の
全
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
承
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の

経
験
を
活
か
し
て…

Ｒ
Ｃ
就
任
挨
拶

ウ
イ
・
サ
ー
ブ
が
礎

３Ｒ－ＲＣ

（伊方）
末 光  勝 幸

２Ｒ－ＲＣ

（今治）
羽 田 野 修 司

１Ｒ－ＲＣ

（松山白鷺）
藤 岡  明

　
こ
の
度
、
地
区
役
員
資
格
規
定
の
改
正

に
よ
り
、
ク
ラ
ブ
会
長
・
理
事
の
経
験
し

か
な
い
私
が
Ｒ
Ｃ
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
地
区
役
員
未
経
験
の
私

は
、
こ
の
大
役
を
「
奉
仕
の
精
神
」
で
粛
々

と
務
め
て
参
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
そ
の

為
に
も
、Ｚ
Ｃ
・
地
区
委
員
の
方
々
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、関
野
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、ス
ロ
ー

ガ
ン
「No try No change

」
と
キ
ワ
ー

ド
「W

a

」
を
掲
げ
て
四
国
か
ら
変
革
し
、

世
界
に
発
信
し
た
い
と
の
お
考
え
で
す
。

　
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
変
え
る
べ
き
事

と
変
え
て
は
な
ら
な
い
事
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
、Ｒ
Ｃ
と
し
て
ガ
バ
ナ
ー

の
ご
方
針
に
沿
い
、
国
際
テ
ー
マ
「
奉
仕

の
精
神
」
が
自
分
の
モ
ッ
ト
ー
と
な
る
よ

う
、
役
員
の
皆
様
と
し
っ
か
り
と
協
議
し

て
理
解
し
合
い
、
共
に
考
え
、
共
に
活
動

し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
各
ク
ラ
ブ

等
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

で
話
し
合
い
が
で
き
る
1
年
に
し
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

奉
仕
の
精
神
で
就
任

４Ｒ－ＲＣ

（東かがわ）
田 中  貞 男

　
私
達
の
５
Ｒ
は
日
本
一
小
さ
な
香
川

県
。
そ
の
中
央
で
半
分
に
境
界
を
入
れ
東

が
４
Ｒ
、
西
が
５
Ｒ
で
す
。
災
害
も
少
な

く
平
野
も
多
い
恵
ま
れ
た
環
境
の
地
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
只
一
つ
古
よ
り
水

不
足
と
云
う
問
題
を
抱
え
た
県
で
あ
り
ま

し
た
。
農
業
用
水
は
元
よ
り
飲
料
水
に
も

困
る
地
域
で
し
た
。

　
毎
年
、
滝
宮
天
満
宮
で
は
雨
ご
い
神
事

が
有
り
、
多
く
の
人
々
は
神
に
雨
の
降
る

事
を
願
い
ま
し
た
。
又
、
先
人
達
の
ご
苦

労
も
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
折
、
吉
野
川
水
系
か
ら
阿
讃
山

脈
に
ト
ン
ネ
ル
状
水
路
を
構
築
し
、
本
県

に
水
を
分
け
る
香
川
用
水
が
昭
和
50
年
に

完
成
し
、
今
で
は
有
難
い
事
に
水
道
圧
の

調
整
位
で
過
去
の
断
水
と
云
う
事
態
は
殆

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
媛
・
高
知
・
徳
島
に

降
っ
た
雨
を
吉
野
川
か
ら
分
け
て
も
ら
っ

て
、
お
か
げ
様
で
日
々
の
生
活
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
折
今
回
、
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

に
５
Ｒ

－

Ｒ
Ｃ
と
云
う
大
役
を
命
ぜ
ら

れ
、
こ
れ
は
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
と

誓
っ
て
、
３
３
６

－

Ａ
は
一
つ
、
四
国
は

一
つ
を
念
願
に
し
て
、
微
力
で
す
が
こ
の

1
年
を
頑
張
る
所
存
で
す
。
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

感
謝
の
心
を
こ
め
て

Ｗ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

５Ｒ－ＲＣ

（丸亀）
植 田  誠 一

　
２
０
０
８
年
に
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
を
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
10
年
ぶ
り
の

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
一
員
と
な
り
、
い
さ
さ

か
「
浦
島
太
郎
状
態
」
で
す
。
こ
こ
１
・

２
年
で
ク
ラ
ブ
例
会
に
て
「
Ｍ
Ｃ
委
員
会
」

や
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
」「
Ｇ
Ｌ
Ｔ
」「
Ｇ
Ｍ
Ｔ
」「
Ｇ

Ｓ
Ｔ
」
等
と
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
飛
び

交
う
よ
う
に
な
り
、
一
体
何
の
こ
と
や
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
日
「
道
前
の
地
」
今
治
に
お
い
て
次
期

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
研
修
会
を
受
講
し
て
、

や
っ
と
、
現
在
の
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
流
れ
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
、

い
や
変
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

て
、「
前
記
各
英
語
文
字
」
も
同
時
に
理

解
し
ま
し
た
。
改
め
て
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
し
て
リ
ジ
ョ
ン
内
各
ク
ラ
ブ

と
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
橋
渡
し
が
い
か

に
大
切
か
身
を
引
き
締
め
て
お
り
ま
す
。

1
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

変
革
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

６Ｒ－ＲＣ

（高知）
山 﨑  勝 彦

　「
生
き
て
い
る
う
ち
　
は
た
ら
け
る
う

ち
　
日
の
く
れ
ぬ
う
ち
」
こ
れ
は
、
私
が

Ｒ
Ｃ
の
推
薦
を
受
け
た
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー

の
こ
と
ば
で
す
。
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
金

言
は
、
配
偶
者
の
思
い
に
も
通
じ
、
了
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｃ
は
、
私
に
と
っ
て
大
役
で
荷
が
重

い
で
す
が
、
受
け
た
か
ら
に
は
、
関
野
邦

夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
指
導
監
督
を
仰
ぎ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
た
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
向
け
て
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

　
山
本
哲
美
前
期
Ｒ
Ｃ
は
、
リ
ジ
ョ
ン
内

の
ク
ラ
ブ
数
と
会
員
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

を
是
正
す
る
た
め
、
ゾ
ー
ン
の
再
編
に
着

手
さ
れ
ま
し
た
。
今
期
は
、
新
し
い
組
み

合
わ
せ
に
定
着
さ
せ
、
次
年
度
か
ら
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り

準
備
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
私
の
任
務
は
、
3
人
の
Ｚ
Ｃ
と
５
人
の

地
区
委
員
に
、
よ
り
存
分
に
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
事
で
し
ょ
う
。

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
は
じ
め
、
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

７
Ｒ
の
活
性
化
と
ゾ
ー
ン

再
編
準
備

７Ｒ－ＲＣ

（土佐香南）
池 本  耕 三
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戦略的に、かつあらゆる面を考慮して
取り組みます
戦略的に、かつあらゆる面を考慮して
取り組みます

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
道
徳
綱
領
の
中
に
「
不

幸
な
人
に
は
同
情
を
、
弱
い
人
に
は
助
力

を
、
貧
し
い
人
に
は
私
財
を
惜
し
ま
な
い

こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ

れ
て
か
ら
１
０
１
年
、
そ
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

が
50
年
経
ち
ま
し
た
。

　
先
達
の
熱
い
思
い
と
、
そ
の
奉
仕
活
動

の
歴
史
に
深
く
敬
意
を
捧
げ
ま
す
。
今
後
、

ク
ラ
ブ
の
存
続
、
会
員
増
強
を
図
っ
て
い

く
こ
と
は
、
我
々
の
重
要
な
課
題
で
も
あ

り
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
将
来
に
対
す
る
不

安
が
若
者
に
と
り
つ
き
、
自
分
の
生
活
が

優
先
で
、「
ウ
イ
・
サ
ー
ブ
」
が
受
け
入

れ
難
い
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。
し
か
し
、

昨
今
の
世
相
・
不
祥
事
を
見
る
に
つ
け
、

「
ウ
イ
・
サ
ー
ブ
」
の
精
神
こ
そ
が
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
礎
だ

と
感
じ
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
め
ざ
す

「No try No change !

」
の
実
現
の
た
め

に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
３
Ｒ
・Ｒ
Ｃ

の
務
め
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　「
四
国
か
ら
世
界
へ…

」

平
成
が
幕
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
新
し
い
元
号
の
時
代
へ
移
り
変
わ

ろ
う
と
す
る
、
今
ま
さ
に
、
真
っ
只
中
！

　
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て…

　
ど
ん
な
元
号
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
三

つ
の
時
代
を
た
ぶ
ん
？
生
き
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
自
分
に
不
思
議
な
感
覚
を
感

じ
な
が
ら
Ｒ
Ｃ
と
言
う
責
務
を
果
た
し
て

行
け
る
の
か
一
抹
の
不
安
と
緊
張
感
に

浸
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
３
３
６
Ａ
地
区
・
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー

と
初
め
て
面
識
を
持
っ
て
か
ら
以
降
は
関

野
氏
の
大
変
大
き
な
オ
ー
ラ
に
圧
倒
さ
れ

て
来
ま
し
た…

こ
の
た
び
関
野
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
運
命
的
な
物

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
２
Ｒ
の
た
め
！
そ

し
て
３
３
６
Ａ
地
区
の
た
め
に
微
力
な
が

ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
1
年
間
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
１
Ｒ
の
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
い
う
大
役
を
お
受
け
し
ま
し

た
が
、
そ
の
重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
２
０
１
５
〜
２
０
１
６
年
に
１
Ｒ
の
３

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
お
受
け
し
た

時
の
経
験
を
活
か
し
て
、
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
職
務
を
遂
行
し
て
い
き
ま

す
。

　
１
Ｒ
は
、
１
Ｚ
が
５
ク
ラ
ブ
、
２
Ｚ
が

７
ク
ラ
ブ
、
３
Ｚ
が
７
ク
ラ
ブ
、
計
19
ク

ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
関
野
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
運
営
方
針

を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
的
確
な
指
示
を

３
名
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
お
伝

え
し
て
行
く
事
が
、
私
の
一
番
大
切
な
役

目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
問
題
が
発
生
し

た
時
は
３
名
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

と
、
私
を
含
め
４
名
で
話
し
合
い
や
、
協

議
を
し
な
が
ら
１
Ｒ

－

19
ク
ラ
ブ
が
今
以

上
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ブ
に
成
長
す
る
よ
う

に
、
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
１
Ｒ
の
全
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
承
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の

経
験
を
活
か
し
て…

Ｒ
Ｃ
就
任
挨
拶

ウ
イ
・
サ
ー
ブ
が
礎

３Ｒ－ＲＣ

（伊方）
末 光  勝 幸

２Ｒ－ＲＣ

（今治）
羽 田 野 修 司

１Ｒ－ＲＣ

（松山白鷺）
藤 岡  明

　
こ
の
度
、
地
区
役
員
資
格
規
定
の
改
正

に
よ
り
、
ク
ラ
ブ
会
長
・
理
事
の
経
験
し

か
な
い
私
が
Ｒ
Ｃ
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
地
区
役
員
未
経
験
の
私

は
、
こ
の
大
役
を
「
奉
仕
の
精
神
」
で
粛
々

と
務
め
て
参
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
そ
の

為
に
も
、Ｚ
Ｃ
・
地
区
委
員
の
方
々
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、関
野
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、ス
ロ
ー

ガ
ン
「No try No change

」
と
キ
ワ
ー

ド
「W

a

」
を
掲
げ
て
四
国
か
ら
変
革
し
、

世
界
に
発
信
し
た
い
と
の
お
考
え
で
す
。

　
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
変
え
る
べ
き
事

と
変
え
て
は
な
ら
な
い
事
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
、Ｒ
Ｃ
と
し
て
ガ
バ
ナ
ー

の
ご
方
針
に
沿
い
、
国
際
テ
ー
マ
「
奉
仕

の
精
神
」
が
自
分
の
モ
ッ
ト
ー
と
な
る
よ

う
、
役
員
の
皆
様
と
し
っ
か
り
と
協
議
し

て
理
解
し
合
い
、
共
に
考
え
、
共
に
活
動

し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
各
ク
ラ
ブ

等
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

で
話
し
合
い
が
で
き
る
1
年
に
し
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

奉
仕
の
精
神
で
就
任

４Ｒ－ＲＣ

（東かがわ）
田 中  貞 男

　
私
達
の
５
Ｒ
は
日
本
一
小
さ
な
香
川

県
。
そ
の
中
央
で
半
分
に
境
界
を
入
れ
東

が
４
Ｒ
、
西
が
５
Ｒ
で
す
。
災
害
も
少
な

く
平
野
も
多
い
恵
ま
れ
た
環
境
の
地
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
只
一
つ
古
よ
り
水

不
足
と
云
う
問
題
を
抱
え
た
県
で
あ
り
ま

し
た
。
農
業
用
水
は
元
よ
り
飲
料
水
に
も

困
る
地
域
で
し
た
。

　
毎
年
、
滝
宮
天
満
宮
で
は
雨
ご
い
神
事

が
有
り
、
多
く
の
人
々
は
神
に
雨
の
降
る

事
を
願
い
ま
し
た
。
又
、
先
人
達
の
ご
苦

労
も
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
折
、
吉
野
川
水
系
か
ら
阿
讃
山

脈
に
ト
ン
ネ
ル
状
水
路
を
構
築
し
、
本
県

に
水
を
分
け
る
香
川
用
水
が
昭
和
50
年
に

完
成
し
、
今
で
は
有
難
い
事
に
水
道
圧
の

調
整
位
で
過
去
の
断
水
と
云
う
事
態
は
殆

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
媛
・
高
知
・
徳
島
に

降
っ
た
雨
を
吉
野
川
か
ら
分
け
て
も
ら
っ

て
、
お
か
げ
様
で
日
々
の
生
活
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
折
今
回
、
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

に
５
Ｒ

－

Ｒ
Ｃ
と
云
う
大
役
を
命
ぜ
ら

れ
、
こ
れ
は
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
と

誓
っ
て
、
３
３
６

－

Ａ
は
一
つ
、
四
国
は

一
つ
を
念
願
に
し
て
、
微
力
で
す
が
こ
の

1
年
を
頑
張
る
所
存
で
す
。
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

感
謝
の
心
を
こ
め
て

Ｗ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

５Ｒ－ＲＣ

（丸亀）
植 田  誠 一

　
２
０
０
８
年
に
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
を
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
10
年
ぶ
り
の

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
一
員
と
な
り
、
い
さ
さ

か
「
浦
島
太
郎
状
態
」
で
す
。
こ
こ
１
・

２
年
で
ク
ラ
ブ
例
会
に
て
「
Ｍ
Ｃ
委
員
会
」

や
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
」「
Ｇ
Ｌ
Ｔ
」「
Ｇ
Ｍ
Ｔ
」「
Ｇ

Ｓ
Ｔ
」
等
と
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
飛
び

交
う
よ
う
に
な
り
、
一
体
何
の
こ
と
や
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
日
「
道
前
の
地
」
今
治
に
お
い
て
次
期

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
研
修
会
を
受
講
し
て
、

や
っ
と
、
現
在
の
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
流
れ
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
、

い
や
変
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

て
、「
前
記
各
英
語
文
字
」
も
同
時
に
理

解
し
ま
し
た
。
改
め
て
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
し
て
リ
ジ
ョ
ン
内
各
ク
ラ
ブ

と
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
橋
渡
し
が
い
か

に
大
切
か
身
を
引
き
締
め
て
お
り
ま
す
。

1
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

変
革
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

６Ｒ－ＲＣ

（高知）
山 﨑  勝 彦

　「
生
き
て
い
る
う
ち
　
は
た
ら
け
る
う

ち
　
日
の
く
れ
ぬ
う
ち
」
こ
れ
は
、
私
が

Ｒ
Ｃ
の
推
薦
を
受
け
た
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー

の
こ
と
ば
で
す
。
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
金

言
は
、
配
偶
者
の
思
い
に
も
通
じ
、
了
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｃ
は
、
私
に
と
っ
て
大
役
で
荷
が
重

い
で
す
が
、
受
け
た
か
ら
に
は
、
関
野
邦

夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
指
導
監
督
を
仰
ぎ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
た
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
向
け
て
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

　
山
本
哲
美
前
期
Ｒ
Ｃ
は
、
リ
ジ
ョ
ン
内

の
ク
ラ
ブ
数
と
会
員
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

を
是
正
す
る
た
め
、
ゾ
ー
ン
の
再
編
に
着

手
さ
れ
ま
し
た
。
今
期
は
、
新
し
い
組
み

合
わ
せ
に
定
着
さ
せ
、
次
年
度
か
ら
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り

準
備
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
私
の
任
務
は
、
3
人
の
Ｚ
Ｃ
と
５
人
の

地
区
委
員
に
、
よ
り
存
分
に
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
事
で
し
ょ
う
。

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
は
じ
め
、
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

７
Ｒ
の
活
性
化
と
ゾ
ー
ン

再
編
準
備

７Ｒ－ＲＣ

（土佐香南）
池 本  耕 三
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こ
の
度
９
Ｒ

－

Ｒ
Ｃ
を
拝
命
し
、
光
栄

に
感
じ
る
と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
４
月
末
の
地
区
役
員
研
修
会
に
参
加

し
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
を
学
び
、

地
区
役
員
・
地
区
委
員
、
そ
し
て
各
ク
ラ

ブ
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No 

try No change！

」（
挑
戦
な
く
し
て
成

功
な
し
！
）、
ガ
バ
ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
下
、
９
Ｒ
の
発
展
・
活
性
化

に
微
力
な
が
ら
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
９
Ｒ
は
一
昨
年
ゾ
ー
ン
編
成
替
え
を

し
、
１
ゾ
ー
ン
７
ク
ラ
ブ
、
２
ゾ
ー
ン
６

ク
ラ
ブ
の
13
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。
７

月
か
ら
各
ク
ラ
ブ
へ
の
例
会
訪
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針
や

基
本
方
針
を
お
伝
え
す
る
と
共
に
ラ
イ
オ

ニ
ズ
ム
の
高
揚
を
計
り
、
更
な
る
ウ
ィ

サ
ー
ブ
１
０
０
年
を
掲
げ
、
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
９
Ｒ
13
ク
ラ
ブ
の
会
員
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

和
の
心
を
大
切
に

そ
れ
ぞ
れ
の
歩
幅
で

新
し
い
一
歩
を

　
こ
の
度
、
８
Ｒ
の
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
い
う
大
役
を
拝
命
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
大
井
倫
夫
で
す
。

そ
の
重
責
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
次
の
１
０
０
年

に
向
か
い
組
織
を
含
め
変
革
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
す
で
に
お
気
づ
き
と
思
い
ま
す

が
必
携
一
つ
を
見
て
も
変
更
箇
所
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
し
、
国
際
協
会
か
ら
の
依
頼

等
も
会
員
増
強
や
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

い
っ
た
ク
ラ
ブ
強
化
面
や
金
銭
ア
ク
ト
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
戸

惑
い
と
不
安
を
お
持
ち
で
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
変
革
の
中
を
、
関
野
ガ
バ
ナ
ー
は

「N
o try N

o change！

」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

キ
ー
ワ
ー
ド
「W

a

（
和
）」
の
も
と
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
。Ｒ
Ｃ
の
役
目
は
ガ
バ

ナ
ー
の
方
針
を
Ｚ
Ｃ
や
地
区
委
員
の
方
々

と
共
に
い
か
に
リ
ジ
ョ
ン
内
の
ク
ラ
ブ
の

皆
様
に
お
伝
え
し
、
各
々
の
ク
ラ
ブ
が
ク

ラ
ブ
に
合
っ
た
改
革
・
改
善
を
し
、
停
滞

風
潮
を
払
拭
し
元
気
に
奉
仕
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
前
進
は
必
要
で
す
。
し
か
し
、
ク
ラ
ブ

運
営
の
根
底
に
は
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「Ｗ

ｅ
　
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

」
を
忘
れ
ず
に
、「
地
域

に
根
差
し
た
奉
仕
活
動
」
を
続
け
て
頂
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
に
改
め
て
今
の
ク
ラ
ブ
の
良
さ

を
再
確
認
を
し
て
変
革
を
進
め
て
頂
く
こ

と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
年
1
年
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
区
運
営
の
一
助

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

９Ｒ―ＲＣ

（阿波池田）
三 木  和 弘

　
こ
の
度
、
図
ら
ず
も
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

山
田
で
す
。

　
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

職
責
を
果
た
す
よ
う
努
力
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
ス
ロ
ー
ガ

ン
は「No try No change！

」、キ
ー
ワ
ー

ド
に
「Ｗ
ａ

（
和
）」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
個
々
の
積
極
的
な
行
動
が
変
革
を
も
た

ら
し
素
晴
ら
し
い
未
来
を
切
り
開
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
活
性
化

す
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
基

本
方
針
の
も
と
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
ま
た
地
区
委
員
長
さ
ん
な
ど
と
話
し
合

い
、
ゾ
ー
ン
内
の
実
情
を
把
握
し
問
題
点

や
対
応
策
等
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
の
で
何
卒
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 連

携
を
取
っ
て

１Ｒ－１ＺＣ

（砥部）
山 田  公 夫

　
こ
の
度
、
１
Ｒ

－

２
Ｚ
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
松
山

西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
、
澤
田
有
馬

で
す
。
大
変
光
栄
に
感
じ
る
と
共
に
、
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
関
野
３
３
６
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

、
ガ
バ

ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「No try No 

change！

」、
キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」

で
す
。
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
職
責

は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
・
重
点

目
標
を
よ
り
理
解
し
、
藤
岡
リ
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
指
導
の
も
と
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
に
則
り
、
２
Ｚ
・
７
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
様
方
に
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の

言
葉
を
正
し
く
伝
達
報
告
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
方
針
の
基
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
目
的
を
理
解
し
、
１
０
０
年
の
伝
統
、

改
革
・
前
進
と
奉
仕
の
精
神
で
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
２
Ｚ
に
於
き
ま
し

て
は
、
恒
例
の
合
同
例
会
を
２
月
に
企
画

し
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
会
員
の
友
好

と
相
互
理
解
を
進
め
、
ご
指
導
、
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
職
務
を
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ
の
１
年

間
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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伝
統
と
改
革

１Ｒ－２ＺＣ

（松山西）
澤 田  有 馬

　
こ
の
度
、
１
Ｒ

－

３
Ｚ
Ｃ
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
、
松
山
中
央
Ｌ
Ｃ
の
兵
頭
で
す
。

所
属
ク
ラ
ブ
の
中
で
は
色
々
な
役
を
経
験

し
ま
し
た
が
、
地
区
委
員
の
経
験
も
な
く
、

い
き
な
り
の
Ｚ
Ｃ
の
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
、
改
め
て
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
地
区
役
員
研
修
で
単
一
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
は
Ｒ
Ｃ
、Ｚ
Ｃ

で
あ
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
私
の

所
属
す
る
ク
ラ
ブ
は
青
少
年
育
成
、
献
血

活
動
等
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
特
に
会
員
増
員
と
例
会

出
席
率
１
０
０
％
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
高
い
見
識
と
指
導
力
を
お
持
ち

の
藤
岡
Ｒ
Ｃ
の
ご
指
導
の
下
、
関
野
地
区

ガ
バ
ナ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
和
」

の
気
持
ち
を
大
切
に
、
活
動
経
験
を
生
か

し
、
パ
イ
プ
役
と
し
て
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ

ブ
の
活
動
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
協
会
重
要
事
項
に
な
っ
て

い
る
「
女
性
の
参
加
と
関
与
の
向
上
」
に

つ
い
て
も
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
１
年
間

頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば１Ｒ－３ＺＣ

（松山中央）
兵 頭  好 喜

８Ｒ－ＲＣ

（徳島吉野川）
大 井  倫 夫

変わる必要があれば
柔軟に応じます
変わる必要があれば
柔軟に応じます
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こ
の
度
９
Ｒ

－

Ｒ
Ｃ
を
拝
命
し
、
光
栄

に
感
じ
る
と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
４
月
末
の
地
区
役
員
研
修
会
に
参
加

し
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
を
学
び
、

地
区
役
員
・
地
区
委
員
、
そ
し
て
各
ク
ラ

ブ
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No 

try No change！

」（
挑
戦
な
く
し
て
成

功
な
し
！
）、
ガ
バ
ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
下
、
９
Ｒ
の
発
展
・
活
性
化

に
微
力
な
が
ら
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
９
Ｒ
は
一
昨
年
ゾ
ー
ン
編
成
替
え
を

し
、
１
ゾ
ー
ン
７
ク
ラ
ブ
、
２
ゾ
ー
ン
６

ク
ラ
ブ
の
13
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。
７

月
か
ら
各
ク
ラ
ブ
へ
の
例
会
訪
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針
や

基
本
方
針
を
お
伝
え
す
る
と
共
に
ラ
イ
オ

ニ
ズ
ム
の
高
揚
を
計
り
、
更
な
る
ウ
ィ

サ
ー
ブ
１
０
０
年
を
掲
げ
、
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
９
Ｒ
13
ク
ラ
ブ
の
会
員
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

和
の
心
を
大
切
に

そ
れ
ぞ
れ
の
歩
幅
で

新
し
い
一
歩
を

　
こ
の
度
、
８
Ｒ
の
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
い
う
大
役
を
拝
命
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
大
井
倫
夫
で
す
。

そ
の
重
責
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
次
の
１
０
０
年

に
向
か
い
組
織
を
含
め
変
革
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
す
で
に
お
気
づ
き
と
思
い
ま
す

が
必
携
一
つ
を
見
て
も
変
更
箇
所
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
し
、
国
際
協
会
か
ら
の
依
頼

等
も
会
員
増
強
や
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

い
っ
た
ク
ラ
ブ
強
化
面
や
金
銭
ア
ク
ト
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
戸

惑
い
と
不
安
を
お
持
ち
で
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
変
革
の
中
を
、
関
野
ガ
バ
ナ
ー
は

「N
o try N

o change！

」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

キ
ー
ワ
ー
ド
「W

a

（
和
）」
の
も
と
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
。Ｒ
Ｃ
の
役
目
は
ガ
バ

ナ
ー
の
方
針
を
Ｚ
Ｃ
や
地
区
委
員
の
方
々

と
共
に
い
か
に
リ
ジ
ョ
ン
内
の
ク
ラ
ブ
の

皆
様
に
お
伝
え
し
、
各
々
の
ク
ラ
ブ
が
ク

ラ
ブ
に
合
っ
た
改
革
・
改
善
を
し
、
停
滞

風
潮
を
払
拭
し
元
気
に
奉
仕
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
前
進
は
必
要
で
す
。
し
か
し
、
ク
ラ
ブ

運
営
の
根
底
に
は
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「Ｗ

ｅ
　
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

」
を
忘
れ
ず
に
、「
地
域

に
根
差
し
た
奉
仕
活
動
」
を
続
け
て
頂
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
に
改
め
て
今
の
ク
ラ
ブ
の
良
さ

を
再
確
認
を
し
て
変
革
を
進
め
て
頂
く
こ

と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
年
1
年
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
区
運
営
の
一
助

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

９Ｒ―ＲＣ

（阿波池田）
三 木  和 弘

　
こ
の
度
、
図
ら
ず
も
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

山
田
で
す
。

　
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

職
責
を
果
た
す
よ
う
努
力
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
ス
ロ
ー
ガ

ン
は「No try No change！

」、キ
ー
ワ
ー

ド
に
「Ｗ
ａ

（
和
）」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
個
々
の
積
極
的
な
行
動
が
変
革
を
も
た

ら
し
素
晴
ら
し
い
未
来
を
切
り
開
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
活
性
化

す
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
基

本
方
針
の
も
と
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
ま
た
地
区
委
員
長
さ
ん
な
ど
と
話
し
合

い
、
ゾ
ー
ン
内
の
実
情
を
把
握
し
問
題
点

や
対
応
策
等
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
の
で
何
卒
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 連

携
を
取
っ
て

１Ｒ－１ＺＣ

（砥部）
山 田  公 夫

　
こ
の
度
、
１
Ｒ

－

２
Ｚ
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
松
山

西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
、
澤
田
有
馬

で
す
。
大
変
光
栄
に
感
じ
る
と
共
に
、
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
関
野
３
３
６
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

、
ガ
バ

ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「No try No 

change！

」、
キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」

で
す
。
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
職
責

は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
・
重
点

目
標
を
よ
り
理
解
し
、
藤
岡
リ
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
指
導
の
も
と
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
に
則
り
、
２
Ｚ
・
７
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
様
方
に
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の

言
葉
を
正
し
く
伝
達
報
告
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
方
針
の
基
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
目
的
を
理
解
し
、
１
０
０
年
の
伝
統
、

改
革
・
前
進
と
奉
仕
の
精
神
で
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
２
Ｚ
に
於
き
ま
し

て
は
、
恒
例
の
合
同
例
会
を
２
月
に
企
画

し
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
会
員
の
友
好

と
相
互
理
解
を
進
め
、
ご
指
導
、
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
職
務
を
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ
の
１
年

間
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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e Serve

伝
統
と
改
革

１Ｒ－２ＺＣ

（松山西）
澤 田  有 馬

　
こ
の
度
、
１
Ｒ

－

３
Ｚ
Ｃ
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
、
松
山
中
央
Ｌ
Ｃ
の
兵
頭
で
す
。

所
属
ク
ラ
ブ
の
中
で
は
色
々
な
役
を
経
験

し
ま
し
た
が
、
地
区
委
員
の
経
験
も
な
く
、

い
き
な
り
の
Ｚ
Ｃ
の
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
、
改
め
て
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
地
区
役
員
研
修
で
単
一
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
は
Ｒ
Ｃ
、Ｚ
Ｃ

で
あ
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
私
の

所
属
す
る
ク
ラ
ブ
は
青
少
年
育
成
、
献
血

活
動
等
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
特
に
会
員
増
員
と
例
会

出
席
率
１
０
０
％
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
高
い
見
識
と
指
導
力
を
お
持
ち

の
藤
岡
Ｒ
Ｃ
の
ご
指
導
の
下
、
関
野
地
区

ガ
バ
ナ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
和
」

の
気
持
ち
を
大
切
に
、
活
動
経
験
を
生
か

し
、
パ
イ
プ
役
と
し
て
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ

ブ
の
活
動
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
協
会
重
要
事
項
に
な
っ
て

い
る
「
女
性
の
参
加
と
関
与
の
向
上
」
に

つ
い
て
も
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
１
年
間

頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば１Ｒ－３ＺＣ

（松山中央）
兵 頭  好 喜

８Ｒ－ＲＣ

（徳島吉野川）
大 井  倫 夫

変わる必要があれば
柔軟に応じます
変わる必要があれば
柔軟に応じます
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こ
の
度
、
２
Ｒ

－

２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
治
東
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
近
藤
嘉
男
で
す
。
お
引
き
受

け
し
た
か
ら
に
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
掲
げ
る
ガ

バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「N

o try N
o 

change！
」キ
ー
ワ
ー
ド「Ｗ

ａ

（
和
）」の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
、２
Ｒ
羽
田
野
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
も
と
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
、
リ
ジ
ョ
ン
、
各
ク
ラ
ブ
と
の
橋

渡
し
役
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
１
年
間
、
微
力
な
が
ら
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
に
役

に
立
て
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

　
１
年
間
の
ゾ
ー
ン
の
皆
様
の
御
指
導
と

ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り

就
任
の
ご
挨
拶

　
こ
の
度
、
２
Ｒ

－

１
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
新
居
浜
中
央
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
秋
山
克
幸
で

す
。
大
変
光
栄
で
あ
る
と
共
に
責
任
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
私
は

入
会
し
て
か
ら
18
年
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ

勉
強
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
い

く
覚
悟
で
す
。
近
年
、
社
会
経
済
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
心
を
一
つ
に
し
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。

　
関
野
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「No try No change！

」キ
ー
ワ
ー
ド「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
も
と
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
ご
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
各

ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
を
賜
り
、
友
好
と
相
互

理
解
を
促
進
し
、
ク
ラ
ブ
発
展
を
図
り
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
和

の
心
を
持
っ
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
く
ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
精
神
で
一
生
懸
命

お
努
め
い
た
し
た
く
決
意
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。
１
年
間
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２Ｒ－２ＺＣ

（今治東）
近 藤  嘉 男

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
及
び
運
営
基
本
方
針
「
個
々
の
積
極
的

な
行
動
が
、
変
革
を
も
た
ら
し
、
素
晴
ら

し
い
未
来
を
き
り
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
活
性
化
す
る
こ
と
を

願
う
」
を
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

の
指
揮
の
も
と
遂
行
す
る
事
と
３
Ｚ
内
５

ク
ラ
ブ
の
会
長
・
幹
事
さ
ん
と
よ
く
協
議

し
、
ク
ラ
ブ
間
の
融
和
を
図
り
連
係
を
深

め
な
が
ら
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
に
真
剣

に
取
り
組
み
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
リ
ジ
ョ

ン
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
活
動
し
や

す
い
潤
滑
油
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
１
年
ご
指
導
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　 愛
と
光
を

２Ｒ－３ＺＣ

（伊予土居）
安 藤  宏

　
こ
の
た
び
Ｚ
Ｃ
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
寺
田
昌
直
で
す
。
今
期
は
当
ゾ
ー

ン
よ
り
ガ
バ
ナ
ー
が
選
出
さ
れ
、
ゾ
ー
ン

と
し
て
も
リ
ジ
ョ
ン
と
し
て
も
大
変
な
年

度
と
な
り
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
ガ
バ
ナ
ー

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
ま
す
、「Ｗ

ａ

（
和
）」

の
も
と
、
各
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を
図
り

ゾ
ー
ン
が
一
丸
と
成
り
絆
を
深
め
、
ガ
バ

ナ
ー
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
支
え
て
行
け
れ

ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
各
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
勉
強
も
し
て
い
な
い
未
熟
者
の

為
、難
し
い
事
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
用
語
・
会

則
・
規
約
・
運
営
等
は
余
り
解
り
ま
せ
ん
が

原
点
で
あ
り
ま
す「Ｗ

ｅ

 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

」

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
楽
し
く
活
気
の
あ

る
ゾ
ー
ン
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、今
年
１
年

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ゾ
ー
ン
の
和

２Ｒ－４ＺＣ

（西条石鎚）
寺 田  昌 直

　
こ
の
度
、
２
０
１
８
〜
１
９
年
度
の
３

Ｒ

－

1
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
チ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
末
に

実
施
さ
れ
た
研
修
会
に
参
加
い
た
し
ま
し

た
が
、
日
頃
の
勉
強
不
足
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
は
、
末
光
リ
ジ
ョ

ン
チ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
も
と
、
ゾ
ー
ン
内
５

ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　
地
方
で
は
、
高
齢
化
、
少
子
化
等
に
よ

り
、
人
口
減
少
・
経
済
の
衰
退
が
急
速
に

進
行
し
て
い
ま
す
。
ゾ
ー
ン
内
で
も
、
ク

ラ
ブ
を
維
持
す
る
た
め
の
会
員
数
を
い
か

に
確
保
し
て
い
く
か
に
頭
を
悩
ま
し
て
い

る
ク
ラ
ブ
も
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

す
。

　
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
精
神
で
、
国
際
協
会
の
方
針
に

従
い
な
が
ら
、
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
協

調
を
図
っ
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

地
区
運
営
の
一
助
に

３Ｒ－１ＺＣ

（野村）
二 宮  廣 志

　
こ
の
度
、
３
Ｒ

－

２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
１
年
間
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
八
幡
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

山
本
誠
で
す
。

　
３
Ｒ

－

２
Ｚ
は
、
佐
田
岬
半
島
・
メ
ロ

デ
ィ
ラ
イ
ン
の
桜
並
木
整
備
を
地
域
一
体

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
会
員
相
互
の
桜
を

見
る
会
の
開
催
な
ど
、
日
頃
か
ら
ク
ラ
ブ

会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
ク
ラ

ブ
の
個
性
あ
る
社
会
奉
仕
活
動
は
地
域
を

盛
り
上
げ
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
一
助

に
な
っ
て
お
り
存
在
感
が
年
々
、
増
し
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「No try No change！

」キ
ー
ワ
ー
ド「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
精
神
の
も
と
、
末
光
勝
幸
Ｒ

Ｃ
よ
り
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
地
域
社
会

奉
仕
活
動
・
会
員
維
持
や
会
員
増
強
な
ど

ゾ
ー
ン
内
の
各
ク
ラ
ブ
の
質
の
向
上
を
支

援
し
、
会
員
と
地
域
社
会
の
双
方
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
し
、
責
任
を
も
っ
て
Ｚ
Ｃ
の
職

務
を
務
め
て
い
く
所
存
で
す
。
１
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を

広
げ
地
域
を
元
気
に
！

３Ｒ－２ＺＣ

（八幡浜）
山 本  誠

　
２
０
１
８
〜
２
０
１
９
　
３
Ｒ

－

３
Ｚ

Ｃ
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
鬼
北
Ｌ
Ｃ
の
松

浦
司
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
経
験
も
浅
く
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
４
月
29
日
に
次
期
地
区
役

員
・
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
参
加
を
い

た
し
ま
し
た
。
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
挨
拶

を
始
め
運
営
・
国
際
協
会
・
地
区
委
員
活

動
等
方
針
の
説
明
後
、
分
科
会
に
分
か
れ

詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
現

在
、
如
何
に
し
て
活
性
化
す
る
か
が
最
大

の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
の

情
報
共
有
を
始
め
、
新
た
な
取
り
組
み
も

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
一
人
一
人
の
知
識
を
集
結
し
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
発
展
の
為
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

奉
仕
の
輪
を
広
げ
る
為
に３Ｒ－３ＺＣ

（鬼北）
松 浦  司

　
百
年
を
超
え
る
奉
仕
団
体
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
何
か
と
自
問
し
た
と
き
、
参
考

と
な
る
の
は
老
舗
が
圧
倒
的
に
多
い
日
本

企
業
の
経
営
ス
タ
ン
ス
だ
と
考
え
ま
す
。

事
業
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
は
毎
年
同
じ
物
を

つ
く
り
、
販
売
し
て
い
る
よ
う
で
経
営
者
、

担
当
者
が
変
わ
ろ
う
と
も
時
代
を
先
読
み

し
た
先
見
性
と
組
織
・
人
材
の
柔
軟
性
の

高
さ
で
す
。
結
果
、
本
業
と
は
違
う
分
野

で
の
事
業
が
主
と
な
っ
て
い
る
企
業
も
多

く
あ
り
ま
す
。
企
業
盛
衰
30
年
説
が
言
わ

れ
て
久
し
い
の
で
す
が
、
常
に
ト
ッ
プ
を

走
り
続
け
る
難
し
さ
が
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る

Ｌ
Ｃ
も
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
の
は
ず
で
す
。
ク
ラ
ブ
規
模
に
応

じ
た
選
択
と
集
中
で
必
要
な
事
業
の
洗
い

直
し
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
奉
仕
で
得

ら
れ
る
感
謝
の
言
葉
は
、
ク
ラ
ブ
所
属
の

誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
実
り
多
い
１
年
と

な
る
よ
う
微
力
な
が
ら
、
活
動
し
ま
す
。

宜
し
く
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

４Ｒ－１ＺＣ

（小豆島）
西 崎  博 史

２Ｒ－１ＺＣ

（新居浜中央）
秋 山  克 幸
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こ
の
度
、
２
Ｒ

－

２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
治
東
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
近
藤
嘉
男
で
す
。
お
引
き
受

け
し
た
か
ら
に
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
掲
げ
る
ガ

バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「N

o try N
o 

change！
」キ
ー
ワ
ー
ド「Ｗ

ａ

（
和
）」の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
、２
Ｒ
羽
田
野
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
も
と
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
、
リ
ジ
ョ
ン
、
各
ク
ラ
ブ
と
の
橋

渡
し
役
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
１
年
間
、
微
力
な
が
ら
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
に
役

に
立
て
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

　
１
年
間
の
ゾ
ー
ン
の
皆
様
の
御
指
導
と

ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り

就
任
の
ご
挨
拶

　
こ
の
度
、
２
Ｒ

－

１
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
新
居
浜
中
央
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
秋
山
克
幸
で

す
。
大
変
光
栄
で
あ
る
と
共
に
責
任
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
私
は

入
会
し
て
か
ら
18
年
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ

勉
強
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
い

く
覚
悟
で
す
。
近
年
、
社
会
経
済
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
心
を
一
つ
に
し
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。

　
関
野
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「No try No change！

」キ
ー
ワ
ー
ド「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
も
と
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
ご
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
各

ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
を
賜
り
、
友
好
と
相
互

理
解
を
促
進
し
、
ク
ラ
ブ
発
展
を
図
り
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
和

の
心
を
持
っ
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
く
ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
精
神
で
一
生
懸
命

お
努
め
い
た
し
た
く
決
意
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。
１
年
間
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２Ｒ－２ＺＣ

（今治東）
近 藤  嘉 男

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
及
び
運
営
基
本
方
針
「
個
々
の
積
極
的

な
行
動
が
、
変
革
を
も
た
ら
し
、
素
晴
ら

し
い
未
来
を
き
り
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
活
性
化
す
る
こ
と
を

願
う
」
を
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

の
指
揮
の
も
と
遂
行
す
る
事
と
３
Ｚ
内
５

ク
ラ
ブ
の
会
長
・
幹
事
さ
ん
と
よ
く
協
議

し
、
ク
ラ
ブ
間
の
融
和
を
図
り
連
係
を
深

め
な
が
ら
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
に
真
剣

に
取
り
組
み
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
リ
ジ
ョ

ン
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
活
動
し
や

す
い
潤
滑
油
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
１
年
ご
指
導
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　 愛
と
光
を

２Ｒ－３ＺＣ

（伊予土居）
安 藤  宏

　
こ
の
た
び
Ｚ
Ｃ
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
寺
田
昌
直
で
す
。
今
期
は
当
ゾ
ー

ン
よ
り
ガ
バ
ナ
ー
が
選
出
さ
れ
、
ゾ
ー
ン

と
し
て
も
リ
ジ
ョ
ン
と
し
て
も
大
変
な
年

度
と
な
り
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
ガ
バ
ナ
ー

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
ま
す
、「Ｗ

ａ

（
和
）」

の
も
と
、
各
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を
図
り

ゾ
ー
ン
が
一
丸
と
成
り
絆
を
深
め
、
ガ
バ

ナ
ー
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
支
え
て
行
け
れ

ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
各
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
勉
強
も
し
て
い
な
い
未
熟
者
の

為
、難
し
い
事
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
用
語
・
会

則
・
規
約
・
運
営
等
は
余
り
解
り
ま
せ
ん
が

原
点
で
あ
り
ま
す「Ｗ

ｅ

 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

」

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
楽
し
く
活
気
の
あ

る
ゾ
ー
ン
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、今
年
１
年

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ゾ
ー
ン
の
和

２Ｒ－４ＺＣ

（西条石鎚）
寺 田  昌 直

　
こ
の
度
、
２
０
１
８
〜
１
９
年
度
の
３

Ｒ

－

1
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
チ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
末
に

実
施
さ
れ
た
研
修
会
に
参
加
い
た
し
ま
し

た
が
、
日
頃
の
勉
強
不
足
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
は
、
末
光
リ
ジ
ョ

ン
チ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
も
と
、
ゾ
ー
ン
内
５

ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　
地
方
で
は
、
高
齢
化
、
少
子
化
等
に
よ

り
、
人
口
減
少
・
経
済
の
衰
退
が
急
速
に

進
行
し
て
い
ま
す
。
ゾ
ー
ン
内
で
も
、
ク

ラ
ブ
を
維
持
す
る
た
め
の
会
員
数
を
い
か

に
確
保
し
て
い
く
か
に
頭
を
悩
ま
し
て
い

る
ク
ラ
ブ
も
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

す
。

　
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
精
神
で
、
国
際
協
会
の
方
針
に

従
い
な
が
ら
、
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
協

調
を
図
っ
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

地
区
運
営
の
一
助
に

３Ｒ－１ＺＣ

（野村）
二 宮  廣 志

　
こ
の
度
、
３
Ｒ

－

２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
１
年
間
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
八
幡
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

山
本
誠
で
す
。

　
３
Ｒ

－

２
Ｚ
は
、
佐
田
岬
半
島
・
メ
ロ

デ
ィ
ラ
イ
ン
の
桜
並
木
整
備
を
地
域
一
体

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
会
員
相
互
の
桜
を

見
る
会
の
開
催
な
ど
、
日
頃
か
ら
ク
ラ
ブ

会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
ク
ラ

ブ
の
個
性
あ
る
社
会
奉
仕
活
動
は
地
域
を

盛
り
上
げ
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
一
助

に
な
っ
て
お
り
存
在
感
が
年
々
、
増
し
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「No try No change！

」キ
ー
ワ
ー
ド「Ｗ

ａ

（
和
）」
の
精
神
の
も
と
、
末
光
勝
幸
Ｒ

Ｃ
よ
り
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
地
域
社
会

奉
仕
活
動
・
会
員
維
持
や
会
員
増
強
な
ど

ゾ
ー
ン
内
の
各
ク
ラ
ブ
の
質
の
向
上
を
支

援
し
、
会
員
と
地
域
社
会
の
双
方
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
し
、
責
任
を
も
っ
て
Ｚ
Ｃ
の
職

務
を
務
め
て
い
く
所
存
で
す
。
１
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を

広
げ
地
域
を
元
気
に
！

３Ｒ－２ＺＣ

（八幡浜）
山 本  誠

　
２
０
１
８
〜
２
０
１
９
　
３
Ｒ

－

３
Ｚ

Ｃ
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
鬼
北
Ｌ
Ｃ
の
松

浦
司
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
経
験
も
浅
く
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
４
月
29
日
に
次
期
地
区
役

員
・
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
参
加
を
い

た
し
ま
し
た
。
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
挨
拶

を
始
め
運
営
・
国
際
協
会
・
地
区
委
員
活

動
等
方
針
の
説
明
後
、
分
科
会
に
分
か
れ

詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
現

在
、
如
何
に
し
て
活
性
化
す
る
か
が
最
大

の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
の

情
報
共
有
を
始
め
、
新
た
な
取
り
組
み
も

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
一
人
一
人
の
知
識
を
集
結
し
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
発
展
の
為
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

奉
仕
の
輪
を
広
げ
る
為
に３Ｒ－３ＺＣ

（鬼北）
松 浦  司

　
百
年
を
超
え
る
奉
仕
団
体
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
何
か
と
自
問
し
た
と
き
、
参
考

と
な
る
の
は
老
舗
が
圧
倒
的
に
多
い
日
本

企
業
の
経
営
ス
タ
ン
ス
だ
と
考
え
ま
す
。

事
業
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
は
毎
年
同
じ
物
を

つ
く
り
、
販
売
し
て
い
る
よ
う
で
経
営
者
、

担
当
者
が
変
わ
ろ
う
と
も
時
代
を
先
読
み

し
た
先
見
性
と
組
織
・
人
材
の
柔
軟
性
の

高
さ
で
す
。
結
果
、
本
業
と
は
違
う
分
野

で
の
事
業
が
主
と
な
っ
て
い
る
企
業
も
多

く
あ
り
ま
す
。
企
業
盛
衰
30
年
説
が
言
わ

れ
て
久
し
い
の
で
す
が
、
常
に
ト
ッ
プ
を

走
り
続
け
る
難
し
さ
が
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る

Ｌ
Ｃ
も
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
の
は
ず
で
す
。
ク
ラ
ブ
規
模
に
応

じ
た
選
択
と
集
中
で
必
要
な
事
業
の
洗
い

直
し
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
奉
仕
で
得

ら
れ
る
感
謝
の
言
葉
は
、
ク
ラ
ブ
所
属
の

誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
実
り
多
い
１
年
と

な
る
よ
う
微
力
な
が
ら
、
活
動
し
ま
す
。

宜
し
く
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

４Ｒ－１ＺＣ

（小豆島）
西 崎  博 史

２Ｒ－１ＺＣ

（新居浜中央）
秋 山  克 幸
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ク
ラ
ブ
会
長
、
地
区
委
員
、
そ
し
て
今

期
は
４
Ｒ
―
３
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
と
３
期
連
続
の

登
板
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
歴
も

浅
く
戸
惑
っ
て
ば
か
り
で
す
が
、
幸
い
に

も
田
中
貞
男
Ｒ
Ｃ
が
同
じ
３
Ｚ
内
で
も
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
共
に
手
を
携
え
微
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
聞
い
た
時
、
吉
田
松
陰
の
「
夢
な
き

者
に
理
想
な
し
、
理
想
な
き
者
に
計
画
な

し
、
計
画
な
き
者
に
実
行
な
し
、
実
行
な

き
者
に
成
功
な
し
。
故
に
、
夢
な
き
者
に

成
功
な
し
。」
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
や
や
も
す
る
と
、
会
員
増
強
が
ま
ま

な
ら
ず
、
と
い
う
よ
り
家
族
会
員
を
除
け

ば
減
少
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
挑
戦
す
る

よ
り
守
り
に
入
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、キ
ー

ワ
ー
ド
に
沿
っ
て
３
Ｚ
内
５
ク
ラ
ブ
の
合

同
例
会
、
例
会
訪
問
な
ど
で
交
流
を
深
め
、

学
び
、
励
ま
し
合
い
、
そ
し
て
、
少
し
の

競
争
心
を
持
ち
な
が
ら
「
楽
し
い
夢
」
を

見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
今
期
１
年
間
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
楽
し
い
夢
』
を

奉
仕
の
活
性
化

　
元
Ｒ
Ｃ
に
Ｚ
Ｃ
の
心
構
え
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
「
何
も
し
な
い
事
！
」
え
っ
？

　
Ｚ
Ｃ
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
言
わ
れ
た

事
を
各
ク
ラ
ブ
に
伝
え
、
各
ク
ラ
ブ
の
意

見
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
報
告
す
る
こ
と
。

伝
え
る
と
は
言
う
だ
け
で
は
駄
目
で
す
。

そ
の
通
り
や
っ
て
貰
わ
な
い
と
い
け
な
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
元
Ｒ
Ｃ
の
言
わ
れ
た

「
何
も
し
な
い
事
」と
は
他
の
仕
事（
奉
仕
）

ま
で
に
は
手
が
ま
わ
ら
な
い
程
多
忙
な
役

職
だ
と
理
解
し
ま
し
た
が
、
最
近
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
退
会
さ
れ
た
方
か
ら
聞

い
た
話
で
す
が
毎
月
２
回
例
会
に
出
席
し

て
食
事
を
し
て
何
も
し
な
い
。
出
席
者
数

も
数
十
人
、
異
業
種
交
流
会
よ
り
も
少
な

い
数
、
会
費
も
年
間
20
万
円
ぐ
ら
い
払
っ

て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
い
っ
た
い
何
を

し
て
い
る
の
で
す
か
？
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
奉
仕
団
体
で

す
。
私
は
こ
の
1
年
間
、
奉
仕
の
活
性
化

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は

会
員
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ま
1
年
間
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

４Ｒ－３ＺＣ

（志度）
大 村  一 彦

　
４
Ｒ
・
４
Ｚ
は
、
合
同
例
会
や
ク
ラ
ブ

の
交
流
会
を
頻
繁
に
行
っ
て
お
り
、
と
て

も
仲
の
良
い
ゾ
ー
ン
で
す
。
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「W

a

（
和
）」
に
匹

敵
す
る
協
調
性
で
す
。

　
各
ク
ラ
ブ
は
個
性
的
で
す
が
、
新
旧
取

り
混
ぜ
た
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
中
、
先
輩

方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
新
会
員
は
奉
仕

活
動
や
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
増
強
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

若
い
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
も
必
要
と
考

え
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
前
向
き
に
育
成
し
て

い
ま
す
。

　
活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
と
メ
ン
バ
ー
同
士
の

友
情
や
各
ク
ラ
ブ
同
士
の
友
情
で
ク
ラ
ブ

運
営
や
ゾ
ー
ン
の
連
携
が
取
れ
て
い
る
４

Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
に
就
任
し
、
新
し
い
経
験
と
出

会
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
楽
し
く
、
和
や
か
に
ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
役
職
を
果
た
し
て

い
け
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

奉
仕
の
下
で
ゾ
ー
ン
の
和４Ｒ－４ＺＣ

（高松屋島）
岩 崎  康 誠

　
２
０
１
８
年
度
５
Ｒ
ｌ
Ｚ
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
一

生
懸
命
や
り
抜
く
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「No try No change！

」
で
す
。

　
私
は
「
改
革
な
く
し
て
発
展
な
し
改
革

に
休
み
な
し
」
と
云
う
言
葉
を
よ
く
使
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
同
じ
意
味
だ
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻

く
環
境
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
会
員
の
減
少
・
出
席
率

の
低
下
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
魅
力
が
低
下

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

魅
力
が
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？
私
は

そ
こ
に
ガ
バ
ナ
ー
の「N

o try N
o 

change！

」が
あ
る
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん

の
各
ク
ラ
ブ
で
、そ
れ
ら
に
挑
戦
を
し
て

魅
力
あ
ふ
れ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
私
も
各
ク
ラ
ブ
の
問
題
点
を
共
有
し
改

善
・
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

改
革
な
く
し
て
発
展
な
し５Ｒ－１ＺＣ

（うたづ）
津 谷  陽 一

　
Ｔ
ｒ
ｙ
　
努
力
す
る
、や
っ
て
み
る
、す

る
、た
め
す
、た
め
し
に
や
っ
て
み
る
、

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
　
変
化
、移
り
変
わ
り
、変

遷
、改
心
、変
節
、変
更
、改
変
、関
野
邦
夫

ガ
バ
ナ
ー
の
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「No try 

No change！

」何
も
や
ら
な
い
、何
も
変
え

な
い
と
は
メ
ン
バ
ー
の
誰
も
思
わ
な
い
だ
ろ

う
。次
期
役
員
研
修
に
お
い
て
関
野
ガ
バ

ナ
ー
は
あ
え
て
説
明
は
し
な
い
。読
ん
で
そ

の
ま
ま
、み
ん
な
の
行
動
無
く
し
て
変
化
な

し
。と
の
力
強
い
言
葉
で
あ
っ
た
。

　
Ｍ
Ｄ
３
３
６
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
８
章

　
ゾ
ー
ン・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
へ
の
期
待
の
中

に
Ｚ
Ｃ
は
ゾ
ー
ン
運
営
の
責
任
者
で
あ
り
、

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
を
ゾ
ー
ン
内
各

ク
ラ
ブ
に
浸
透
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
と
同

時
に
、各
ク
ラ
ブ
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し

て
、Ｒ
Ｃ
あ
る
い
は
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

必
要
な
報
告
を
行
う
こ
と
と
あ
る
。ラ
イ
オ

ン
ズ
歴
は
若
輩
で
あ
り
ま
す
が
、今
年
１
年

関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
行
動
・
変
革
を
５
Ｒ

―
２
Ｚ
に
的
確
に
説
明
し
積
極
的
に
各
ク

ラ
ブ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
第
63
年
次
大
会
の
時
の
よ
う
に
５
Ｒ

－

２

Ｚ
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
意
思
の
伝
達

５Ｒ－２ＺＣ

（三豊）
亀 山  茂 雄

　
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
は
１
０
０
周
年
が
過

ぎ
２
０
０
周
年
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｃ
は
、ク
ラ
ブ
内
、又
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
役
職
が
必
ず
回
っ
て
き
ま
す
。私
自
身

も
こ
の
様
な
大
役
に
疑
懼
す
る
事
も
あ
り

ま
す
が
、Ｌ
Ｃ
の
皆
様
の
寛
容
の
精
神
に
於

い
て
こ
の
不
安
を
取
り
除
い
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。経
験
を
皆
で
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ

う
。今
期
の「W

a

（
和
）」の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

ひ
と
つ
と
思
い
ま
す
。

　
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
関
野
ガ
バ
ナ
ー
は

「N
o try N

o change！

」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

基
に
、キ
ー
ワ
ー
ド「W

a

（
和
）」を
掲
げ「
挑

戦
し
な
け
れ
ば
何
も
達
成
で
き
な
い
。和
で

組
織
運
営
を
し
つ
つ
地
区
事
業
を
推
進
」と

申
し
て
お
り
ま
す
。

　
挑
戦
の
一
つ
と
し
て
地
区
事
業
の
推
進 

お
も
て
な
し
の
心
で
３
３
６―

Ａ
地
区
に

点
在
す
る
88
ヶ
所
同
時
一
斉
清
掃
に『
Ｔ
Ｒ

Ｙ
』周
辺
単
一
ク
ラ
ブ
が
強
調 

こ
れ
ぞ
ラ

イ
オ
ン
。如
何
で
す
か
皆
さ
ん
。

　
私
は
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
を
山

﨑
６
Ｒ
Ｃ
の
指
導
の
下
、６
Ｒ―

１
Ｚ
へ
見

識
を
深
め
伝
達
し
、又
各
ク
ラ
ブ
の
意
見
を

集
約
し
納
得
で
き
る
説
明
を
頂
き
、キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
伝
え
、『
和
』の
精
神
で
協
議
し
、

「N
o try N

o change！

」。１
Ｚ
、い
や
い

や
３
３
６―

Ａ
地
区
が
今
期
繁
栄
す
る
事

を
目
的
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
た
く
思
い
ま
す
。こ
の
１
年
間
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｔ
Ｒ
Ｙ

６Ｒ－１ＺＣ

（高知東）
松 岡  宗 明

　
今
期
６
Ｒ

－

２
Ｚ
Ｃ
の
大
役
を
お
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
６
Ｒ

－

２
Ｚ
に
は
５
ク
ラ
ブ
あ
り
、
ク

ラ
ブ
同
士
が
交
流
を
持
ち
、
お
互
い
に
顔

の
見
え
る
ゾ
ー
ン
で
あ
り
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No try 

No change！

」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
「W

a

（
和
）」
に
基
づ
く
運
営
方
針
に
沿
い
、
責

任
を
持
っ
て
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
昨
今
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
ま

く
環
境
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

ま
た
は
経
済
状
況
の
低
迷
化
と
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
よ
り
一
層
「W

e Serve

」
の

精
神
で
奉
仕
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
Ｚ
Ｃ
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
ク
ラ
ブ
運
営

が
出
来
る
よ
う
に
パ
イ
プ
役
に
徹
し
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
構
成
員
と
し
て
微
力
な
が
ら

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
６
Ｒ

－

２
Ｚ
の
各
ク
ラ
ブ

の
会
長
、
幹
事
お
よ
び
会
員
の
皆
様
に
は

ご
指
導
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
に
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

和
の
精
神
で

「Ｗ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

」６Ｒ－２ＺＣ

（伊野）
森 岡  義 行

　
こ
の
度
６
Ｒ

－

３
Ｚ
Ｃ
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

て
20
年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
は
遠
い
存
在
で
し
た
。
今
回
次

期
役
員
研
修
会
に
出
席
し
て
い
ろ
い
ろ
話

を
聞
い
て
少
々
不
安
な
所
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
も
何
か
の
ご
縁
と
思
っ
て
肩
の

力
を
抜
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No 

try No change！

」
良
い
言
葉
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
６
Ｒ

－

３
Ｚ
は
交
通

の
便
も
悪
く
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど

も
有
り
会
員
増
強
が
難
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
何
も

変
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
各
ク
ラ
ブ
が
和
気
あ
い
あ
い
に
活
動
出

来
ま
す
よ
う
こ
の
１
年
、
山
﨑
６
Ｒ
Ｃ
・

松
岡
１
Ｚ
Ｃ
・
森
岡
２
Ｚ
Ｃ
に
教
え
を
乞

い
な
が
ら
、
ま
た
気
楽
に
楽
し
み
な
が
ら

職
務
を
全
う
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
３
Ｚ

の
皆
様
に
は
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

す
こ
し
不
安
で
も
楽
し
み
な
が
ら

６Ｒ－３ＺＣ

（土佐清水）
笹 本  泰 秀

４Ｒ－２ＺＣ

（高松東）
植 田  康 広
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ク
ラ
ブ
会
長
、
地
区
委
員
、
そ
し
て
今

期
は
４
Ｒ
―
３
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
と
３
期
連
続
の

登
板
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
歴
も

浅
く
戸
惑
っ
て
ば
か
り
で
す
が
、
幸
い
に

も
田
中
貞
男
Ｒ
Ｃ
が
同
じ
３
Ｚ
内
で
も
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
共
に
手
を
携
え
微
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
聞
い
た
時
、
吉
田
松
陰
の
「
夢
な
き

者
に
理
想
な
し
、
理
想
な
き
者
に
計
画
な

し
、
計
画
な
き
者
に
実
行
な
し
、
実
行
な

き
者
に
成
功
な
し
。
故
に
、
夢
な
き
者
に

成
功
な
し
。」
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
や
や
も
す
る
と
、
会
員
増
強
が
ま
ま

な
ら
ず
、
と
い
う
よ
り
家
族
会
員
を
除
け

ば
減
少
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
挑
戦
す
る

よ
り
守
り
に
入
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、キ
ー

ワ
ー
ド
に
沿
っ
て
３
Ｚ
内
５
ク
ラ
ブ
の
合

同
例
会
、
例
会
訪
問
な
ど
で
交
流
を
深
め
、

学
び
、
励
ま
し
合
い
、
そ
し
て
、
少
し
の

競
争
心
を
持
ち
な
が
ら
「
楽
し
い
夢
」
を

見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
今
期
１
年
間
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
楽
し
い
夢
』
を

奉
仕
の
活
性
化

　
元
Ｒ
Ｃ
に
Ｚ
Ｃ
の
心
構
え
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
「
何
も
し
な
い
事
！
」
え
っ
？

　
Ｚ
Ｃ
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
言
わ
れ
た

事
を
各
ク
ラ
ブ
に
伝
え
、
各
ク
ラ
ブ
の
意

見
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
報
告
す
る
こ
と
。

伝
え
る
と
は
言
う
だ
け
で
は
駄
目
で
す
。

そ
の
通
り
や
っ
て
貰
わ
な
い
と
い
け
な
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
元
Ｒ
Ｃ
の
言
わ
れ
た

「
何
も
し
な
い
事
」と
は
他
の
仕
事（
奉
仕
）

ま
で
に
は
手
が
ま
わ
ら
な
い
程
多
忙
な
役

職
だ
と
理
解
し
ま
し
た
が
、
最
近
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
退
会
さ
れ
た
方
か
ら
聞

い
た
話
で
す
が
毎
月
２
回
例
会
に
出
席
し

て
食
事
を
し
て
何
も
し
な
い
。
出
席
者
数

も
数
十
人
、
異
業
種
交
流
会
よ
り
も
少
な

い
数
、
会
費
も
年
間
20
万
円
ぐ
ら
い
払
っ

て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
い
っ
た
い
何
を

し
て
い
る
の
で
す
か
？
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
奉
仕
団
体
で

す
。
私
は
こ
の
1
年
間
、
奉
仕
の
活
性
化

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は

会
員
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ま
1
年
間
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

４Ｒ－３ＺＣ

（志度）
大 村  一 彦

　
４
Ｒ
・
４
Ｚ
は
、
合
同
例
会
や
ク
ラ
ブ

の
交
流
会
を
頻
繁
に
行
っ
て
お
り
、
と
て

も
仲
の
良
い
ゾ
ー
ン
で
す
。
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「W

a

（
和
）」
に
匹

敵
す
る
協
調
性
で
す
。

　
各
ク
ラ
ブ
は
個
性
的
で
す
が
、
新
旧
取

り
混
ぜ
た
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
中
、
先
輩

方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
新
会
員
は
奉
仕

活
動
や
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
増
強
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

若
い
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
も
必
要
と
考

え
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
前
向
き
に
育
成
し
て

い
ま
す
。

　
活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
と
メ
ン
バ
ー
同
士
の

友
情
や
各
ク
ラ
ブ
同
士
の
友
情
で
ク
ラ
ブ

運
営
や
ゾ
ー
ン
の
連
携
が
取
れ
て
い
る
４

Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
に
就
任
し
、
新
し
い
経
験
と
出

会
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
楽
し
く
、
和
や
か
に
ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
役
職
を
果
た
し
て

い
け
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

奉
仕
の
下
で
ゾ
ー
ン
の
和４Ｒ－４ＺＣ

（高松屋島）
岩 崎  康 誠

　
２
０
１
８
年
度
５
Ｒ
ｌ
Ｚ
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
一

生
懸
命
や
り
抜
く
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「No try No change！

」
で
す
。

　
私
は
「
改
革
な
く
し
て
発
展
な
し
改
革

に
休
み
な
し
」
と
云
う
言
葉
を
よ
く
使
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
同
じ
意
味
だ
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻

く
環
境
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
会
員
の
減
少
・
出
席
率

の
低
下
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
魅
力
が
低
下

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

魅
力
が
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？
私
は

そ
こ
に
ガ
バ
ナ
ー
の「N

o try N
o 

change！

」が
あ
る
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん

の
各
ク
ラ
ブ
で
、そ
れ
ら
に
挑
戦
を
し
て

魅
力
あ
ふ
れ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
私
も
各
ク
ラ
ブ
の
問
題
点
を
共
有
し
改

善
・
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

改
革
な
く
し
て
発
展
な
し５Ｒ－１ＺＣ

（うたづ）
津 谷  陽 一

　
Ｔ
ｒ
ｙ
　
努
力
す
る
、や
っ
て
み
る
、す

る
、た
め
す
、た
め
し
に
や
っ
て
み
る
、

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
　
変
化
、移
り
変
わ
り
、変

遷
、改
心
、変
節
、変
更
、改
変
、関
野
邦
夫

ガ
バ
ナ
ー
の
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「No try 

No change！

」何
も
や
ら
な
い
、何
も
変
え

な
い
と
は
メ
ン
バ
ー
の
誰
も
思
わ
な
い
だ
ろ

う
。次
期
役
員
研
修
に
お
い
て
関
野
ガ
バ

ナ
ー
は
あ
え
て
説
明
は
し
な
い
。読
ん
で
そ

の
ま
ま
、み
ん
な
の
行
動
無
く
し
て
変
化
な

し
。と
の
力
強
い
言
葉
で
あ
っ
た
。

　
Ｍ
Ｄ
３
３
６
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
８
章

　
ゾ
ー
ン・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
へ
の
期
待
の
中

に
Ｚ
Ｃ
は
ゾ
ー
ン
運
営
の
責
任
者
で
あ
り
、

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
を
ゾ
ー
ン
内
各

ク
ラ
ブ
に
浸
透
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
と
同

時
に
、各
ク
ラ
ブ
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し

て
、Ｒ
Ｃ
あ
る
い
は
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

必
要
な
報
告
を
行
う
こ
と
と
あ
る
。ラ
イ
オ

ン
ズ
歴
は
若
輩
で
あ
り
ま
す
が
、今
年
１
年

関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
行
動
・
変
革
を
５
Ｒ

―
２
Ｚ
に
的
確
に
説
明
し
積
極
的
に
各
ク

ラ
ブ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
第
63
年
次
大
会
の
時
の
よ
う
に
５
Ｒ

－

２

Ｚ
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
意
思
の
伝
達

５Ｒ－２ＺＣ

（三豊）
亀 山  茂 雄

　
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
は
１
０
０
周
年
が
過

ぎ
２
０
０
周
年
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｃ
は
、ク
ラ
ブ
内
、又
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
役
職
が
必
ず
回
っ
て
き
ま
す
。私
自
身

も
こ
の
様
な
大
役
に
疑
懼
す
る
事
も
あ
り

ま
す
が
、Ｌ
Ｃ
の
皆
様
の
寛
容
の
精
神
に
於

い
て
こ
の
不
安
を
取
り
除
い
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。経
験
を
皆
で
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ

う
。今
期
の「W

a

（
和
）」の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

ひ
と
つ
と
思
い
ま
す
。

　
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
関
野
ガ
バ
ナ
ー
は

「N
o try N

o change！

」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

基
に
、キ
ー
ワ
ー
ド「W

a

（
和
）」を
掲
げ「
挑

戦
し
な
け
れ
ば
何
も
達
成
で
き
な
い
。和
で

組
織
運
営
を
し
つ
つ
地
区
事
業
を
推
進
」と

申
し
て
お
り
ま
す
。

　
挑
戦
の
一
つ
と
し
て
地
区
事
業
の
推
進 

お
も
て
な
し
の
心
で
３
３
６―

Ａ
地
区
に

点
在
す
る
88
ヶ
所
同
時
一
斉
清
掃
に『
Ｔ
Ｒ

Ｙ
』周
辺
単
一
ク
ラ
ブ
が
強
調 

こ
れ
ぞ
ラ

イ
オ
ン
。如
何
で
す
か
皆
さ
ん
。

　
私
は
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
を
山

﨑
６
Ｒ
Ｃ
の
指
導
の
下
、６
Ｒ―

１
Ｚ
へ
見

識
を
深
め
伝
達
し
、又
各
ク
ラ
ブ
の
意
見
を

集
約
し
納
得
で
き
る
説
明
を
頂
き
、キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
伝
え
、『
和
』の
精
神
で
協
議
し
、

「N
o try N

o change！

」。１
Ｚ
、い
や
い

や
３
３
６―

Ａ
地
区
が
今
期
繁
栄
す
る
事

を
目
的
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
た
く
思
い
ま
す
。こ
の
１
年
間
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｔ
Ｒ
Ｙ

６Ｒ－１ＺＣ

（高知東）
松 岡  宗 明

　
今
期
６
Ｒ

－

２
Ｚ
Ｃ
の
大
役
を
お
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
６
Ｒ

－

２
Ｚ
に
は
５
ク
ラ
ブ
あ
り
、
ク

ラ
ブ
同
士
が
交
流
を
持
ち
、
お
互
い
に
顔

の
見
え
る
ゾ
ー
ン
で
あ
り
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No try 

No change！

」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
「W

a

（
和
）」
に
基
づ
く
運
営
方
針
に
沿
い
、
責

任
を
持
っ
て
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
昨
今
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
ま

く
環
境
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

ま
た
は
経
済
状
況
の
低
迷
化
と
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
よ
り
一
層
「W

e Serve

」
の

精
神
で
奉
仕
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
Ｚ
Ｃ
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
ク
ラ
ブ
運
営

が
出
来
る
よ
う
に
パ
イ
プ
役
に
徹
し
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
構
成
員
と
し
て
微
力
な
が
ら

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
６
Ｒ

－

２
Ｚ
の
各
ク
ラ
ブ

の
会
長
、
幹
事
お
よ
び
会
員
の
皆
様
に
は

ご
指
導
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
に
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

和
の
精
神
で

「Ｗ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

」６Ｒ－２ＺＣ

（伊野）
森 岡  義 行

　
こ
の
度
６
Ｒ

－

３
Ｚ
Ｃ
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

て
20
年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
は
遠
い
存
在
で
し
た
。
今
回
次

期
役
員
研
修
会
に
出
席
し
て
い
ろ
い
ろ
話

を
聞
い
て
少
々
不
安
な
所
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
も
何
か
の
ご
縁
と
思
っ
て
肩
の

力
を
抜
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
関
野
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No 

try No change！

」
良
い
言
葉
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
６
Ｒ

－

３
Ｚ
は
交
通

の
便
も
悪
く
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど

も
有
り
会
員
増
強
が
難
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
何
も

変
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
各
ク
ラ
ブ
が
和
気
あ
い
あ
い
に
活
動
出

来
ま
す
よ
う
こ
の
１
年
、
山
﨑
６
Ｒ
Ｃ
・

松
岡
１
Ｚ
Ｃ
・
森
岡
２
Ｚ
Ｃ
に
教
え
を
乞

い
な
が
ら
、
ま
た
気
楽
に
楽
し
み
な
が
ら

職
務
を
全
う
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
３
Ｚ

の
皆
様
に
は
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

す
こ
し
不
安
で
も
楽
し
み
な
が
ら

６Ｒ－３ＺＣ

（土佐清水）
笹 本  泰 秀

４Ｒ－２ＺＣ

（高松東）
植 田  康 広
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２
年
前
、
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
、
環

境
保
全
・
保
健
福
祉
・
ア
ラ
ー
ト
委
員
長

を
務
め
て
以
来
の
役
員
就
任
で
す
。
そ
れ

以
前
、
地
区
誌
委
員
長
な
ど
務
め
た
事
は

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
自
ク
ラ
ブ
が
所
属

す
る
ゾ
ー
ン
代
表
と
し
て
働
か
せ
て
頂
き

ま
す
。
今
ま
で
色
々
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い

て
感
じ
た
事
は
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
と
は
、
ガ
バ
ナ
ー
方
針
を
リ
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
通
じ
て
正
確
に
わ
か

り
易
く
自
ゾ
ー
ン
各
ク
ラ
ブ
に
伝
達
し
、

又
各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
要
望
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
へ
伝
え
る
と
い
う
仕
事
で
あ
る
と
自
分

な
り
に
理
解
し
て
い
ま
す
。
私
の
得
意
と

し
て
は
仕
事
柄
、
保
健
福
祉
分
野
で
す
が
、

や
は
り
現
在
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
最
高
目

標
は
会
員
増
強
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
点
も
含
め
１
年
間
、
中
間
管

理
職
（
実
際
会
社
に
勤
め
た
事
は
あ
り
ま

せ
ん
が
）
と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
区
運
営
の
一
助
に

ご
挨
拶

　
今
期
、
７
リ
ジ
ョ
ン
１
ゾ
ー
ン
、
ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
（
以
下
「
Ｚ
Ｃ
」）

を
務
め
ま
す
、
高
知
鷹
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
所
属
、
細
川
拓
史
で
す
。
さ
て
Ｚ
Ｃ
、

任
期
中
、
地
区
で
採
択
さ
れ
た
重
要
分
野

に
つ
き
、
諮
問
委
員
会
議
で
進
捗
状
況
を

報
告
し
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
助
言
を

求
め
、
ゾ
ー
ン
内
ク
ラ
ブ
に
行
事
や
機
会

に
関
す
る
情
報
を
伝
達
す
る
旨
責
任
を
負

う
と
こ
ろ
、
同
責
任
を
果
た
す
た
め
の
任

期
中
、
早
い
時
期
で
の
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ

ブ
訪
問
を
考
え
て
ま
す
。
伝
達
す
べ
き
事

項
は
、
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
要
約
し
、

各
ク
ラ
ブ
達
成
出
来
る
よ
う
、
応
援
し
ま

す
。
具
体
的
活
動
内
容
は
、Ｚ
Ｃ
に
向
け

た
研
修
で
学
び
ま
す
。Ｚ
Ｃ
は
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
と
ゾ
ー
ン
内
ク
ラ
ブ
の
結
び
付

け
機
関
で
す
。
聞
か
れ
る
各
ク
ラ
ブ
3
役

さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
思
っ
て
ま
す
の
で
、
楽
し

ん
で
、
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ど
う
ぞ
ご
協
力

の
程
、
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

７Ｒ－２ＺＣ

（高知桂）
宇 都 宮 博 史

　
こ
の
た
び
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

と
い
う
大
役
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
入
会
し
て
10
年
目
で
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
精
神
と

ク
ラ
ブ
の
先
輩
や
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
Ｒ
Ｃ
の
指
導
の
も
と

に
ガ
バ
ナ
ー
の
意
向
を
伝
え
る
べ
く
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
「
維
持
」・「
増
強
」
は
以
前
か

ら
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
３
ゾ
ー

ン
は
５
か
ら
４
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
現
在
７

Ｒ
の
ゾ
ー
ン
の
編
成
変
え
も
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
に
Ｚ
Ｃ
と
し
て

活
動
で
き
ま
す
こ
と
は
大
変
な
思
い
出
と

な
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
３
ゾ
ー
ン
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指

導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｚ
Ｃ
就
任
に
あ
た
っ
て

７Ｒ－３ＺＣ

（南国）
中 山  喬 夫

　
今
期
８
Ｒ

－

１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
、
徳
島
す

だ
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
生
田
素

久
で
す
。
地
区
役
員
研
修
を
終
え
、
改
め

て
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
・
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
、大
井
倫
夫
リ
ジ
ョ

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
指
導
に
基
づ
き
、

誠
心
誠
意
、
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
期
、
各
ク
ラ
ブ
を
訪
問
さ
せ
て
頂
く

中
で
、
各
ク
ラ
ブ
の
良
い
点
や
工
夫
点
を

し
っ
か
り
と
学
び
、
そ
れ
を
自
ク
ラ
ブ
は

じ
め
、
他
ク
ラ
ブ
へ
も
十
分
に
還
元
・
共

有
を
し
て
い
き
、
ク
ラ
ブ
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
三
つ
の
『
わ
』
和
・
輪
・

話
を
以
っ
て
ゾ
ー
ン
間
の
結
束
を
図
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

皆
様
の
限
り
な
い
情
熱
と
行
動
力
を
お
借

り
し
、
1
年
間
努
め
ま
す
。
ご
指
導
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

誠
心
誠
意
、
職
責
を
全
う８Ｒ－１ＺＣ

（徳島すだち）
生 田  素 久

　
こ
の
た
び
　
８
Ｒ

－

２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

北
橋
孝
三
と
申
し
ま
す
。
入
会
以
来
の
初

め
て
の
大
役
に
一
抹
の
不
安
と
責
任
の
重

大
さ
を
地
区
役
員
研
修
を
終
え
た
今
、
ヒ

シ
ヒ
シ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
入
会
当
時
の

新
た
な
気
持
ち
で 

、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
各

ク
ラ
ブ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
微
力
な
が

ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
達
の
地
方
で
は
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
・
核
家
族
化
・
地
方
経
済
の
低
迷
の

な
か
で
、
会
員
増
強
及
び
ク
ラ
ブ
運
営
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
各
ク
ラ
ブ
へ
の
例
会
訪
問
、
諮
問

委
員
会
等
で
活
発
な
意
見
交
換
を
図
り
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
維
持
と
発
展
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
　
　

　
こ
の
１
年
間
、
楽
し
く
「W

e Serve

」

の
精
神
で
奉
仕
活
動
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　
８
Ｒ

－
２
Ｚ
の
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
幹

事
様
に
は
格
別
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
程

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

初
心
に
か
え
っ
て

８Ｒ－２ＺＣ

（上坂）
北 橋  孝 三

　
こ
の
た
び
９
Ｒ

－

１
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
を
拝
命

し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
入
会
以
来
28
年

に
な
り
ま
す
が
、
一
番
緊
張
し
て
い
ま
す
。

日
頃
は
仕
事
や
お
付
き
合
い
な
ど
で
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
勉
強
が
十
分

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
幸
い
９
Ｒ
の
Ｒ
Ｃ
三

木
さ
ん
は
Ｚ
Ｃ
を
２
回
経
験
な
さ
っ
て
い

る
そ
う
で
す
の
で
ご
指
導
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
Ｚ
に
は
７
ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す
が
ど
の

ク
ラ
ブ
に
も
親
し
く
お
付
き
合
い
を
し
て

頂
い
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
そ
の
人
達

に
お
願
い
し
て
、
ク
ラ
ブ
が
お
互
い
親
密

な
関
係
を
維
持
し
、
な
か
よ
く
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
環
境
が
整
え
ば
国
際
会
長
の
意
向
や

関
野
３
３
６
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
お
考
え

を
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。
浅
学
非
才
を
顧
み
ず
、

Ｚ
Ｃ
と
い
う
大
役
を
お
受
け
し
た
か
ら
に

は
ク
ラ
ブ
の
皆
様
や
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

指
導
ご
教
授
を
頂
き
な
が
ら
最
後
ま
で
職

責
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 初

め
て
の
Ｚ
Ｃ

９Ｒ－１ＺＣ

（北島）
江 富  久 雄

　
こ
の
度
の
リ
ジ
ョ
ン
・
２
ゾ
ー
ン
の

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
重
責
を
、
お

引
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
縁

を
い
た
だ
き
会
員
と
し
て
20
年
に
な
り
ま

す
が
浅
学
非
才
の
私
に
こ
の
大
役
が
務
ま

る
も
の
か
と
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
お
引
受
け
す
る
以
上
は
、
ガ
バ
ナ
ー
及

び
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
他
会
員
の
皆

様
の
ご
指
導
助
言
を
賜
わ
り
任
務
の
責
を

全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゾ
ー
ン

内
６
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
と
よ
り
良
い
絆

と
縁
を
深
め
和
や
か
に
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
方
針
を
出
来
る
か
ぎ
り
分
か
り
易
く
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
各
ク
ラ
ブ
の
ご
意
見

等
を
反
映
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
今
年
1
年
会

員
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
任
務
を
果
た
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
と
も
に

９Ｒ－２ＺＣ

（神山）
安 倍  昭 公

７Ｒ－１ＺＣ

（高知鷹城）
細 川  拓 史

9Region

7Region

8Region

『名水百選』西条の「うちぬき」

「その昔、人力により鉄棒を地面に打ち込み、その中にくり抜
いた竹を入れ地下水を確保しました。この工法が『うちぬき』
の名の由来です。西条市内に『うちぬき』は約3,000本有り
名水百選に認定されています」

ゾーン・チェアパーソン就任ごあいさつ

1920

Lions Clubs International
We  Serve

　
２
年
前
、
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
、
環

境
保
全
・
保
健
福
祉
・
ア
ラ
ー
ト
委
員
長

を
務
め
て
以
来
の
役
員
就
任
で
す
。
そ
れ

以
前
、
地
区
誌
委
員
長
な
ど
務
め
た
事
は

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
自
ク
ラ
ブ
が
所
属

す
る
ゾ
ー
ン
代
表
と
し
て
働
か
せ
て
頂
き

ま
す
。
今
ま
で
色
々
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い

て
感
じ
た
事
は
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
と
は
、
ガ
バ
ナ
ー
方
針
を
リ
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
通
じ
て
正
確
に
わ
か

り
易
く
自
ゾ
ー
ン
各
ク
ラ
ブ
に
伝
達
し
、

又
各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
要
望
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
へ
伝
え
る
と
い
う
仕
事
で
あ
る
と
自
分

な
り
に
理
解
し
て
い
ま
す
。
私
の
得
意
と

し
て
は
仕
事
柄
、
保
健
福
祉
分
野
で
す
が
、

や
は
り
現
在
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
最
高
目

標
は
会
員
増
強
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
点
も
含
め
１
年
間
、
中
間
管

理
職
（
実
際
会
社
に
勤
め
た
事
は
あ
り
ま

せ
ん
が
）
と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
区
運
営
の
一
助
に

ご
挨
拶

　
今
期
、
７
リ
ジ
ョ
ン
１
ゾ
ー
ン
、
ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
（
以
下
「
Ｚ
Ｃ
」）

を
務
め
ま
す
、
高
知
鷹
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
所
属
、
細
川
拓
史
で
す
。
さ
て
Ｚ
Ｃ
、

任
期
中
、
地
区
で
採
択
さ
れ
た
重
要
分
野

に
つ
き
、
諮
問
委
員
会
議
で
進
捗
状
況
を

報
告
し
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
助
言
を

求
め
、
ゾ
ー
ン
内
ク
ラ
ブ
に
行
事
や
機
会

に
関
す
る
情
報
を
伝
達
す
る
旨
責
任
を
負

う
と
こ
ろ
、
同
責
任
を
果
た
す
た
め
の
任

期
中
、
早
い
時
期
で
の
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ

ブ
訪
問
を
考
え
て
ま
す
。
伝
達
す
べ
き
事

項
は
、
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
要
約
し
、

各
ク
ラ
ブ
達
成
出
来
る
よ
う
、
応
援
し
ま

す
。
具
体
的
活
動
内
容
は
、Ｚ
Ｃ
に
向
け

た
研
修
で
学
び
ま
す
。Ｚ
Ｃ
は
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
と
ゾ
ー
ン
内
ク
ラ
ブ
の
結
び
付

け
機
関
で
す
。
聞
か
れ
る
各
ク
ラ
ブ
3
役

さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
思
っ
て
ま
す
の
で
、
楽
し

ん
で
、
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ど
う
ぞ
ご
協
力

の
程
、
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

７Ｒ－２ＺＣ

（高知桂）
宇 都 宮 博 史

　
こ
の
た
び
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

と
い
う
大
役
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
入
会
し
て
10
年
目
で
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
精
神
と

ク
ラ
ブ
の
先
輩
や
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
Ｒ
Ｃ
の
指
導
の
も
と

に
ガ
バ
ナ
ー
の
意
向
を
伝
え
る
べ
く
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
「
維
持
」・「
増
強
」
は
以
前
か

ら
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
３
ゾ
ー

ン
は
５
か
ら
４
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
現
在
７

Ｒ
の
ゾ
ー
ン
の
編
成
変
え
も
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
に
Ｚ
Ｃ
と
し
て

活
動
で
き
ま
す
こ
と
は
大
変
な
思
い
出
と

な
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
３
ゾ
ー
ン
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指

導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｚ
Ｃ
就
任
に
あ
た
っ
て

７Ｒ－３ＺＣ

（南国）
中 山  喬 夫

　
今
期
８
Ｒ

－

１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
、
徳
島
す

だ
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
生
田
素

久
で
す
。
地
区
役
員
研
修
を
終
え
、
改
め

て
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　
関
野
邦
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
・
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
、大
井
倫
夫
リ
ジ
ョ

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
指
導
に
基
づ
き
、

誠
心
誠
意
、
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
期
、
各
ク
ラ
ブ
を
訪
問
さ
せ
て
頂
く

中
で
、
各
ク
ラ
ブ
の
良
い
点
や
工
夫
点
を

し
っ
か
り
と
学
び
、
そ
れ
を
自
ク
ラ
ブ
は

じ
め
、
他
ク
ラ
ブ
へ
も
十
分
に
還
元
・
共

有
を
し
て
い
き
、
ク
ラ
ブ
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
三
つ
の
『
わ
』
和
・
輪
・

話
を
以
っ
て
ゾ
ー
ン
間
の
結
束
を
図
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

皆
様
の
限
り
な
い
情
熱
と
行
動
力
を
お
借

り
し
、
1
年
間
努
め
ま
す
。
ご
指
導
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

誠
心
誠
意
、
職
責
を
全
う８Ｒ－１ＺＣ

（徳島すだち）
生 田  素 久

　
こ
の
た
び
　
８
Ｒ

－

２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

北
橋
孝
三
と
申
し
ま
す
。
入
会
以
来
の
初

め
て
の
大
役
に
一
抹
の
不
安
と
責
任
の
重

大
さ
を
地
区
役
員
研
修
を
終
え
た
今
、
ヒ

シ
ヒ
シ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
入
会
当
時
の

新
た
な
気
持
ち
で 

、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
各

ク
ラ
ブ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
微
力
な
が

ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
達
の
地
方
で
は
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
・
核
家
族
化
・
地
方
経
済
の
低
迷
の

な
か
で
、
会
員
増
強
及
び
ク
ラ
ブ
運
営
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
各
ク
ラ
ブ
へ
の
例
会
訪
問
、
諮
問

委
員
会
等
で
活
発
な
意
見
交
換
を
図
り
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
維
持
と
発
展
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
　
　

　
こ
の
１
年
間
、
楽
し
く
「W

e Serve

」

の
精
神
で
奉
仕
活
動
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　
８
Ｒ

－
２
Ｚ
の
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
幹

事
様
に
は
格
別
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
程

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

初
心
に
か
え
っ
て

８Ｒ－２ＺＣ

（上坂）
北 橋  孝 三

　
こ
の
た
び
９
Ｒ

－

１
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
を
拝
命

し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
入
会
以
来
28
年

に
な
り
ま
す
が
、
一
番
緊
張
し
て
い
ま
す
。

日
頃
は
仕
事
や
お
付
き
合
い
な
ど
で
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
勉
強
が
十
分

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
幸
い
９
Ｒ
の
Ｒ
Ｃ
三

木
さ
ん
は
Ｚ
Ｃ
を
２
回
経
験
な
さ
っ
て
い

る
そ
う
で
す
の
で
ご
指
導
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
Ｚ
に
は
７
ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す
が
ど
の

ク
ラ
ブ
に
も
親
し
く
お
付
き
合
い
を
し
て

頂
い
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
そ
の
人
達

に
お
願
い
し
て
、
ク
ラ
ブ
が
お
互
い
親
密

な
関
係
を
維
持
し
、
な
か
よ
く
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
環
境
が
整
え
ば
国
際
会
長
の
意
向
や

関
野
３
３
６
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
お
考
え

を
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。
浅
学
非
才
を
顧
み
ず
、

Ｚ
Ｃ
と
い
う
大
役
を
お
受
け
し
た
か
ら
に

は
ク
ラ
ブ
の
皆
様
や
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

指
導
ご
教
授
を
頂
き
な
が
ら
最
後
ま
で
職

責
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 初

め
て
の
Ｚ
Ｃ

９Ｒ－１ＺＣ

（北島）
江 富  久 雄

　
こ
の
度
の
リ
ジ
ョ
ン
・
２
ゾ
ー
ン
の

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
重
責
を
、
お

引
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
縁

を
い
た
だ
き
会
員
と
し
て
20
年
に
な
り
ま

す
が
浅
学
非
才
の
私
に
こ
の
大
役
が
務
ま

る
も
の
か
と
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
お
引
受
け
す
る
以
上
は
、
ガ
バ
ナ
ー
及

び
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
他
会
員
の
皆

様
の
ご
指
導
助
言
を
賜
わ
り
任
務
の
責
を

全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゾ
ー
ン

内
６
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
と
よ
り
良
い
絆

と
縁
を
深
め
和
や
か
に
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
方
針
を
出
来
る
か
ぎ
り
分
か
り
易
く
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
各
ク
ラ
ブ
の
ご
意
見

等
を
反
映
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
今
年
1
年
会

員
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
任
務
を
果
た
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
と
も
に

９Ｒ－２ＺＣ

（神山）
安 倍  昭 公

７Ｒ－１ＺＣ

（高知鷹城）
細 川  拓 史
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『名水百選』西条の「うちぬき」

「その昔、人力により鉄棒を地面に打ち込み、その中にくり抜
いた竹を入れ地下水を確保しました。この工法が『うちぬき』
の名の由来です。西条市内に『うちぬき』は約3,000本有り
名水百選に認定されています」
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３
３
６

－

Ａ
地
区
の
皆
様
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
中
で
も
、Ｇ
Ｍ
Ｔ
・

Ｃ
Ｌ
Ｔ
・Ｆ
Ｗ
Ｔ
会
則
委
員
会
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
、
委
員
会
名
さ
え
ス
ム
ー
ズ
に

仰
有
れ
な
い
方
も
、
多
々
お
有
り
で
は
な

い
か
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
語

で
言
え
ば
、
会
員
増
強･

指
導
力
育
成･

家

族
及
び
女
性
会
員
増
強･

会
則
委
員
会
で

す
が
、
意
味
か
ら
言
え
ば
、
会
員
の
為
の

基
礎
的
な
委
員
会
だ
け
に
和
や
か
で
暖
か

い
委
員
会
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
考
え
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
期
の
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
委
員
さ
ん
の
報
告
な
ど
を
聞
か

せ
て
頂
い
て
い
て
、
こ
れ
は
、
大
変
な
委

員
会
を
仰
せ
つ
か
っ
た
と
、
年
間
出
席
回

数
の
多
さ
で
仰
天
し
、
再
度
、
こ
の
委
員

会
の
役
務
の
大
変
さ
で
仰
天
し
て
い
る
次

第
で
す
。

　
し
か
し
、
来
年
の
今
頃
に
、
惨
め
な
思

い
は
、
私
以
外
の
委
員
さ
ん
を
も
含
め
て

そ
の
道
だ
け
は
選
ぶ
べ
き
で
は
無
い
と
考

え
、
そ
う
な
ら
な
い
様
に
当
初
か
ら
計
画

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
為
に
、
若
干
、
細
々
と
し
た
事
を
お
願

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
も
思
わ
れ

ま
す
。

　
そ
し
て
、
和
や
か
で
暖
か
い
雰
囲
気
に

付
き
ま
し
て
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
各

ク
ラ
ブ
内
の
メ
ン
バ
ー
同
志
の
雰
囲
気
だ

け
に
留
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
地
区
誌
・

大
会
参
加
委
員
長
と
し
て
努
め
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
「
Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情

報
・
地
区
誌
・
大
会
参
加
委
員
会
」
と
い

う
名
称
の
と
お
り
に
４
つ
の
役
目
を
受
け

持
ち
ま
す
。
特
に
Ｐ
Ｒ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
か
ら
Ｍ
Ｃ（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
と
名
称
が

変
わ
り
従
来
の
地
域
社
会
に
向
け
て
情
報

発
信
す
る
と
い
う
も
の
よ
り
更
に
双
方
向

で
効
果
を
求
め
た
広
報
活
動
を
せ
よ
と
い

う
任
務
が
付
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
の
役
割
は
会
員
に
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
全
般
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
誌
の
デ
ジ
タ
ル

版
の
内
容
を
知
ら
せ
る
。
又
は
Ｍ
ｙ
Ｌ
ｉ

ｏ
ｎ
の
様
な
新
た
な
ツ
ー
ル
の
普
及
に
努

め
る
。
な
ど
や
る
べ
き
事
は
沢
山
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
区
誌
「
四
国
」
は
当
委
員
会
の
命
と

も
い
え
る
大
事
な
も
の
で
す
。
こ
れ
が
発

行
出
来
な
け
れ
ば
当
委
員
会
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。「
四
国
」
の

紙
面
を
通
し
て
3
つ
の
仕
事
①
Ｍ
Ｃ
活

動
、②
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
発
信
、③
各
種
大

会
に
興
味
を
持
ち
積
極
的
な
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
。
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
委
員

は
四
国
四
県
に
分
散
し
て
お
り
、
全
員
集

合
し
て
頻
繁
に
会
議
し
て
と
い
う
の
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
が
委
員
の
皆
さ
ん
と
頑

張
っ
て
最
後
ま
で
や
り
と
げ
る
所
存
で

す
。

　
皆
様
、
原
稿
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
快

く
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
何
卒
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
度
青
少
年
・
Ⅼ
Ⅽ
Ｉ
Ｆ
・
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会
に
な
っ
て
一
年
、

今
年
度
は
「
Ｇ
Ｓ
Ｔ
」
が
加
わ
り
、
4
つ

の
分
野
を
管
掌
し
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
〇
〇
周
年
を
機
に
次
の
一
〇
〇
年
に

向
け
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
よ
り
多
く
の
世

界
の
人
に
奉
仕
す
る
体
制
作
り
を
始
め
た

国
際
協
会
の
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ

る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
内
向
き
で

前
年
の
や
り
方
を
踏
襲
し
て
き
た
我
々
に

と
っ
て
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
　
　
　

　
Ｇ
Ｓ
Ｔ
と
い
う
の
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
の
一
員
で

Global  Service  Team

の
略
で
す
。
今

一
度
奉
仕(Service)

の
原
点
に
立
ち
返
る

と
い
う
こ
と
で
、
伝
統
あ
る
奉
仕
事
業
を

推
進
す
る
と
同
時
に
、
逆
に
ニ
ー
ズ
の
少

な
く
な
っ
た
奉
仕
を
見
直
し
、
新
た
に
時

代
に
合
っ
た
事
業
に
着
手
し
よ
う
と
い
う

趣
旨
で
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
発
足
し
ま
し
た
。
日
本

Ｇ
Ｓ
Ｔ
も
４
つ
の
重
点
目
標
を
定
め
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
と
両
輪
を
な
し
て
い
る
Ⅼ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
も
今
年
50
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

ま
で
馴
染
ん
で
い
る
二
十
㌦
・
五
十
㌦
・

一
〇
〇
㌦
の
寄
付
枠
も
一
〇
〇
㌦
・
二
〇

〇
㌦
・
三
〇
〇
㌦
の
枠
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
国
際
大
会
で
正
式
に

承
認
さ
れ
た
ら
、
今
年
度
か
ら
三
年
間
に

わ
た
る
【
大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】
が
始
ま

る
予
定
で
す
。
世
界
で
の
目
標
額
は
三
年

間
で
三
億
㌦
で
す
。
皆
さ
ま
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
に
関
し

て
は
、
昨
年
度
か
ら
「
幼
稚
園
／
保
育
園

版
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
末
に

は
各
県
で
委
員
会
が
主
催
し
た“

メ
ン

バ
ー
対
象
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
セ
ミ

ナ
ー

”
で
実
際
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

を
経
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
年
も

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
未
来
に
向
け
て
地
球
環
境
を
守
る
た

め
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な

環
境
保
全
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
、
四
献

運
動
（
献
血
、
献
眼
、
献
腎
、
献
骨
髄
）

を
継
続
強
化
し
、
薬
物
乱
用
防
止
活
動
等

を
、
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
糖
尿
病
と
の
闘
い
に
力
を
つ

く
す
こ
と
は
地
域
社
会
に
活
力
を
取
り
戻

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
等
広
域
災
害
に
対
す
る
備

え
、
各
自
治
体
の
防
災
体
制
へ
の
協
力
支

援
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
環
境
保
全

⑴
地
域
に
密
着
し
た
環
境
保
全
活
動
の

推
進
。

⑵
植
樹
、
育
樹
、
環
境
美
化
活
動
の
推

進 

。

　（
清
掃
奉
仕
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
）。

⑶
二
酸
化
炭
素
軽
減
に
よ
る
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
を
推
進
。

⑷
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
推
進
（
古
紙
回

収
、
不
要
眼
鏡
回
収
、
ベ
ル
マ
ー
ク

収
集
等
）。

⑸
奉
仕
事
業
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参

加
。

２
．
保
健
福
祉

⑴
四
献
運
動
の
推
進(

献
血
を
ア
ラ
ー

ト
と
し
て
各
自
治
体
等
と
連
携
し
推

進
）。

⑵
薬
物
乱
用
防
止
活
動
の
推
進(

学
校

で
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
開
催
）。

⑶
糖
尿
病
の
啓
発
活
動
の
推
進(

研
修

会
の
開
催
等
）。

⑷
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
開
催
を
推
進(

講

習
会
の
開
催
等
）。
　

３
．
ア
ラ
ー
ト

⑴
広
域
災
害
（
地
震
・
風
雪
水
災
害)

を
想
定
し
、
防
災
・
減
災
の
方
策
を

推
進
。

⑵
各
自
治
体
の
防
災
体
制
へ
の
協
力
支

援
を
推
進
。

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

方
針
大
幅
変
更
!!

委
員
長
　
松
本

　清
（
新
居
浜
ひ
う
ち
）

Ｇ
Ｍ
Ｔ
・
Ｇ
Ｌ
Ｔ
・

Ｆ
Ｗ
Ｔ
・
会
則
委
員
会

重
大
な
任
務
を
最
後
ま
で
や
り
と
げ
ま
す
。

委
員
長
　
福
山

　宏
（
新
居
浜
）

Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・

地
区
誌
・
大
会
参
加
委
員
会

変
革
す
る
国
際
協
会
の
方
針
に
沿
っ
て

委
員
長
　
野
間 

典
子
（
今
治
く
る
し
ま
）

青
少
年
・
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ・

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会

奉
仕
事
業
の
新
た
な
挑
戦

委
員
長
　
篠
原

　悟
（
四
国
中
央
法
皇
）

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
・

ア
ラ
ー
ト
委
員
会

委員長の方針
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３
３
６

－

Ａ
地
区
の
皆
様
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
中
で
も
、Ｇ
Ｍ
Ｔ
・

Ｃ
Ｌ
Ｔ
・Ｆ
Ｗ
Ｔ
会
則
委
員
会
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
、
委
員
会
名
さ
え
ス
ム
ー
ズ
に

仰
有
れ
な
い
方
も
、
多
々
お
有
り
で
は
な

い
か
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
語

で
言
え
ば
、
会
員
増
強･

指
導
力
育
成･

家

族
及
び
女
性
会
員
増
強･

会
則
委
員
会
で

す
が
、
意
味
か
ら
言
え
ば
、
会
員
の
為
の

基
礎
的
な
委
員
会
だ
け
に
和
や
か
で
暖
か

い
委
員
会
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
考
え
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
期
の
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
委
員
さ
ん
の
報
告
な
ど
を
聞
か

せ
て
頂
い
て
い
て
、
こ
れ
は
、
大
変
な
委

員
会
を
仰
せ
つ
か
っ
た
と
、
年
間
出
席
回

数
の
多
さ
で
仰
天
し
、
再
度
、
こ
の
委
員

会
の
役
務
の
大
変
さ
で
仰
天
し
て
い
る
次

第
で
す
。

　
し
か
し
、
来
年
の
今
頃
に
、
惨
め
な
思

い
は
、
私
以
外
の
委
員
さ
ん
を
も
含
め
て

そ
の
道
だ
け
は
選
ぶ
べ
き
で
は
無
い
と
考

え
、
そ
う
な
ら
な
い
様
に
当
初
か
ら
計
画

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
為
に
、
若
干
、
細
々
と
し
た
事
を
お
願

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
も
思
わ
れ

ま
す
。

　
そ
し
て
、
和
や
か
で
暖
か
い
雰
囲
気
に

付
き
ま
し
て
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
各

ク
ラ
ブ
内
の
メ
ン
バ
ー
同
志
の
雰
囲
気
だ

け
に
留
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
地
区
誌
・

大
会
参
加
委
員
長
と
し
て
努
め
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
「
Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情

報
・
地
区
誌
・
大
会
参
加
委
員
会
」
と
い

う
名
称
の
と
お
り
に
４
つ
の
役
目
を
受
け

持
ち
ま
す
。
特
に
Ｐ
Ｒ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
か
ら
Ｍ
Ｃ（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
と
名
称
が

変
わ
り
従
来
の
地
域
社
会
に
向
け
て
情
報

発
信
す
る
と
い
う
も
の
よ
り
更
に
双
方
向

で
効
果
を
求
め
た
広
報
活
動
を
せ
よ
と
い

う
任
務
が
付
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
の
役
割
は
会
員
に
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
全
般
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
誌
の
デ
ジ
タ
ル

版
の
内
容
を
知
ら
せ
る
。
又
は
Ｍ
ｙ
Ｌ
ｉ

ｏ
ｎ
の
様
な
新
た
な
ツ
ー
ル
の
普
及
に
努

め
る
。
な
ど
や
る
べ
き
事
は
沢
山
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
区
誌
「
四
国
」
は
当
委
員
会
の
命
と

も
い
え
る
大
事
な
も
の
で
す
。
こ
れ
が
発

行
出
来
な
け
れ
ば
当
委
員
会
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。「
四
国
」
の

紙
面
を
通
し
て
3
つ
の
仕
事
①
Ｍ
Ｃ
活

動
、②
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
発
信
、③
各
種
大

会
に
興
味
を
持
ち
積
極
的
な
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
。
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
委
員

は
四
国
四
県
に
分
散
し
て
お
り
、
全
員
集

合
し
て
頻
繁
に
会
議
し
て
と
い
う
の
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
が
委
員
の
皆
さ
ん
と
頑

張
っ
て
最
後
ま
で
や
り
と
げ
る
所
存
で

す
。

　
皆
様
、
原
稿
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
快

く
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
何
卒
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
度
青
少
年
・
Ⅼ
Ⅽ
Ｉ
Ｆ
・
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会
に
な
っ
て
一
年
、

今
年
度
は
「
Ｇ
Ｓ
Ｔ
」
が
加
わ
り
、
4
つ

の
分
野
を
管
掌
し
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
〇
〇
周
年
を
機
に
次
の
一
〇
〇
年
に

向
け
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
よ
り
多
く
の
世

界
の
人
に
奉
仕
す
る
体
制
作
り
を
始
め
た

国
際
協
会
の
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ

る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
内
向
き
で

前
年
の
や
り
方
を
踏
襲
し
て
き
た
我
々
に

と
っ
て
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
　
　
　

　
Ｇ
Ｓ
Ｔ
と
い
う
の
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
の
一
員
で

Global  Service  Team

の
略
で
す
。
今

一
度
奉
仕(Service)

の
原
点
に
立
ち
返
る

と
い
う
こ
と
で
、
伝
統
あ
る
奉
仕
事
業
を

推
進
す
る
と
同
時
に
、
逆
に
ニ
ー
ズ
の
少

な
く
な
っ
た
奉
仕
を
見
直
し
、
新
た
に
時

代
に
合
っ
た
事
業
に
着
手
し
よ
う
と
い
う

趣
旨
で
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
発
足
し
ま
し
た
。
日
本

Ｇ
Ｓ
Ｔ
も
４
つ
の
重
点
目
標
を
定
め
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
と
両
輪
を
な
し
て
い
る
Ⅼ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
も
今
年
50
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

ま
で
馴
染
ん
で
い
る
二
十
㌦
・
五
十
㌦
・

一
〇
〇
㌦
の
寄
付
枠
も
一
〇
〇
㌦
・
二
〇

〇
㌦
・
三
〇
〇
㌦
の
枠
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
国
際
大
会
で
正
式
に

承
認
さ
れ
た
ら
、
今
年
度
か
ら
三
年
間
に

わ
た
る
【
大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】
が
始
ま

る
予
定
で
す
。
世
界
で
の
目
標
額
は
三
年

間
で
三
億
㌦
で
す
。
皆
さ
ま
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
に
関
し

て
は
、
昨
年
度
か
ら
「
幼
稚
園
／
保
育
園

版
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
末
に

は
各
県
で
委
員
会
が
主
催
し
た“

メ
ン

バ
ー
対
象
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
セ
ミ

ナ
ー

”
で
実
際
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

を
経
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
年
も

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
未
来
に
向
け
て
地
球
環
境
を
守
る
た

め
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な

環
境
保
全
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
、
四
献

運
動
（
献
血
、
献
眼
、
献
腎
、
献
骨
髄
）

を
継
続
強
化
し
、
薬
物
乱
用
防
止
活
動
等

を
、
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
糖
尿
病
と
の
闘
い
に
力
を
つ

く
す
こ
と
は
地
域
社
会
に
活
力
を
取
り
戻

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
等
広
域
災
害
に
対
す
る
備

え
、
各
自
治
体
の
防
災
体
制
へ
の
協
力
支

援
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
環
境
保
全

⑴
地
域
に
密
着
し
た
環
境
保
全
活
動
の

推
進
。

⑵
植
樹
、
育
樹
、
環
境
美
化
活
動
の
推

進 

。

　（
清
掃
奉
仕
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
）。

⑶
二
酸
化
炭
素
軽
減
に
よ
る
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
を
推
進
。

⑷
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
推
進
（
古
紙
回

収
、
不
要
眼
鏡
回
収
、
ベ
ル
マ
ー
ク

収
集
等
）。

⑸
奉
仕
事
業
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参

加
。

２
．
保
健
福
祉

⑴
四
献
運
動
の
推
進(

献
血
を
ア
ラ
ー

ト
と
し
て
各
自
治
体
等
と
連
携
し
推

進
）。

⑵
薬
物
乱
用
防
止
活
動
の
推
進(

学
校

で
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
開
催
）。

⑶
糖
尿
病
の
啓
発
活
動
の
推
進(

研
修

会
の
開
催
等
）。

⑷
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
開
催
を
推
進(

講

習
会
の
開
催
等
）。
　

３
．
ア
ラ
ー
ト

⑴
広
域
災
害
（
地
震
・
風
雪
水
災
害)

を
想
定
し
、
防
災
・
減
災
の
方
策
を

推
進
。

⑵
各
自
治
体
の
防
災
体
制
へ
の
協
力
支

援
を
推
進
。

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

方
針
大
幅
変
更
!!

委
員
長
　
松
本

　清
（
新
居
浜
ひ
う
ち
）

Ｇ
Ｍ
Ｔ
・
Ｇ
Ｌ
Ｔ
・

Ｆ
Ｗ
Ｔ
・
会
則
委
員
会

重
大
な
任
務
を
最
後
ま
で
や
り
と
げ
ま
す
。

委
員
長
　
福
山

　宏
（
新
居
浜
）

Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・

地
区
誌
・
大
会
参
加
委
員
会

変
革
す
る
国
際
協
会
の
方
針
に
沿
っ
て

委
員
長
　
野
間 

典
子
（
今
治
く
る
し
ま
）

青
少
年
・
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ・

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会

奉
仕
事
業
の
新
た
な
挑
戦

委
員
長
　
篠
原

　悟
（
四
国
中
央
法
皇
）

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
・

ア
ラ
ー
ト
委
員
会
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Ｙ
Ｃ
Ｅ
事
業
の
基
本
精
神
、
活
動
は
従

来
全
く
変
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
国

そ
し
て
言
葉
・
歴
史
・
文
化
の
違
い
の
あ

る
若
者
達
を
ク
ラ
ブ
で
預
か
り
、
そ
し
て

ま
た
他
国
へ
派
遣
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
を
持
っ
た
次
代
を
担
う
青
少
年
を
育
成

す
る
活
動
で
す
。

　
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
受
入
も
派
遣
も
経
験

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
理
解
度
・
温
度
差
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
だ
派
遣
は
い
い
け

ど
、
受
入
と
な
る
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
ど
う
す
る
か
、
そ
し
て
Ｙ
Ｃ
Ｅ
の
為
の

ク
ラ
ブ
予
算
を
ど
う
組
む
か
な
ど
越
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
点
も
多
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
こ
の
敷
居
の
高
さ
を
乗
り
越

え
れ
ば
、
受
入
・
派
遣
を
毎
年
交
互
に
繰

り
返
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、
受
入
生

の
両
親
が
所
属
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
と
の
姉

妹
提
携
に
至
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。Ｙ

Ｃ
Ｅ
事
業
は
大
変
有
意
義
な
や
っ
て
み
れ

ば
面
白
く
、
新
た
な
発
見
の
あ
る
事
業
で

す
。
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は

我
々
の
意
識
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
よ
り
よ

い
青
少
年
を
育
成
す
る
意
味
で
の
レ
オ
ク

ラ
ブ
の
存
在
も
大
き
い
も
の
で
す
。
彼
ら

を
育
て
て
い
く
こ
と
も
私
達
の
使
命
で

す
。
今
期
か
ら
は
次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ

り
委
員
長
候
補
者
を
副
委
員
長
と
し
て
任

命
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ス
な
引
継
そ

し
て
よ
り
パ
ワ
フ
ル
な
委
員
会
を
目
指
し

ま
す
。

　
今
期
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「No try 

No change !

」「
挑
戦
な
く
し
て
成
功
な

し
！
」
こ
の
一
年
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
置
か
れ
て
い
る

環
境
、
そ
し
て
Ｉ
Ｔ
の
役
割
は
こ
こ
数
年

の
間
に
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
Ｉ
Ｔ
推
進
チ
ー
ム
の
役
割
も
変

化
に
対
応
す
る
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
開
発

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。Ｉ

Ｔ
推
進
チ
ー
ム
は
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
、

開
発
は
チ
ー
ム
内
に
「W

eb

チ
ー
ム
」
を

設
置
し
て
４
名
の
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
ま

す
。

　
今
期
、
重
点
目
標
は
ま
ず
、M

y LCI

一

本
化
に
伴
う
対
応
、
地
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
地
区
役
員
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｔ
担
当
者
と

の
協
力
体
制
構
築
の
為
に
Ｆ
Ｂ
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
を
利
用
し
情
報
共
有
、
テ
レ
ビ
電

話
会
議
を
普
及
促
進
し
ま
す
。ま
た
、キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
リ
ジ
ョ
ン
、
ゾ
ー
ン
、
各
ク

ラ
ブ
の
事
務
作
業
効
率
ア
ッ
プ
の
為
の
開

発
を
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
度
の
目
玉
と
な
る
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
次
の
１
０
０
年
を
生
き

残
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
い
え
るM

y LION

の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の

ク
ラ
ブ
や
ゾ
ー
ン
、
リ
ジ
ョ
ン
、
準
地
区
、

複
合
地
区
の
枠
を
超
え
た
、
今
ま
で
と
は

全
く
違
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
奉
仕
活
動
、
交

流
が
可
能
と
な
る
為
の
ツ
ー
ル
と
し
て
普

及
、
活
用
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（徳島城山） （土佐国府）（松茂徳島空港）

MC･ライオンズ情報･地区誌･大会参加委員会

（四国中央法皇）
鈴木 惠眞

２Ｒ

（三豊）
藤田 裕憲

５Ｒ

（徳島マリンピア）
豊永 寛二

８Ｒ

（今治中央）
佐伯 秀政

副委員長

（松山つばき）
新開 千冨美

１Ｒ

（小豆島東）
橋元 高宣

４Ｒ

（高知よさこい）
松尾 眞理子

７Ｒ

（宇和）
正司　弘

３Ｒ

（高知）
竹島　譲

６Ｒ

（徳島藍）
山畠 まゆみ

９Ｒ

（東予）
越智 敏晴

２Ｒ

（坂出シニア）
松本 昌明

５Ｒ

立道 健司
８Ｒ

（松山つばき）
村井 淳子

副委員長

（松山ホスト）
上田 文四郎

１Ｒ

（三木さぬき）
五味 俊一

４Ｒ

井上 障男
７Ｒ

（八幡浜みなと）
清家 万吉

３Ｒ

（中土佐）
前田 清次

６Ｒ

川田　修
９Ｒ

青少年･GST･LCIF･ライオンズクエスト委員会

GMT･GLT･FWT･会則委員会

（今治くるしま）
羽倉 一正

２Ｒ

（丸亀）
松浦 孝仁

５Ｒ

（小松島）
長池 文武

８Ｒ

（松山金亀）
今井 建二

１Ｒ

（小豆島）
山本 　明

４Ｒ

（土佐本山）
山下 　修

７Ｒ

（八幡浜）
澤田 龍造

３Ｒ

（高知桜）
采元 誠子

６Ｒ

（北島）（脇） （阿波勝浦） （高知りょうま）
福永 博基

９Ｒ

（伊予小松）
桑原 謙二

２Ｒ

（こんぴら）
東條　仁

５Ｒ

山下　実
８Ｒ

（松山湯築）
竹岡 秀起

１Ｒ

（高松空港）
田中　元

４Ｒ

森下 誠一
７Ｒ

（南宇和）
尾崎 功一

３Ｒ

（高知柏）
小松 和弘

６Ｒ

西川　宏
９Ｒ

環境保全･保健福祉･アラート委員会

よ
り
パ
ワ
フ
ル
な
委
員
会
に

委
員
長
　
青
井 

俊
夫
（
東
予
）

Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
・

国
際
関
係
委
員
会

次
の
１
０
０
年
生
き
残
る
た
め
の
ツ
ー
ル
誕
生

リ
ー
ダ
ー
　
井
出 

幸
彦
（
今
治
東
）

Ｉ
Ｔ
推
進
チ
ー
ム

地　区　委　員
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の
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GMT･GLT･FWT･会則委員会

（今治くるしま）
羽倉 一正

２Ｒ

（丸亀）
松浦 孝仁

５Ｒ

（小松島）
長池 文武

８Ｒ

（松山金亀）
今井 建二

１Ｒ

（小豆島）
山本 　明

４Ｒ

（土佐本山）
山下 　修

７Ｒ

（八幡浜）
澤田 龍造

３Ｒ

（高知桜）
采元 誠子

６Ｒ

（北島）（脇） （阿波勝浦） （高知りょうま）
福永 博基

９Ｒ

（伊予小松）
桑原 謙二

２Ｒ

（こんぴら）
東條　仁

５Ｒ

山下　実
８Ｒ

（松山湯築）
竹岡 秀起

１Ｒ

（高松空港）
田中　元

４Ｒ

森下 誠一
７Ｒ

（南宇和）
尾崎 功一

３Ｒ

（高知柏）
小松 和弘

６Ｒ

西川　宏
９Ｒ

環境保全･保健福祉･アラート委員会

よ
り
パ
ワ
フ
ル
な
委
員
会
に

委
員
長
　
青
井 

俊
夫
（
東
予
）

Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
・

国
際
関
係
委
員
会

次
の
１
０
０
年
生
き
残
る
た
め
の
ツ
ー
ル
誕
生

リ
ー
ダ
ー
　
井
出 

幸
彦
（
今
治
東
）

Ｉ
Ｔ
推
進
チ
ー
ム

地　区　委　員
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YCE･ライオンズレオ･国際関係委員会

（新居浜ひうち）
田坂 嘉朗

２Ｒ

（坂出）
藤原 宥然

５Ｒ

（徳島吉野川）
大木 賢人

８Ｒ

（松山南）
近藤　淳

副委員長

（伊予）
岡田 俊彦

１Ｒ

（高松西）
久保　壽

４Ｒ

（高知黒潮）
戸田 保徳

７Ｒ

（大洲）
久保 昭生

３Ｒ

（須崎）
藤戸 啓朗

６Ｒ

（鳴門西）
木村 正美

９Ｒ

（徳島すだち） （高知中央）（徳島藍）

（今治東）
井出 幸彦

２Ｒ

（三豊）
十川　剛

５Ｒ

茶谷 拓至
８Ｒ

（松山湯築）
高岡 英治

１Ｒ

（高松源平）
長尾 和彦

４Ｒ

和田 信介
７Ｒ

（宇和）
大氣 新平

３Ｒ

（大正）
松下 充宏

６Ｒ

山口 幸子
９Ｒ

IT推進チーム

地区名誉顧問会議

会　議　名　称 開　催　日 開　催　地 備　　　　考

地区キャビネット会議

地区特別資金積立金会計管理委員会
地区緊急援助引当金委員会

リジョン会議

ガバナー諮問委員会

ゾーンレベル委員会

現・次期・キャビネット引継会

2018年７月15日（日）
2018年11月３日（土）
2019年２月２日（土）
2019年５月18日（土）
2018年７月16日（月）
2018年11月４日（日）
2019年２月３日（日）
2019年５月19日（日）

2018年８～９月中
2018年11～12月中
2019年２～３月中
2019年５～６月中
2018年８～９月中
2018年11～12月中
2019年３月中
2019年５～６月中

会長･幹事･会計･会員委員長
会長･幹事･会員委員長
会長･第一副･幹事･会員委員長
新旧三役引継

2018年８～９月中
2018年11～12月中
2019年３月中
2019年５～６月中

2019年6月

2018年11月３日（土）

2018年11月４日（日）

西　条　市
西　条　市
松　山　市
西　条　市
西　条　市
西　条　市
松　山　市
西　条　市

各リジョン毎に開催

各リジョン毎に開催

各
ゾ
ー
ン

毎
に
開
催

西　条　市

必要に応じて開催（名誉顧問会議の前後に開催）

西　条　市

西　条　市

第１回地区内諸問題の協議
第２回地区内諸問題の協議
第３回地区内諸問題の協議
第４回地区内諸問題の協議
第１回地区内諸問題の協議
第２回地区内諸問題の協議
第３回地区内諸問題の協議
第４回地区内諸問題の協議

・ＲＣが主宰し会議の議長となる
・リジョン内のＺＣ、地区委員で構成
・５月～６月は現・次期の引継会

・ＺＣが主宰し会議の議長となる
・ＺＣ及びクラブ会長・幹事他で構成

・ゾーン会員顧問※が主催し、会議の議長となる
・ＺＣ、クラブ会員委員長で構成

・次期地区ガバナーに記録や帳簿の引き継ぎ、要
点説明(新旧の幹事・会計が同席)

地区緊急援助引当金打合せ必要に応じて開催

１
２
１
２
４
４
３
３
１
１
２
２
３
３
３
３
２
２
１
１
２
３
１
２
３
１
１
３

１

2

3

4

5

6

7

8

9

65周年記念
15周年記念
30周年記念
55周年記念
55周年記念
35周年記念
40周年記念
55周年記念
55周年記念
45周年記念
40周年記念
25周年記念
55周年記念
55周年記念
30周年記念
15周年記念
55周年記念
25周年記念
25周年記念
50周年記念
50周年記念
50周年記念
40周年記念
45周年記念
55周年記念
15周年記念
50周年記念
30周年記念

松山ホストLC
松山湯築LC
新居浜別子LC
今治中央LC
東予LC
伊予小松LC
鬼北LC
伊予吉田LC
小豆島LC
高松南LC
直島LC
高松源平LC
東かがわLC
長尾LC
三木さぬきLC
高松グリーンLC
多度津LC
観音寺中央LC
高知桜LC
高知レオクラブ
佐川越知LC
大正LC
高知鏡川LC
高知中央LC
土佐山田LC
徳島すだちLC
藍住LC
神山ＬＣ

2019年３月16日（土）
未定
2018年11月10日（土）
2019年３月９日（土）
2018年12月５日（水）
2019年４月　予定
2019年５月　予定
2018年10月　予定
記念例会
記念例会
2018年10月28日（日）
2018年12月９日（日）
未定
2018年11月３日（土）
2019年２月９日（土）
未定
2018年８月26日（日）
2019年３月17日（日）
2019年３月３日（日）
2019年３月17日（日）
2019年４月21日（日）
未定
2019年４月21日（日）
2018年10月28日（日）
未定
未定　
2019年５月12日（日）
未定

Ｒ Ｚ 周年行事予定日ク　ラ　ブ　名 周年事業名 行　事　開　催　場　所
国際ホテル松山

グラッツェふじ
今治国際ホテル
ホテルユニバース
周年例会の予定

ベネッセパークホール
ホテルパールガーデン

トレタス白山
トレタス白山

オークラホテル丸亀
観音寺グランドホテル
三翠園
ザクラウンパレス新阪急高知
JAパストラル

ホテル日航高知旭ロイヤル
ザクラウンパレス新阪急高知

阿波観光ホテル

日　付

7月14日 10月27日 ワークショップ 校内型 愛媛県 四国中央市

※公募型セミナー・ワークショップの参加希望者は、担当クラブまでお申し込み下さい。

柴　咲子

8月21日 8月22日 ワークショップ 公募型 徳島県 鳴門市 鳴門市教育委員会研修

緑ヶ丘認定こども園

柴　咲子

8月23日 8月24日 ワークショップ 校内型 高知県 土佐市 土佐市立土佐南中学校他校内研修 柴　咲子

内　容 開催地 研修対象等 講　師

地　区　委　員

2018～2019年度　336-Ａ地区会議計画

2018～2019年度　クラブ周年事業予定

2018年 ライオンズクエスト「ライフスキル教育」2018年

21世紀を生きる青少年のために

夏季ワークショップ・セミナー予定一覧表

ライオンズクエスト「ライフスキル教育」

2018 年 7 月 10 日現在

　ライオンズクエストは、エビデンス（学術的に検証され、認められた効果）に基づく
プログラムです。青少年が、思いやりと能力を備えた社会の一員となるために必要な、
意味ある経験をする機会とあたたかい人間関係を提供し、青少年とその家族を取り
巻く世界の変化に対応することをねらいとしています。自律心、責任感、よい意思
決定、他者の尊重、そして社会貢献する心を養うスキルや行動を教えることにより、
青少年が21世紀における家庭生活、市民生活、そして働くことへの責任を負う準備
を手助けします。
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YCE･ライオンズレオ･国際関係委員会

（新居浜ひうち）
田坂 嘉朗

２Ｒ

（坂出）
藤原 宥然

５Ｒ

（徳島吉野川）
大木 賢人

８Ｒ

（松山南）
近藤　淳

副委員長

（伊予）
岡田 俊彦

１Ｒ

（高松西）
久保　壽

４Ｒ

（高知黒潮）
戸田 保徳

７Ｒ

（大洲）
久保 昭生

３Ｒ

（須崎）
藤戸 啓朗

６Ｒ

（鳴門西）
木村 正美

９Ｒ

（徳島すだち） （高知中央）（徳島藍）

（今治東）
井出 幸彦

２Ｒ

（三豊）
十川　剛

５Ｒ

茶谷 拓至
８Ｒ

（松山湯築）
高岡 英治

１Ｒ

（高松源平）
長尾 和彦

４Ｒ

和田 信介
７Ｒ

（宇和）
大氣 新平

３Ｒ

（大正）
松下 充宏

６Ｒ

山口 幸子
９Ｒ

IT推進チーム

地区名誉顧問会議

会　議　名　称 開　催　日 開　催　地 備　　　　考

地区キャビネット会議

地区特別資金積立金会計管理委員会
地区緊急援助引当金委員会

リジョン会議

ガバナー諮問委員会

ゾーンレベル委員会

現・次期・キャビネット引継会

2018年７月15日（日）
2018年11月３日（土）
2019年２月２日（土）
2019年５月18日（土）
2018年７月16日（月）
2018年11月４日（日）
2019年２月３日（日）
2019年５月19日（日）

2018年８～９月中
2018年11～12月中
2019年２～３月中
2019年５～６月中
2018年８～９月中
2018年11～12月中
2019年３月中
2019年５～６月中

会長･幹事･会計･会員委員長
会長･幹事･会員委員長
会長･第一副･幹事･会員委員長
新旧三役引継

2018年８～９月中
2018年11～12月中
2019年３月中
2019年５～６月中

2019年6月

2018年11月３日（土）

2018年11月４日（日）

西　条　市
西　条　市
松　山　市
西　条　市
西　条　市
西　条　市
松　山　市
西　条　市

各リジョン毎に開催

各リジョン毎に開催

各
ゾ
ー
ン

毎
に
開
催

西　条　市

必要に応じて開催（名誉顧問会議の前後に開催）

西　条　市

西　条　市

第１回地区内諸問題の協議
第２回地区内諸問題の協議
第３回地区内諸問題の協議
第４回地区内諸問題の協議
第１回地区内諸問題の協議
第２回地区内諸問題の協議
第３回地区内諸問題の協議
第４回地区内諸問題の協議

・ＲＣが主宰し会議の議長となる
・リジョン内のＺＣ、地区委員で構成
・５月～６月は現・次期の引継会

・ＺＣが主宰し会議の議長となる
・ＺＣ及びクラブ会長・幹事他で構成

・ゾーン会員顧問※が主催し、会議の議長となる
・ＺＣ、クラブ会員委員長で構成

・次期地区ガバナーに記録や帳簿の引き継ぎ、要
点説明(新旧の幹事・会計が同席)

地区緊急援助引当金打合せ必要に応じて開催

１
２
１
２
４
４
３
３
１
１
２
２
３
３
３
３
２
２
１
１
２
３
１
２
３
１
１
３

１

2

3

4

5

6

7

8

9

65周年記念
15周年記念
30周年記念
55周年記念
55周年記念
35周年記念
40周年記念
55周年記念
55周年記念
45周年記念
40周年記念
25周年記念
55周年記念
55周年記念
30周年記念
15周年記念
55周年記念
25周年記念
25周年記念
50周年記念
50周年記念
50周年記念
40周年記念
45周年記念
55周年記念
15周年記念
50周年記念
30周年記念

松山ホストLC
松山湯築LC
新居浜別子LC
今治中央LC
東予LC
伊予小松LC
鬼北LC
伊予吉田LC
小豆島LC
高松南LC
直島LC
高松源平LC
東かがわLC
長尾LC
三木さぬきLC
高松グリーンLC
多度津LC
観音寺中央LC
高知桜LC
高知レオクラブ
佐川越知LC
大正LC
高知鏡川LC
高知中央LC
土佐山田LC
徳島すだちLC
藍住LC
神山ＬＣ

2019年３月16日（土）
未定
2018年11月10日（土）
2019年３月９日（土）
2018年12月５日（水）
2019年４月　予定
2019年５月　予定
2018年10月　予定
記念例会
記念例会
2018年10月28日（日）
2018年12月９日（日）
未定
2018年11月３日（土）
2019年２月９日（土）
未定
2018年８月26日（日）
2019年３月17日（日）
2019年３月３日（日）
2019年３月17日（日）
2019年４月21日（日）
未定
2019年４月21日（日）
2018年10月28日（日）
未定
未定　
2019年５月12日（日）
未定

Ｒ Ｚ 周年行事予定日ク　ラ　ブ　名 周年事業名 行　事　開　催　場　所
国際ホテル松山

グラッツェふじ
今治国際ホテル
ホテルユニバース
周年例会の予定

ベネッセパークホール
ホテルパールガーデン

トレタス白山
トレタス白山

オークラホテル丸亀
観音寺グランドホテル
三翠園
ザクラウンパレス新阪急高知
JAパストラル

ホテル日航高知旭ロイヤル
ザクラウンパレス新阪急高知

阿波観光ホテル

日　付

7月14日 10月27日 ワークショップ 校内型 愛媛県 四国中央市

※公募型セミナー・ワークショップの参加希望者は、担当クラブまでお申し込み下さい。

柴　咲子

8月21日 8月22日 ワークショップ 公募型 徳島県 鳴門市 鳴門市教育委員会研修

緑ヶ丘認定こども園

柴　咲子

8月23日 8月24日 ワークショップ 校内型 高知県 土佐市 土佐市立土佐南中学校他校内研修 柴　咲子

内　容 開催地 研修対象等 講　師

地　区　委　員

2018～2019年度　336-Ａ地区会議計画

2018～2019年度　クラブ周年事業予定

2018年 ライオンズクエスト「ライフスキル教育」2018年

21世紀を生きる青少年のために

夏季ワークショップ・セミナー予定一覧表

ライオンズクエスト「ライフスキル教育」

2018 年 7 月 10 日現在

　ライオンズクエストは、エビデンス（学術的に検証され、認められた効果）に基づく
プログラムです。青少年が、思いやりと能力を備えた社会の一員となるために必要な、
意味ある経験をする機会とあたたかい人間関係を提供し、青少年とその家族を取り
巻く世界の変化に対応することをねらいとしています。自律心、責任感、よい意思
決定、他者の尊重、そして社会貢献する心を養うスキルや行動を教えることにより、
青少年が21世紀における家庭生活、市民生活、そして働くことへの責任を負う準備
を手助けします。
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クラブは、期日までにRC ・ZC ・地区委員・道前キャビネットに提出する。

○ RC ・ZC 及び各委員は、主管するアワードについて、R 内の集計を行う。
○ 各RC がＺＣ会議を招集し、地区委員会主管のアワードについては各地区委員が主導して説明、協議

する。各R の地区委員は、地区委員長に対し報告する。（マンスリーレポートによるアワードは除く）
○ RC 主管のアワードについてはキャビネットに対し報告する。
地区委員会別に地区委員長が地区内の９人の委員を招集し、主管の地区委員会別にアワードを決定する。

（担当副幹事を出席させるも可）その後、地区委員長はキャビネットへ報告する。
※ 委員長はその結果を、最終選考会までにRC 及びZC に報告する。

2019年２月１日（金）
クラブの提出期限

２月12 日（火）
リジョン内集計、協議、
委員会提出期限

２月22日（金）
地区委員会決定、
キャビネット報告期限

キャビネット（道前）にて最終選考会（下記メンバー）
３役３名（地区ガバナー・幹事・会計）、ＲＣ９名、常設委員長５名、ＩＴ推進チーム１名、
副幹事10名　　計28名

３月１日（金）
キャビネット最終選考会

＊周年記念式典と日程がバッティング
した場合は、変更の可能性がある。

2018～2019年度　アワード選考会ルール及び日程

Ｒ
1
2
3

4

5
6
7
8
9

10
11
12
13

14

15

16

17

18

19
20

21

22

23

24

25
26
27

28

29

30

31

32

33

34

特別賞
優秀賞

金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅

相当数

金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅
金 . 銀 . 銅

特別賞

特別賞

金 . 銀 . 銅

優秀賞

金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅
金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅

優秀賞
努力賞

優秀賞
貢献賞

優秀貢献賞
金・銀・銅
特別友好賞

特別賞

功労賞

優秀賞
努力賞

金・銀・銅

授　　　与　　　基　　　準 アワード 選考主管種　　　類

　
グ
ド
ラ
ン
・
ビ
ョ
ー
ト
・
イ
ン
グ
バ
ド

タ
ー
国
際
会
長
が
掲
げ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

４
つ
の
重
要
分
野

「
１
．
会
員
増
強
を
押
し
進
め
る
　
２
．

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
を
強
化
す
る
　

３
．
ラ
イ
オ
ン
ズ
同
士
の
交
流
を
奨
励
す

る
　
４
．
私
た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え

る
」
に
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
き
、
ま

た
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
　

No try No change!

（
挑
戦
な
く
し
て
成

功
な
し
）
の
も
と
変
革
を
求
め
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
ク
ラ
ブ
の
発
展
活
性
化
の
た
め

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
対
象
と
し
て
評

価
を
致
し
ま
す
。
地
区
委
員
会
委
員
、
委

員
長
ま
た
Ｒ
Ｃ
、Ｚ
Ｃ
か
ら
の
推
薦
も
尊

重
致
し
ま
す
。

　
ま
た
ク
ラ
ブ
運
営
の
改
革
や
新
規
奉
仕

事
業
を
重
点
項
目
に
挙
げ
て
考
慮
致
し
ま

す
。

　
そ
の
他
の
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
ガ

バ
ナ
ー
地
区
運
営
基
本
方
針
に
沿
っ
て
積

極
的
な
活
動
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
参
照

　
２
０
１
８
年
２
月
１
日
〜
２
０
１
９
年

１
月
31
日
を
対
象
と
し
て
、
第
65
回
地
区

年
次
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。（
第
64
回
地

区
年
次
大
会
表
彰
対
象
期
間
以
後
の
２
０

１
８
年
２
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で
の
も

の
は
、
前
年
度
徳
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ
り
、

申
し
送
り
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。）

　
２
０
１
９
年
２
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま

で
の
申
請
書
類
は
、
次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

に
申
し
送
り
ま
す
。

⑴
　
各
ク
ラ
ブ
は
２
月
１
日
（
後
期
は
６

月
10
日
）
ま
で
に
、
対
象
期
間
内
に
実

施
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
種
類
毎
に

代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
各
１
件

を
、
所
属
Ｚ
Ｃ
・Ｒ
Ｃ
、
並
び
に
各
地

区
委
員
に
提
出
す
る
。
参
考
資
料
を
出

来
る
だ
け
添
付
す
る
こ
と
。

⑵
　
Ｒ
Ｃ
は
２
月
12
日
（
後
期
は
６
月
20

日
）ま
で
に
、優
秀
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

他
を
選
考
し
、
推
薦
書
を
つ
け
て
、
選

考
主
管
担
当
委
員
長
宛
に
提
出
す
る
。

⑶
　
各
委
員
長
は
委
員
会
毎
に
選
考
会
を

開
催
し
、
そ
の
結
果
を
２
月
22
日
（
後

期
は
６
月
末
日
）
ま
で
に
、
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
に
提
出
す
る
。

⑷
　
最
終
選
考
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
招

集
し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
・
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
・Ｒ
Ｃ
・
担
当
地
区
委
員

長
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
を
も
っ
て

構
成
し
、
選
考
基
準
に
よ
っ
て
各
賞
を

選
定
す
る
。
尚
、
選
考
会
意
見
を
尊
重

す
る
。

⑸
　
後
期
分
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
同
様

の
手
順
を
経
て
、Ｒ
Ｃ
ま
た
は
委
員
長

が
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
今
期

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
次
期
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
申
し
送
り
を
す
る
。

⑹
　
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、
国
際
協
会
表
彰

に
つ
い
て
、
推
薦
申
請
を
す
る
。

全てのアクティビティにおいて優秀とされるクラブガバナー特別賞

A クラブ表彰（対象期間：2018年２月１日～ 2019年１月末） 2018年６月20日現

新しい奉仕事業に取り組み、かつアイディア等で成功したクラブ新規アクティビティ実践賞
事業資金獲得賞 アクティビティ資金捻出にあたり、優れた企画において実践しているクラブ

エクステンション賞・支部賞

グッドスタンディング賞授与基準によるクラブ優秀賞グッドスタンディング賞
周年行事をはじめ、各賞に該当しないが貢献が特に著しいクラブ特別クラブ功労賞
任期中に目立った業績を残したクラブ幹事を表彰する。地区ガバナーによってのみ授与される100％クラブ幹事賞
・純増２名以上（物故会員を含めて）・女性会員増強賞・家族会員増強賞会員増強賞
ガバナー公式訪問・ガバナー諮問委員会及びクラブ委員長スクール出席優秀クラブ公式行事出席優秀賞
家族会員のアクティビティ参加。内容（人員、担当内容、結果）によるアクティビティ特別賞
クラブ活性の為に行動計画を立案し、実践したクラブCQI（クラブ活性化計画）実行賞
クラブ会報誌評価表によるクラブ会報優秀賞
アクティビティをマスコミに取り上げられた回数、内容の優れたクラブマスコミ報道優秀賞
ホームページやフェイスブック等の活用、または目に見える形の物を寄贈しライオンズクラ
ブを地域社会に大きくアピールしたクラブライオンズ情報特別賞

国際大会、OSEALフォーラム、複合地区年次大会、準地区年次大会に積極的に参加したクラブ大会参加特別賞

青少年指導優秀賞

平和ポスターコンテストによる平和ポスター賞

ＧST賞

年間のべ３名以上または３口以上MJF賞
LCIFに貢献が著しいクラブLCIF賞

ライオンズクエスト奨励賞

「ありがとうはがき」の主旨を実践したクラブありがとうはがきメッセージ賞

環境保全賞
アクティビティレポート審査
による

・献眼協力部門・献腎協力部門・臓器提供意思表示カード
献血協力部門保健福祉賞 マンスリーレポート等による

アクティビティでの審査による

骨髄バンク・骨髄提供部門
社会福祉施設への功労社会福祉賞
教育現場への啓発活動薬物乱用防止活動賞
青少年に対する教育、啓発活動糖尿病教育部門
１） 災害対策部門賞

アラート賞
２） 救援対策部門賞
交換生の受け入れ・派遣を実践したクラブYCEプログラム優秀賞
A 地元の留学生に対する援助

国際関係賞 B 海外クラブとの姉妹クラブの締結
地元国際交流協会との提携事業国際交流賞

ライオンズレオ優秀賞

従来の発想を超えた同好会であり、クラブ運営や外部へのMC（マーケティング・コミュニケー
ション）効果に貢献している

・レオクラブをスポンサーしたクラブ
・レオクラブの活動強化に貢献したクラブ
・クラブでITを活用してコストの低減を行ったクラブ
・ＦＢ，MylionなどのITを活用して、クラブの活性化を実現したクラブ
・もしくはそれぞれに取り組んでいるクラブ

IT推進賞

同好会優秀賞

環境保全に対し著しい功労があった
故紙・眼鏡・書き損じハガキ・切手回収
花壇の整備、植樹

・クラブ主催のワークショップを開催した
・クラブ主催のセミナーを開催した
・ライオンズクエストの普及活動に貢献した
・ワークショップに教員を３名以上支援した
・ライオンズクエストへの寄付をした

日本GSTの掲げた「４つの重大目標」（1. 糖尿病啓発事業 2.ライフジャケット寄贈事業 3.子
供の貧困、小児がん及び障がい者支援事業 4.スペシャルオリンピックス日本とのパートナー
シップ事業）を新規に始めたクラブ

青少年に夢と希望を与える機会を提供したクラブ
青少年に奉仕を促す機会を提供したクラブ

（個人および団体に対して）

結成に至るまでの経緯・経過・結果等を対象とする
クラブ支部結成最多クラブ
クラブ支部結成エクステンションに卓越した成果を上げたクラブを特別表彰

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

ＧＭＴ・ＧＬ
Ｔ・ＦＷＴ・
会則委員会

ＭＣ・ライ
オンズ情報・
地区誌・大
会参加委員

会

青少年・
ＧSＴ・ＬＣＩ
Ｆ・ライオ
ンズクエス
ト委員会

ＹＣＥ・ラ
イオンズレ
オ・国際関
係委員会

環境保全・
保健福祉・
アラート委

員会

I T 推進
チーム

副幹事

相当数

授　　　与　　　基　　　準 アワード 選考主管種　　　類
ライオニズム高揚に特に貢献のあった会員  
各種大会等への積極的な出席でライオニズムの高揚を実践した会員  
５回以上からの出席  
５回以上からの出席  
５回以上からの出席  
登録者全員  
２人目から５人目の子会員はのぞく  

特別功労ライオン賞 
大会出席・フォーラム出席賞 
地区年次大会 
OSEALフォーラム 
国際大会 
骨髄移植ドナー登録 
新入会員スポンサー賞 

B 個人表彰（対象期間：2018年２月１日～ 2019年１月末）

D その他     既存のアワード以外にも地区独自のものを検討しています。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

特別賞
アワード１．ノンライオンの方でライオンズクラブの奉仕活動に特別の功績のあった方    

２．献眼・献腎・献骨髄をされた方（その都度、地区ガバナーより感謝状を贈る。）

C 一般表彰

地区ガバナーズ・アワードの種類（2018～2019年度） ２
０
１
８
〜
２
０
１
９
年
度

ガ
バ
ナ
ー
ズ･

ア
ワ
ー
ド
表
彰
に
つ
い
て

1 

表
彰
の
対
象

2 

ア
ワ
ー
ド
の
種
類

3
表
彰
の
方
法

A 

年
次
大
会
に
お
け
る
表
彰

B 

後
期
分
の
引
き
継
ぎ

4
選
考
方
法

（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
選
考
会
　
２
０
１
９

年
３
月
1
日
開
催
予
定
）

ガバナーズ・アワード表彰

2728

Lions Clubs International
We  Serve

クラブは、期日までにRC ・ZC ・地区委員・道前キャビネットに提出する。

○ RC ・ZC 及び各委員は、主管するアワードについて、R 内の集計を行う。
○ 各RC がＺＣ会議を招集し、地区委員会主管のアワードについては各地区委員が主導して説明、協議

する。各R の地区委員は、地区委員長に対し報告する。（マンスリーレポートによるアワードは除く）
○ RC 主管のアワードについてはキャビネットに対し報告する。
地区委員会別に地区委員長が地区内の９人の委員を招集し、主管の地区委員会別にアワードを決定する。

（担当副幹事を出席させるも可）その後、地区委員長はキャビネットへ報告する。
※ 委員長はその結果を、最終選考会までにRC 及びZC に報告する。

2019年２月１日（金）
クラブの提出期限

２月12 日（火）
リジョン内集計、協議、
委員会提出期限

２月22日（金）
地区委員会決定、
キャビネット報告期限

キャビネット（道前）にて最終選考会（下記メンバー）
３役３名（地区ガバナー・幹事・会計）、ＲＣ９名、常設委員長５名、ＩＴ推進チーム１名、
副幹事10名　　計28名

３月１日（金）
キャビネット最終選考会

＊周年記念式典と日程がバッティング
した場合は、変更の可能性がある。

2018～2019年度　アワード選考会ルール及び日程

Ｒ
1
2
3

4

5
6
7
8
9

10
11
12
13

14

15

16

17

18

19
20

21

22

23

24

25
26
27

28

29

30

31

32

33

34

特別賞
優秀賞

金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅

相当数

金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅
金 . 銀 . 銅

特別賞

特別賞

金 . 銀 . 銅

優秀賞

金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅
金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅

金 . 銀 . 銅

優秀賞
努力賞

優秀賞
貢献賞

優秀貢献賞
金・銀・銅
特別友好賞

特別賞

功労賞

優秀賞
努力賞

金・銀・銅

授　　　与　　　基　　　準 アワード 選考主管種　　　類

　
グ
ド
ラ
ン
・
ビ
ョ
ー
ト
・
イ
ン
グ
バ
ド

タ
ー
国
際
会
長
が
掲
げ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

４
つ
の
重
要
分
野

「
１
．
会
員
増
強
を
押
し
進
め
る
　
２
．

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
を
強
化
す
る
　

３
．
ラ
イ
オ
ン
ズ
同
士
の
交
流
を
奨
励
す

る
　
４
．
私
た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え

る
」
に
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
き
、
ま

た
関
野
邦
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
　

No try No change!

（
挑
戦
な
く
し
て
成

功
な
し
）
の
も
と
変
革
を
求
め
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
ク
ラ
ブ
の
発
展
活
性
化
の
た
め

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
対
象
と
し
て
評

価
を
致
し
ま
す
。
地
区
委
員
会
委
員
、
委

員
長
ま
た
Ｒ
Ｃ
、Ｚ
Ｃ
か
ら
の
推
薦
も
尊

重
致
し
ま
す
。

　
ま
た
ク
ラ
ブ
運
営
の
改
革
や
新
規
奉
仕

事
業
を
重
点
項
目
に
挙
げ
て
考
慮
致
し
ま

す
。

　
そ
の
他
の
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
ガ

バ
ナ
ー
地
区
運
営
基
本
方
針
に
沿
っ
て
積

極
的
な
活
動
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
参
照

　
２
０
１
８
年
２
月
１
日
〜
２
０
１
９
年

１
月
31
日
を
対
象
と
し
て
、
第
65
回
地
区

年
次
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。（
第
64
回
地

区
年
次
大
会
表
彰
対
象
期
間
以
後
の
２
０

１
８
年
２
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で
の
も

の
は
、
前
年
度
徳
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ
り
、

申
し
送
り
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。）

　
２
０
１
９
年
２
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま

で
の
申
請
書
類
は
、
次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

に
申
し
送
り
ま
す
。

⑴
　
各
ク
ラ
ブ
は
２
月
１
日
（
後
期
は
６

月
10
日
）
ま
で
に
、
対
象
期
間
内
に
実

施
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
種
類
毎
に

代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
各
１
件

を
、
所
属
Ｚ
Ｃ
・Ｒ
Ｃ
、
並
び
に
各
地

区
委
員
に
提
出
す
る
。
参
考
資
料
を
出

来
る
だ
け
添
付
す
る
こ
と
。

⑵
　
Ｒ
Ｃ
は
２
月
12
日
（
後
期
は
６
月
20

日
）ま
で
に
、優
秀
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

他
を
選
考
し
、
推
薦
書
を
つ
け
て
、
選

考
主
管
担
当
委
員
長
宛
に
提
出
す
る
。

⑶
　
各
委
員
長
は
委
員
会
毎
に
選
考
会
を

開
催
し
、
そ
の
結
果
を
２
月
22
日
（
後

期
は
６
月
末
日
）
ま
で
に
、
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
に
提
出
す
る
。

⑷
　
最
終
選
考
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
招

集
し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
・
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
・Ｒ
Ｃ
・
担
当
地
区
委
員

長
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
を
も
っ
て

構
成
し
、
選
考
基
準
に
よ
っ
て
各
賞
を

選
定
す
る
。
尚
、
選
考
会
意
見
を
尊
重

す
る
。

⑸
　
後
期
分
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
同
様

の
手
順
を
経
て
、Ｒ
Ｃ
ま
た
は
委
員
長

が
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
今
期

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
次
期
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
申
し
送
り
を
す
る
。

⑹
　
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、
国
際
協
会
表
彰

に
つ
い
て
、
推
薦
申
請
を
す
る
。

全てのアクティビティにおいて優秀とされるクラブガバナー特別賞

A クラブ表彰（対象期間：2018年２月１日～ 2019年１月末） 2018年６月20日現

新しい奉仕事業に取り組み、かつアイディア等で成功したクラブ新規アクティビティ実践賞
事業資金獲得賞 アクティビティ資金捻出にあたり、優れた企画において実践しているクラブ

エクステンション賞・支部賞

グッドスタンディング賞授与基準によるクラブ優秀賞グッドスタンディング賞
周年行事をはじめ、各賞に該当しないが貢献が特に著しいクラブ特別クラブ功労賞
任期中に目立った業績を残したクラブ幹事を表彰する。地区ガバナーによってのみ授与される100％クラブ幹事賞
・純増２名以上（物故会員を含めて）・女性会員増強賞・家族会員増強賞会員増強賞
ガバナー公式訪問・ガバナー諮問委員会及びクラブ委員長スクール出席優秀クラブ公式行事出席優秀賞
家族会員のアクティビティ参加。内容（人員、担当内容、結果）によるアクティビティ特別賞
クラブ活性の為に行動計画を立案し、実践したクラブCQI（クラブ活性化計画）実行賞
クラブ会報誌評価表によるクラブ会報優秀賞
アクティビティをマスコミに取り上げられた回数、内容の優れたクラブマスコミ報道優秀賞
ホームページやフェイスブック等の活用、または目に見える形の物を寄贈しライオンズクラ
ブを地域社会に大きくアピールしたクラブライオンズ情報特別賞

国際大会、OSEALフォーラム、複合地区年次大会、準地区年次大会に積極的に参加したクラブ大会参加特別賞

青少年指導優秀賞

平和ポスターコンテストによる平和ポスター賞

ＧST賞

年間のべ３名以上または３口以上MJF賞
LCIFに貢献が著しいクラブLCIF賞

ライオンズクエスト奨励賞

「ありがとうはがき」の主旨を実践したクラブありがとうはがきメッセージ賞

環境保全賞
アクティビティレポート審査
による

・献眼協力部門・献腎協力部門・臓器提供意思表示カード
献血協力部門保健福祉賞 マンスリーレポート等による

アクティビティでの審査による

骨髄バンク・骨髄提供部門
社会福祉施設への功労社会福祉賞
教育現場への啓発活動薬物乱用防止活動賞
青少年に対する教育、啓発活動糖尿病教育部門
１） 災害対策部門賞

アラート賞
２） 救援対策部門賞
交換生の受け入れ・派遣を実践したクラブYCEプログラム優秀賞
A 地元の留学生に対する援助

国際関係賞 B 海外クラブとの姉妹クラブの締結
地元国際交流協会との提携事業国際交流賞

ライオンズレオ優秀賞

従来の発想を超えた同好会であり、クラブ運営や外部へのMC（マーケティング・コミュニケー
ション）効果に貢献している

・レオクラブをスポンサーしたクラブ
・レオクラブの活動強化に貢献したクラブ
・クラブでITを活用してコストの低減を行ったクラブ
・ＦＢ，MylionなどのITを活用して、クラブの活性化を実現したクラブ
・もしくはそれぞれに取り組んでいるクラブ

IT推進賞

同好会優秀賞

環境保全に対し著しい功労があった
故紙・眼鏡・書き損じハガキ・切手回収
花壇の整備、植樹

・クラブ主催のワークショップを開催した
・クラブ主催のセミナーを開催した
・ライオンズクエストの普及活動に貢献した
・ワークショップに教員を３名以上支援した
・ライオンズクエストへの寄付をした

日本GSTの掲げた「４つの重大目標」（1. 糖尿病啓発事業 2.ライフジャケット寄贈事業 3.子
供の貧困、小児がん及び障がい者支援事業 4.スペシャルオリンピックス日本とのパートナー
シップ事業）を新規に始めたクラブ

青少年に夢と希望を与える機会を提供したクラブ
青少年に奉仕を促す機会を提供したクラブ

（個人および団体に対して）

結成に至るまでの経緯・経過・結果等を対象とする
クラブ支部結成最多クラブ
クラブ支部結成エクステンションに卓越した成果を上げたクラブを特別表彰

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

ＧＭＴ・ＧＬ
Ｔ・ＦＷＴ・
会則委員会

ＭＣ・ライ
オンズ情報・
地区誌・大
会参加委員

会

青少年・
ＧSＴ・ＬＣＩ
Ｆ・ライオ
ンズクエス
ト委員会

ＹＣＥ・ラ
イオンズレ
オ・国際関
係委員会

環境保全・
保健福祉・
アラート委

員会

I T 推進
チーム

副幹事

相当数

授　　　与　　　基　　　準 アワード 選考主管種　　　類
ライオニズム高揚に特に貢献のあった会員  
各種大会等への積極的な出席でライオニズムの高揚を実践した会員  
５回以上からの出席  
５回以上からの出席  
５回以上からの出席  
登録者全員  
２人目から５人目の子会員はのぞく  

特別功労ライオン賞 
大会出席・フォーラム出席賞 
地区年次大会 
OSEALフォーラム 
国際大会 
骨髄移植ドナー登録 
新入会員スポンサー賞 

B 個人表彰（対象期間：2018年２月１日～ 2019年１月末）

D その他     既存のアワード以外にも地区独自のものを検討しています。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

特別賞
アワード１．ノンライオンの方でライオンズクラブの奉仕活動に特別の功績のあった方    

２．献眼・献腎・献骨髄をされた方（その都度、地区ガバナーより感謝状を贈る。）

C 一般表彰

地区ガバナーズ・アワードの種類（2018～2019年度） ２
０
１
８
〜
２
０
１
９
年
度

ガ
バ
ナ
ー
ズ･

ア
ワ
ー
ド
表
彰
に
つ
い
て

1 

表
彰
の
対
象

2 

ア
ワ
ー
ド
の
種
類

3
表
彰
の
方
法

A 

年
次
大
会
に
お
け
る
表
彰

B 

後
期
分
の
引
き
継
ぎ

4
選
考
方
法

（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
選
考
会
　
２
０
１
９

年
３
月
1
日
開
催
予
定
）
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336-A地区 組織表

１RC

１R

９R８R７R６R５R４R３R２R１R

２
ZC

３
ZC

１
ZC

松山白鷹

議　　長
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問

徳島城山
こんぴら
高 知 柏
板　　野
高松玉藻
高 知 桂
松山湯築
坂出白峰
高 知 柏
保　　内
今治中央

三木さぬき
松 山 西

藤 岡 　 明
２RC

今　　治
羽田野修司

３RC

伊　　方
末 光 勝 幸

４RC

東かがわ
田 中 貞 男

５RC

丸　　亀
植 田 誠 一

６RC

高　　知
山 﨑 勝 彦

７RC

土佐香南
池 本 耕 三

８RC

徳島吉野川
大 井 倫 夫

９RC

阿波池田
三 木 和 弘

川 辺 信 郎
真 鍋 　 隆
橋 本 充 好
木 内 千 春
松 前 龍 宗
長谷川　憲　男
菅 　 武 廣
山 地 章 靖
三 谷 智 省
西園寺　純　一
西 原 　 透
石 川 俊 夫
宮　内　浩四郎

委 員 長 新居浜ひうち松 本 　 清

元地区ガバナー
元地区ガバナー
元地区ガバナー
元地区ガバナー

高知黒潮
高知中央
伊予三島
松 山 東

宮 地 健 三
中 澤 芳 信
高 岡 祐 三
宮 内 政 三

監査委員
監査委員

こんぴら
松山センチュリー

近 兼 聖 弘
大 門 　 勝

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

東　　予
徳島城山

松山センチュリー
高知りょうま

こんぴら
高 知 柏
板　　野
高松玉藻
高 知 桂
松山湯築
坂出白峰
高 知 柏
保　　内
今治中央

三木さぬき
松 山 西
東　　予
西　　条

関 野 邦 夫
川 辺 信 郎
友 澤 節 男
酒 井 公 一
真 鍋 　 隆
橋 本 充 好
木 内 千 春
松 前 龍 宗
長谷川　憲　男
菅 　 武 廣
山 地 章 靖
三 谷 智 省
西園寺　純　一
西 原 　 透
石 川 俊 夫
宮　内　浩四郎
佐 藤 公 平
花 山 志 郎

委 員 長
副委員長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

東　　予
松山センチュリー
高知りょうま

東　　予
西　　条
松山白鷺
今　　治
伊　　方
東かがわ
丸　　亀
高　　知
土佐香南

徳島吉野川
阿波池田

関 野 邦 夫
友 澤 節 男
酒 井 公 一
佐 藤 公 平
花 山 志 郎
藤 岡 　 明
羽田野　修　司
末 光 勝 幸
田 中 貞 男
植 田 誠 一
山 﨑 勝 彦
池 本 耕 三
大 井 倫 夫
三 木 和 弘

１Ｒ担当
２Ｒ担当
３Ｒ担当
４Ｒ担当
５Ｒ担当
６Ｒ担当
７Ｒ担当
８Ｒ担当
９Ｒ担当

７Ｒ
８Ｒ
９Ｒ

松山湯築
今治中央
保　　内
高松玉藻
坂出白峰
高 知 柏
高 知 桂
徳島城山
板　　野

菅　　　武 廣
西 原　　　透
西園寺　純　一
松 前 龍 宗
山 地 章 靖
三 谷 智 省
長谷川　憲　男
川 辺 信 郎
木 内 千 春

地区名誉顧問会

元地区ガバナー

監査委員会

地区特別資金積立金会計管理委員会

地区緊急援助引当金委員会 新会員オリエンテーション･チーム 地 区 キ ャ ビ ネ ッ ト

Ｉ Ｔ 推 進 チ ー ム

亀
山
性
海

髙
橋

　学

井
出
幸
彦

一
色
輝
雄

村
上
省
三

高
橋
啓
二

越
智
吉
輝

松
本
三
男

近
藤
晴
雄

花
山
志
郎

佐
藤
公
平

金
子
義
久

兵
頭
好
喜

澤
田
有
馬

山
田
公
夫

福
永
博
基

長
池
文
武

山
下

　修

采
元
誠
子

松
浦
孝
仁

山
本

　明

澤
田
龍
造

羽
倉
一
正

今
井
建
二

松
山
中
央

松

山

西

砥

部

松
山
中
央

松
山
道
後

北

条

松
山
ホ
ス
ト

松

山

南

伊

 

予

松

山

東

松
山
金
亀

松

山

西

砥

部

松
山
白
鷺

松

前

東

温

松
山
つ
ば
き

松

山

北

松
山
城
山

松
山
湯
築

松
山
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

松
山
城
東

７７５

２R
２
ZC

３
ZC

４
ZC

１
ZC

寺
田
昌
直

安
藤  

　宏

近
藤
嘉
男

秋
山
克
幸

西
条
石
鎚

伊
予
土
居

今

治

東

新
居
浜
中
央

川

之

江

今

治

伊
予
三
島

新

居

浜

伊
予
土
居

今
治
中
央

新
居
浜
中
央

川
之
江
中
央

今

治

東

新
居
浜
別
子

今
治
く
る
し
ま

四
国
中
央
法
皇

新
居
浜
ひ
う
ち

５

東

予

西

条

伊
予
小
松

西
条
石
鎚

４４４

４R
２
ZC

３
ZC

４
ZC

１
ZC

岩
崎
康
誠

大
村
一
彦

植
田
康
広

西
崎
博
史

高
松
屋
島

志

度

高

松

東

小

豆

島

長

尾

高

松

東

東
か
が
わ

高

松

志

度

高

松

西

小

豆

島

高
松
グ
リ
ー
ン

直

島

小
豆
島
東

八

栗

三
木
さ
ぬ
き

高

松

葵

高
松
源
平

高

松

南

高
松
中
央

高
松
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

５

高
松
栗
林

高
松
玉
藻

高
松
屋
島

高
松
空
港

高

松

北

高
松
紫
雲

６６６

３R
２
ZC

３
ZC

１
ZC

松
浦  

　司

山
本  

　誠

二
宮
廣
志

鬼

北

八

幡

浜

野

村

伊
予
吉
田

八

幡

浜

宇

和

島

大

洲

南

宇

和

三

瓶

宇

和

伊

方

伊
予
長
浜

保

内

鬼

北

内

子
八
幡
浜
み
な
と

野

村
４５５

６R
２
ZC

３
ZC

１
ZC

笹
本
泰
秀

森
岡
義
行

松
岡
宗
明

土
佐
清
水

伊

野

高

知

東

土
佐
清
水

須

崎

四

万

十

高

知

宿

毛

土

佐

高

知

柏

大

正

伊

野

高

知

東

佐
川
越
知

大

方

高

知

北

中

土

佐

高

知

桜
高
知
と
さ
み
ず
き

５ ５６

７R
２
ZC

３
ZC

１
ZC

中
山
喬
夫

宇
都
宮
博
史

細
川
拓
史

南

国

高

知

桂

高
知
鷹
城

土
佐
本
山

高
知
黒
潮

土
佐
山
田

高
知
鷹
城

南

国

高

知

桂

室

戸

高
知
中
央

高
知
鏡
川

高
知
安
芸

土
佐
香
南

高

知

南
高
知
り
ょ
う
ま

高
知
よ
さ
こ
い

土
佐
国
府

４５６

９R
２
ZC

１
ZC

安
倍
昭
公

江
富
久
雄

神

山

北

島

阿
波
池
田

徳
島
眉
山

　

脇

　

鳴

門

鴨

島

藍

住

阿

波

板

野

神

山

松
茂
徳
島
空
港

徳

島

藍

鳴

門

西

北

島
６７

８R
２
ZC

１
ZC

北
橋
孝
三

生
田
素
久
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予

東

予

東

予

東

予

西
条
石
鎚

西

条

東

予

高知りょうま酒　井　公　一第二副地区ガバナー

松山センチュリー友 澤 節 男第一副地区ガバナー

東 予関 野 邦 夫地 区 ガ バ ナ ー

松山湯築菅 　 武 廣ＬＣＩＦキャンペーンコーディネーター

東　　予関 野 邦 夫ＬＣＩＦコーディネーター

高 知 柏橋 本 充 好ＧＳＴコーディネーター

松山つばき村 井 淳 子FWTコーディネーター

こんぴら真 鍋 　 隆GMT・GLT･コーディネーター

高知りょうま酒 井 公 一GAT副ファシリテーター

松山センチュリー友 澤 節 男GAT副ファシリテーター

東　　予関 野 邦 夫GATファシリテーター

2018～2019
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会
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事
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幹

事
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計
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事
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長

副

幹

事
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務
局
次
長

副

幹

事
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務
局
次
長

副

幹

事
・

事
務
局
次
長

副
幹
事･

副
会
計

委　員　長
副委員長･事務局長
副委員長･事務局次長
副委員長･事務局次長
副委員長･事務局次長
副委員長･会計

副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員

西　　条
西条石鎚
西　　条
東　　予
伊予小松
西　　条
西　　条
西　　条
西　　条
西条石鎚
西条石鎚
新 居 浜

新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
今　　治
今治中央
今 治 東

今治くるしま
伊予三島
川 之 江
伊予土居

四国中央法皇
川之江中央
西　　条
東　　予
伊予小松
西条石鎚

徳 増 達 史
倉 田 哲 男
植 木 光 夫
織 田 秀 樹
大 西 忠 数
今 岡 正 士
村 瀬 文 隆
新 田 公 洋
曽我部　克　正
庄 野 祥 福
津 島 英 輔
伊 藤 龍 一
千 葉 英 明
川 上 博 司
藤 田 修 生
貴 田 敏 幸
菊 川 誠 久
本 宮 光 朗
砂 田 博 昭
小笠原　宣　紀
遠 藤 禎 誌
喜 井 孝 一
石 川 岳 志
秦泉寺　康　彦
森 下 雄 一
田 邊 重 義
大 西 忠 数
三 崎 和 美

地区年次大会委員会

事務局長 近 藤 晴 雄 事務局次長 松 本 三 男
事務局次長 越 智 吉 輝 事務局次長 高 橋 啓 二
事務局員 桑村美由紀･高橋いづみ･越 智 美 紀

〒799-1353 愛媛県西条市三津屋南10番20
TEL 0898-52-8920　FAX 0898-52-8921

E-mail:dozen@lci336a.org

ライオンズクラブ国際協会
336－Ａ地区キャビネット事務局

ライオンズクラブ国際協会
336 複合地区ガバナー協議会事務局

〒700-0907 岡山県岡山市北区下石井2-1-18
ＯＲＩＸ岡山下石井ビル9Ｆ

TEL 086-234-0695　FAX 086-234-0495

一般社団法人 日本ライオンズ
ライオン誌日本語版委員会

〒104-0028 東京都中央区八重洲2-6-15
JOTOビル9階

TEL 03-6262-1263　FAX 03-3241-4388

ライオンズクラブ国際協会
OSEAL調整事務局

〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-3-1
幸ビルディング2階

TEL 03-6811-2343　FAX 03-6811-2342

GMT･GLT･FWT･会則委員会

委 員 長 四国中央法皇篠 原 　 悟
環境保全･保健福祉･アラート委員会

委 員 長 今治くるしま野 間 典 子
副委員長 松山つばき村 井 淳 子

青少年･GST･LCIF･ライオンズクエスト委員会

委 員 長 東 予青 井 俊 夫
副委員長 松 山 南近 藤 　 淳

YCE･ライオンズレオ･国際関係委員会

委 員 長 新 居 浜福 山 　 宏
副委員長 今治中央佐 伯 秀 政

MC･ライオンズ情報･地区誌･大会参加委員会

和 田 信 介
茶 谷 拓 至
山 口 幸 子

高 知 中 央

徳島すだち

徳 島 藍

４Ｒ
５Ｒ
６Ｒ

長 尾 和 彦
十 川 　 剛
松 下 充 宏

高 松 源 平

三 豊

大 正

今 治 東

１Ｒ
２Ｒ
３Ｒ

高 岡 英 治
井 出 幸 彦
大 氣 新 平

井 出 幸 彦
松 山 湯 築

今 治 東

宇 和

チ ー ム リ ー ダ ー 高 松 源 平長 尾 和 彦チ ー ム 副 リ ー ダ ー

336-Ａ 地区　組織表
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336-A地区 組織表
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２
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３
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１
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松山白鷹

議　　長
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問
名誉顧問

徳島城山
こんぴら
高 知 柏
板　　野
高松玉藻
高 知 桂
松山湯築
坂出白峰
高 知 柏
保　　内
今治中央

三木さぬき
松 山 西

藤 岡 　 明
２RC

今　　治
羽田野修司

３RC

伊　　方
末 光 勝 幸

４RC

東かがわ
田 中 貞 男

５RC

丸　　亀
植 田 誠 一

６RC

高　　知
山 﨑 勝 彦

７RC

土佐香南
池 本 耕 三

８RC

徳島吉野川
大 井 倫 夫

９RC

阿波池田
三 木 和 弘

川 辺 信 郎
真 鍋 　 隆
橋 本 充 好
木 内 千 春
松 前 龍 宗
長谷川　憲　男
菅 　 武 廣
山 地 章 靖
三 谷 智 省
西園寺　純　一
西 原 　 透
石 川 俊 夫
宮　内　浩四郎

委 員 長 新居浜ひうち松 本 　 清

元地区ガバナー
元地区ガバナー
元地区ガバナー
元地区ガバナー

高知黒潮
高知中央
伊予三島
松 山 東

宮 地 健 三
中 澤 芳 信
高 岡 祐 三
宮 内 政 三

監査委員
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こんぴら
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松 山 西
東　　予
西　　条

関 野 邦 夫
川 辺 信 郎
友 澤 節 男
酒 井 公 一
真 鍋 　 隆
橋 本 充 好
木 内 千 春
松 前 龍 宗
長谷川　憲　男
菅 　 武 廣
山 地 章 靖
三 谷 智 省
西園寺　純　一
西 原 　 透
石 川 俊 夫
宮　内　浩四郎
佐 藤 公 平
花 山 志 郎

委 員 長
副委員長
副委員長
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委　　員
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委　　員

東　　予
松山センチュリー
高知りょうま

東　　予
西　　条
松山白鷺
今　　治
伊　　方
東かがわ
丸　　亀
高　　知
土佐香南

徳島吉野川
阿波池田

関 野 邦 夫
友 澤 節 男
酒 井 公 一
佐 藤 公 平
花 山 志 郎
藤 岡 　 明
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末 光 勝 幸
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山 﨑 勝 彦
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１Ｒ担当
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徳島城山
板　　野

菅　　　武 廣
西 原　　　透
西園寺　純　一
松 前 龍 宗
山 地 章 靖
三 谷 智 省
長谷川　憲　男
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地区名誉顧問会

元地区ガバナー

監査委員会

地区特別資金積立金会計管理委員会

地区緊急援助引当金委員会 新会員オリエンテーション･チーム 地 区 キ ャ ビ ネ ッ ト
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２
ZC

３
ZC

１
ZC

松
浦  

　司

山
本  

　誠

二
宮
廣
志

鬼

北

八

幡

浜

野

村

伊
予
吉
田

八

幡

浜

宇

和

島

大

洲

南

宇

和

三

瓶

宇

和

伊

方

伊
予
長
浜

保

内

鬼

北

内

子
八
幡
浜
み
な
と

野

村
４５５

６R
２
ZC

３
ZC

１
ZC

笹
本
泰
秀

森
岡
義
行

松
岡
宗
明

土
佐
清
水

伊

野

高

知

東

土
佐
清
水

須

崎

四

万

十

高

知

宿

毛

土

佐

高

知

柏

大

正

伊

野

高

知

東

佐
川
越
知

大

方

高

知

北

中

土

佐

高

知

桜
高
知
と
さ
み
ず
き

５ ５６

７R
２
ZC

３
ZC

１
ZC

中
山
喬
夫

宇
都
宮
博
史

細
川
拓
史

南

国

高

知

桂

高
知
鷹
城

土
佐
本
山

高
知
黒
潮

土
佐
山
田

高
知
鷹
城

南

国

高

知

桂

室

戸

高
知
中
央

高
知
鏡
川

高
知
安
芸

土
佐
香
南

高

知

南
高
知
り
ょ
う
ま

高
知
よ
さ
こ
い

土
佐
国
府

４５６

９R
２
ZC

１
ZC

安
倍
昭
公

江
富
久
雄

神

山

北

島

阿
波
池
田

徳
島
眉
山

　

脇

　

鳴

門

鴨

島

藍

住

阿

波

板

野

神

山

松
茂
徳
島
空
港

徳

島

藍

鳴

門

西

北

島
６７

８R
２
ZC

１
ZC

北
橋
孝
三

生
田
素
久

上

坂

徳
島
す
だ
ち

徳
島
中
央

徳

島

石

井

小

松

島

徳
島
城
山

阿

南

上

板

徳

島

南

徳
島
吉
野
川

阿
波
勝
浦

土

成

徳
島
マ
リ
ン
ピ
ア

徳
島
や
ま
も
も

徳
島
す
だ
ち

７７

５R
２
ZC

１
ZC

亀
山
茂
雄

津
谷
陽
一

三

豊

う

た

づ

観

音

寺

丸

亀

善

通

寺

坂

出

多

度

津

坂
出
白
峰

三

豊

綾

歌

郡

こ
ん
ぴ
ら

丸
亀
京
極

観
音
寺
中
央

う

た

づ

坂
出
シ
ニ
ア

６７

北

　

島

小

松

島

土
佐
本
山

高

知

桜

丸

　

亀

小

豆

島

八

幡

浜

今
治
く
る
し
ま

松
山
金
亀

９R８R７R６R５R４R３R２R１R

山
畠
ま
ゆ
み

豊
永
寛
二

松
尾
眞
理
子

竹
島

　譲

藤
田
裕
憲

橋
元
高
宣

正
司

　弘

鈴
木
惠
眞

新
開
千
冨
美

徳

島

藍

徳
島
マ
リ
ン
ピ
ア

高
知
よ
さ
こ
い

高

知

三

　

豊

小
豆
島
東

宇

　

和

四
国
中
央
法
皇

松
山
つ
ば
き

９R８R７R６R５R４R３R２R１R

川
田

　修

立
道
健
司

井
上
障
男

前
田
清
次

松
本
昌
明

五
味
俊
一

清
家
万
吉

越
智
敏
晴

上
田
文
四
郎

松
茂
徳
島
空
港

徳
島
城
山

土
佐
国
府

中

土

佐

坂
出
シ
ニ
ア

三
木
さ
ぬ
き

八
幡
浜
み
な
と

東

予

松
山
ホ
ス
ト

９R８R７R６R５R４R３R２R１R

西
川

　宏

山
下

　実

森
下
誠
一

小
松
和
弘

東
條

　仁

田
中

　元

尾
崎
功
一

桑
原
謙
二

竹
岡
秀
起

　

脇

　

阿
波
勝
浦

高
知
り
ょ
う
ま

高

知

柏

こ
ん
ぴ
ら

高
松
空
港

南

宇

和

伊
予
小
松

松
山
湯
築

９R８R７R６R５R４R３R２R１R

木
村
正
美

大
木
賢
人

戸
田
保
徳

藤
戸
啓
朗

藤
原
宥
然

久
保

　壽

久
保
昭
生

田
坂
嘉
朗

岡
田
俊
彦

鳴

門

西

徳
島
吉
野
川

高
知
黒
潮

須

崎

坂

出

高

松

西

大

洲

新
居
浜
ひ
う
ち

伊

予

伊
予
小
松

東

予

西

条

今
治
東

西
条
石
鎚

東

予

東

予

東

予

東

予

西
条
石
鎚

西

条

東

予

高知りょうま酒　井　公　一第二副地区ガバナー

松山センチュリー友 澤 節 男第一副地区ガバナー

東 予関 野 邦 夫地 区 ガ バ ナ ー

松山湯築菅 　 武 廣ＬＣＩＦキャンペーンコーディネーター

東　　予関 野 邦 夫ＬＣＩＦコーディネーター

高 知 柏橋 本 充 好ＧＳＴコーディネーター

松山つばき村 井 淳 子FWTコーディネーター

こんぴら真 鍋 　 隆GMT・GLT･コーディネーター

高知りょうま酒 井 公 一GAT副ファシリテーター

松山センチュリー友 澤 節 男GAT副ファシリテーター

東　　予関 野 邦 夫GATファシリテーター

2018～2019

副

幹

事

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
・

ア
ラ
ー
ト
委
員
会
担
当

副

幹

事

Ｙ
Ｃ
Ｅ･

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ･

国
際
関
係
委
員
会
担
当

副

幹

事

青
少
年･

Ｇ
Ｓ
Ｔ･

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ･

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会
担
当

副

幹

事

Ｉ
Ｔ
／
Ｍ
Ｃ･

ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報･

地
区
誌･

大
会
参
加
委
員
会
担
当

副

幹

事

Ｇ
Ｍ
Ｔ･

Ｇ
Ｌ
Ｔ･

Ｆ
Ｗ
Ｔ･

会
則
委
員
会
担
当

幹

事

会

計

副

幹

事
・

事

務

局

長

副

幹

事
・

事
務
局
次
長

副

幹

事
・

事
務
局
次
長

副

幹

事
・

事
務
局
次
長

副
幹
事･

副
会
計

委　員　長
副委員長･事務局長
副委員長･事務局次長
副委員長･事務局次長
副委員長･事務局次長
副委員長･会計

副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員
運 営 委 員

西　　条
西条石鎚
西　　条
東　　予
伊予小松
西　　条
西　　条
西　　条
西　　条
西条石鎚
西条石鎚
新 居 浜

新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
今　　治
今治中央
今 治 東

今治くるしま
伊予三島
川 之 江
伊予土居

四国中央法皇
川之江中央
西　　条
東　　予
伊予小松
西条石鎚

徳 増 達 史
倉 田 哲 男
植 木 光 夫
織 田 秀 樹
大 西 忠 数
今 岡 正 士
村 瀬 文 隆
新 田 公 洋
曽我部　克　正
庄 野 祥 福
津 島 英 輔
伊 藤 龍 一
千 葉 英 明
川 上 博 司
藤 田 修 生
貴 田 敏 幸
菊 川 誠 久
本 宮 光 朗
砂 田 博 昭
小笠原　宣　紀
遠 藤 禎 誌
喜 井 孝 一
石 川 岳 志
秦泉寺　康　彦
森 下 雄 一
田 邊 重 義
大 西 忠 数
三 崎 和 美

地区年次大会委員会

事務局長 近 藤 晴 雄 事務局次長 松 本 三 男
事務局次長 越 智 吉 輝 事務局次長 高 橋 啓 二
事務局員 桑村美由紀･高橋いづみ･越 智 美 紀

〒799-1353 愛媛県西条市三津屋南10番20
TEL 0898-52-8920　FAX 0898-52-8921

E-mail:dozen@lci336a.org

ライオンズクラブ国際協会
336－Ａ地区キャビネット事務局

ライオンズクラブ国際協会
336 複合地区ガバナー協議会事務局

〒700-0907 岡山県岡山市北区下石井2-1-18
ＯＲＩＸ岡山下石井ビル9Ｆ

TEL 086-234-0695　FAX 086-234-0495

一般社団法人 日本ライオンズ
ライオン誌日本語版委員会

〒104-0028 東京都中央区八重洲2-6-15
JOTOビル9階

TEL 03-6262-1263　FAX 03-3241-4388

ライオンズクラブ国際協会
OSEAL調整事務局

〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-3-1
幸ビルディング2階

TEL 03-6811-2343　FAX 03-6811-2342

GMT･GLT･FWT･会則委員会

委 員 長 四国中央法皇篠 原 　 悟
環境保全･保健福祉･アラート委員会

委 員 長 今治くるしま野 間 典 子
副委員長 松山つばき村 井 淳 子

青少年･GST･LCIF･ライオンズクエスト委員会

委 員 長 東 予青 井 俊 夫
副委員長 松 山 南近 藤 　 淳

YCE･ライオンズレオ･国際関係委員会

委 員 長 新 居 浜福 山 　 宏
副委員長 今治中央佐 伯 秀 政

MC･ライオンズ情報･地区誌･大会参加委員会

和 田 信 介
茶 谷 拓 至
山 口 幸 子

高 知 中 央

徳島すだち

徳 島 藍

４Ｒ
５Ｒ
６Ｒ

長 尾 和 彦
十 川 　 剛
松 下 充 宏

高 松 源 平

三 豊

大 正

今 治 東

１Ｒ
２Ｒ
３Ｒ

高 岡 英 治
井 出 幸 彦
大 氣 新 平

井 出 幸 彦
松 山 湯 築

今 治 東

宇 和

チ ー ム リ ー ダ ー 高 松 源 平長 尾 和 彦チ ー ム 副 リ ー ダ ー

336-Ａ 地区　組織表
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愛
媛
県
西
条
市
小
松
町
に
あ
る
四
国
八

十
八
ヶ
所
霊
場
・
第
六
十
番
札
所
　
横
峰

寺
（
住
職
は
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
）

の
門
前
宿
「
横
峰
寺
　
京
屋
旅
館
」
の
主

人
（
西
条
Ｌ
Ｃ
会
員
）
か
ら
、
歩
き
遍
路

の
お
客
様
が
宿
泊
さ
れ
る
場
合
は
格
安
の

宿
泊
料
金
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無
料
に

て
お
泊
り
い
た
だ
く
の
が
霊
場
門
前
宿
の

通
例
で
あ
り
、
歩
き
遍
路
さ
ん
へ
の
敬
意

と
感
謝
の
心
の
表
現
で
あ
り
、こ
れ
を「
お

接
待
」
と
言
う
の
で
す
、
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
横
峰
寺
住
職
の
所
属
す
る
伊
予
小

松
Ｌ
Ｃ
は
長
年
に
亘
り
、
歩
き
遍
路
さ
ん

へ
の
「
お
接
待
」
と
し
て
、
年
１
回
小
松

町
国
道
１
１
号
線
か
ら
９
０
分
を
か
け
て

横
峰
寺
ま
で
、
さ
ら
に
６
０
分
を
か
け
て

門
前
宿
ま
で
の
遍
路
道
（
参
道
）
を
清
掃

す
る
奉
仕
事
業
を
継
続
さ
れ
て
お
り
、
地

域
毎
の
遍
路
道
清
掃
奉
仕
は
一
昨
年
、
４

ゾ
ー
ン
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
な
り
、

前
年
度
に
は
２
リ
ジ
ョ
ン
の
合
同
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
と
拡
大
し
、
そ
し
て
今
期
、

関
野
ガ
バ
ナ
ー
に
よ
っ
て
三
三
六―

Ａ
地

区
の
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
取
り

組
む
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。
霊
場
開
創
一
二

〇
〇
年
以
上
の
歴
史
の
宝
、「
お
遍
路
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
一
助
に
な
る

な
ら
、
郷
土
四
国
へ
の
奉
仕
の
姿
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
第
六
十
五
回
地
区
年
次
大
会
は
、
ま
さ

に
「
お
接
待
の
心
」
で
皆
様
を
お
迎
え
し
、

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
大
会
に
し
た
い
と

実
行
委
員
全
員
結
束
の
下
、
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

「
お
い
で
ん
よ
、
水
の
都
西
条
へ
」

「
小
さ
な
街（
こ
ん
ま
い
街
）の
お
接
待
」

委
員
長
　
徳
増

　達
史
（
西
条
）

地
区
年
次
大
会
委
員
会

2019年 4月6日（土）・7日（日）愛媛県西条市2019年2019年2019年 4月6日（土）・7日（日）4月6日（土）・7日（日）4月6日（土）・7日（日）愛媛県西条市愛媛県西条市愛媛県西条市

愛媛県西条市三津屋南10-20 通所介護センターまほろば 3F
TEL：0898-52-8920　FAX：0898-52-8921

E-mail dozen@lci336a.org

ライオンズクラブ国際協会336-A 地区
2018-2019年度 道前キャビネット事務局

地区年次大会委員会

ホストクラブ

徳増　達史

倉田　哲男

植木　光夫

織田　秀樹

大西　忠数

今岡　正士

村瀬　文隆

新田　公洋

曽我部克正

庄野　祥福

津島　英輔

伊藤　龍一

千葉　英明

川上　博司

藤田　修生

貴田　敏幸

菊川　誠久

本宮　光朗

砂田　博昭

小笠原宣紀

遠藤　禎誌

喜井　孝一

石川　岳志

秦泉寺康彦

森下　雄一

田邊　重義

大西　忠数

三崎　和美

（西　　条）

（西条石鎚）

（西　　条）

（東　　予）

（伊予小松）

（西　　条）

（西　　条）

（西　　条）

（西　　条）

（西条石鎚）

（西条石鎚）

（新 居 浜）

（新居浜中央）

（新居浜別子）

（新居浜ひうち）

（今　　治）

（今治中央）

（今 治 東）

（今治くるしま）

（伊予三島）

（川 之 江）

（伊予土居）

（四国中央法皇）

（川之江中央）

（西　　条）

（東　　予）

（伊予小松）

（西条石鎚）

委　員　長

副委員長･事務局長

副委員長･事務局次長

副委員長･事務局次長

副委員長･事務局次長

副委員長･会計

副 委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

新居浜

新居浜中央

新居浜別子

新居浜ひうち

2R-1Z

今治

今治中央

今治東

今治くるしま

2R-2Z

伊予三島

川之江

伊予土居

四国中央法皇

川之江中央

2R-3Z

西条

東予

伊予小松

西条石鎚

2R-4Z
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愛
媛
県
西
条
市
小
松
町
に
あ
る
四
国
八

十
八
ヶ
所
霊
場
・
第
六
十
番
札
所
　
横
峰

寺
（
住
職
は
道
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
）

の
門
前
宿
「
横
峰
寺
　
京
屋
旅
館
」
の
主

人
（
西
条
Ｌ
Ｃ
会
員
）
か
ら
、
歩
き
遍
路

の
お
客
様
が
宿
泊
さ
れ
る
場
合
は
格
安
の

宿
泊
料
金
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無
料
に

て
お
泊
り
い
た
だ
く
の
が
霊
場
門
前
宿
の

通
例
で
あ
り
、
歩
き
遍
路
さ
ん
へ
の
敬
意

と
感
謝
の
心
の
表
現
で
あ
り
、こ
れ
を「
お

接
待
」
と
言
う
の
で
す
、
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
横
峰
寺
住
職
の
所
属
す
る
伊
予
小

松
Ｌ
Ｃ
は
長
年
に
亘
り
、
歩
き
遍
路
さ
ん

へ
の
「
お
接
待
」
と
し
て
、
年
１
回
小
松

町
国
道
１
１
号
線
か
ら
９
０
分
を
か
け
て

横
峰
寺
ま
で
、
さ
ら
に
６
０
分
を
か
け
て

門
前
宿
ま
で
の
遍
路
道
（
参
道
）
を
清
掃

す
る
奉
仕
事
業
を
継
続
さ
れ
て
お
り
、
地

域
毎
の
遍
路
道
清
掃
奉
仕
は
一
昨
年
、
４

ゾ
ー
ン
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
な
り
、

前
年
度
に
は
２
リ
ジ
ョ
ン
の
合
同
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
と
拡
大
し
、
そ
し
て
今
期
、

関
野
ガ
バ
ナ
ー
に
よ
っ
て
三
三
六―

Ａ
地

区
の
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
取
り

組
む
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。
霊
場
開
創
一
二

〇
〇
年
以
上
の
歴
史
の
宝
、「
お
遍
路
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
一
助
に
な
る

な
ら
、
郷
土
四
国
へ
の
奉
仕
の
姿
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
第
六
十
五
回
地
区
年
次
大
会
は
、
ま
さ

に
「
お
接
待
の
心
」
で
皆
様
を
お
迎
え
し
、

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
大
会
に
し
た
い
と

実
行
委
員
全
員
結
束
の
下
、
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

「
お
い
で
ん
よ
、
水
の
都
西
条
へ
」

「
小
さ
な
街（
こ
ん
ま
い
街
）の
お
接
待
」

委
員
長
　
徳
増

　達
史
（
西
条
）

地
区
年
次
大
会
委
員
会

2019年 4月6日（土）・7日（日）愛媛県西条市2019年2019年2019年 4月6日（土）・7日（日）4月6日（土）・7日（日）4月6日（土）・7日（日）愛媛県西条市愛媛県西条市愛媛県西条市

愛媛県西条市三津屋南10-20 通所介護センターまほろば 3F
TEL：0898-52-8920　FAX：0898-52-8921

E-mail dozen@lci336a.org

ライオンズクラブ国際協会336-A 地区
2018-2019年度 道前キャビネット事務局

地区年次大会委員会

ホストクラブ

徳増　達史

倉田　哲男

植木　光夫

織田　秀樹

大西　忠数

今岡　正士

村瀬　文隆

新田　公洋

曽我部克正

庄野　祥福

津島　英輔

伊藤　龍一

千葉　英明

川上　博司

藤田　修生

貴田　敏幸

菊川　誠久

本宮　光朗

砂田　博昭

小笠原宣紀

遠藤　禎誌

喜井　孝一

石川　岳志

秦泉寺康彦

森下　雄一

田邊　重義

大西　忠数

三崎　和美

（西　　条）

（西条石鎚）

（西　　条）

（東　　予）

（伊予小松）

（西　　条）

（西　　条）

（西　　条）

（西　　条）

（西条石鎚）

（西条石鎚）

（新 居 浜）

（新居浜中央）

（新居浜別子）

（新居浜ひうち）

（今　　治）

（今治中央）

（今 治 東）

（今治くるしま）

（伊予三島）

（川 之 江）

（伊予土居）

（四国中央法皇）

（川之江中央）

（西　　条）

（東　　予）

（伊予小松）

（西条石鎚）

委　員　長

副委員長･事務局長

副委員長･事務局次長

副委員長･事務局次長

副委員長･事務局次長

副委員長･会計

副 委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

運 営 委 員

新居浜

新居浜中央

新居浜別子

新居浜ひうち

2R-1Z

今治

今治中央

今治東

今治くるしま

2R-2Z

伊予三島

川之江

伊予土居

四国中央法皇

川之江中央

2R-3Z

西条

東予

伊予小松

西条石鎚
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キャビネットスタッフとして一年間頑張ります。

（東予）
松本　三男

副幹事・事務局次長

（西条石鎚）
近藤　晴雄
副幹事・事務局長

（西条）
花山　志郎

会計

（東予）
佐藤　公平

幹事

（西条石鎚）
一色　輝雄
副幹事

（東予）
村上　省三
副幹事・副会計

（東予）
高橋　啓二

副幹事・事務局次長

（東予）
越智　吉輝

副幹事・事務局次長

（東予）
金子　義久
副幹事

（伊予小松）
亀山　性海
副幹事

（西条）
髙橋　学
副幹事

（今治東）
井出　幸彦
副幹事

（松山センチュリー）
大門　勝
監査委員

（こんぴら）
近兼　聖弘
監査委員

　
素
人
同
然
の
私
が
地
区
誌
の
責
任
者
と
な

り
、
な
ん
と
か
「
四
國
」
第
1
号
を
皆
様
に
お

届
け
す
る
事
が
出
来
ま
し
て
感
無
量
で
す
。
前

委
員
長
や
副
委
員
長
の
協
力
や
助
言
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
何
と
か
形
に
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
歴
代
の
方
々
が
作
ら
れ
た
地
区
誌

の
構
成
を
把
握
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し

て
、
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
構
成

を
一
覧
化
し
原
稿
依
頼
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
か
な
り
の
数
の
方
々
に
原
稿
依
頼
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
期
日
ま
で
に
お
出
し
い
た
だ
け
る

か
否
か
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
殆
ど
期
日
ど

お
り
に
原
稿
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

恐
縮
し
な
が
ら
修
正
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
皆
さ
ん

快
く
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
誠
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
年
間
表
紙
を
飾
る
写
真
は
道
前
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
石
鎚
山
の
四

季
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
表
紙
の
力
強
い

「
四
國
」
の
文
字
は
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
頂
き
ま
し

た
。

　
昨
年
度
よ
り
地
区
誌
の
編
集
・
発
行
は
Ｍ
Ｃ
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
地
区
誌
・
大
会
委
員
会
が

担
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
第
2
号
の
構
成
に
つ

い
て
考
え
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
ガ
バ
ナ
ー
公

式
訪
問
に
関
し
て
は
各
リ
ジ
ョ
ン
の
委
員
の
皆

様
に
取
材
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
委
員
の

皆
様
に
は
取
材
時
に
使
用
す
る
腕
章
を
お
渡
し

す
る
予
定
で
す
。
腕
章
を
つ
け
た
委
員
さ
ん
の

取
材
に
皆
様
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報･

地
区
誌

　
　
　
　
大
会
参
加
委
員
長
　
　
福
山
　
宏

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

〔
事
務
局
〕

〔
監
査
〕事

務
局
員桑

村
　美
由
紀

事
務
局
員高

橋
　い
づ
み

事
務
局
員越

智
　美
紀

１

２

３

松山ホスト
松山東
砥部
松山つばき
松山城山
松山道後
伊予
松山西
松前
松山北
松山湯築
松山城東
北条
松山中央
松山南
東温
松山金亀
松山白鷺
松山センチュリー

会員数やクラブの状況は、奉仕を行う能力に影響を与えます。
従って会員の増加は、奉仕の増加を意味するということを忘れずにいてください。

１Ｒ合計

２Ｒ合計

３Ｒ合計

６Ｒ合計

５Ｒ合計

４Ｒ合計

９Ｒ合計

地区合計

８Ｒ合計

７Ｒ合計

新居浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
今治
今治中央
今治東
今治くるしま
伊予三島
川之江
伊予土居
四国中央法皇
川之江中央
西条
東予
伊予小松
西条石鎚

大洲
宇和
伊予長浜
内子
野村
八幡浜
三瓶
伊方
保内
八幡浜みなと
宇和島
伊予吉田
南宇和
鬼北

Ｒ

１

２

３

１

２

３

４

１

２

３

Ｚ クラブ名

４

５

６

高松
小豆島
小豆島東
高松葵
高松南
高松フェニックス
高松東
高松西
直島
八栗
高松源平
高松中央
東かがわ
長尾
志度
三木さぬき
高松グリーン
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高松北

丸亀
坂出
坂井白峰
綾歌郡
丸亀京極
うたづ
坂出シニア
観音寺
善通寺
多度津
三豊
こんぴら
観音寺中央

高知
高知柏
高知東
高知北
高知桜
高知とさみずき
須崎
土佐
伊野
佐川越知
中土佐
四万十
土佐清水
宿毛
大方
大正

Ｒ

１

２

３

４

１

２

１

３

２

Ｚ クラブ名

７

８

９

高知鷹城
室戸
高知鏡川
高知南
高知よさこい
土佐国府
高知黒潮
高知桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
土佐山田
土佐本山
南国
土佐香南

徳島
小松島
阿南
徳島南
阿波勝浦
徳島マリンピア
徳島すだち
徳島中央
石井
徳島城山
上板
徳島吉野川
土成
徳島やまもも

52
28
41
34
55
15
64
44
56
39
54
11
29
24
47
593
19
30
49
18
23
44
75
30
36
46
33
34
30
25
492
29
45
37
35
15
23
40
29
43
28
27
21
43
415

56
29
40
32
49
17
67
48
58
39
53
10
28
30
46
602
16
28
57
16
23
41
68
32
37
50
31
32
29
40
500
29
44
34
36
18
20
40
29
45
27
27
19
38
406

4
1
-1
-2
-6
2
3
4
2
0
-1
-1
-1
6
-1
9
-3
-2
8
-2
0
-3
-7
2
1
4
-2
-2
-1
15
8
0
-1
-3
1
3
-3
0
0
2
-1
0
-2
-5
-9

6,158 6,013 -145

-3
0
-3
4
-2
3
-13
5
0
0
0
2
-2
-3
-9
7
0
-12
-2
-2
1
-2
-4
-35
-32
2
-4
1
-6
-9
-10
6
-2
-2
-1
0
0
-57
6
-1
-2
-5
-7
0
-1
1
3
0
0
-2
3
1
-1
0
-5

-2
-1
-1
2
-1
-1
5
3
0
-12
9
-3
2
2
-8
-7
5
-7
5
-10
2
-7
0
6
-5
-2
-4
-5
0
5
-2
-2
0
0
-1
0
-2
-17
-1
-2
-1
-1
-1
0
-3
-3
-13
1
-4
-1
-3
1
-29

Ｒ

１

２

３

１

２

１

２

Ｚ クラブ名 期首 増減6月末
35
52
36
30
23
27
75
37
29
34
36
64
44
47
46
55
18
58
64
62
63
30
39

1,004
134
51
138
19
88
51
59
34
40
73
49
62
25
823
56
78
50
44
50
21
32
49
26
25
23
55
39
24
24
18
614

32
52
33
34
21
30
62
42
29
34
36
66
42
44
37
62
18
46
62
60
64
28
35
969
102
53
134
20
82
42
49
40
38
71
48
62
25
766
62
77
48
39
43
21
31
50
29
25
23
53
42
25
23
18
609

期首 増減6月末
41
56
56
59
41
54
39
49
23
43
42
27
19
112
45
28
45
79
45
903
55
42
27
37
74
55
54
49
39
54
61
39
35
68
42
12
58
801
52
54
13
56
22
41
19
41
34
42
36
27
39
37
513

39
55
55
61
40
53
44
52
23
31
51
24
21
114
37
21
50
72
50
893
57
35
27
43
69
53
50
44
39
59
59
37
35
68
41
12
56
784
51
52
12
55
23
41
16
38
21
43
32
26
36
38
484

期首 増減6月末

徳島眉山
鳴門
藍住
板野
松茂徳島空港
鳴門西
北島
阿波池田
脇
鴨島
阿波
神山
徳島藍

336-A 地区 会員現況
（2017年７月度～2018年６月度）

336-A 地区会員現況
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キャビネットスタッフとして一年間頑張ります。

（東予）
松本　三男

副幹事・事務局次長

（西条石鎚）
近藤　晴雄
副幹事・事務局長

（西条）
花山　志郎

会計

（東予）
佐藤　公平

幹事

（西条石鎚）
一色　輝雄
副幹事

（東予）
村上　省三
副幹事・副会計

（東予）
高橋　啓二

副幹事・事務局次長

（東予）
越智　吉輝

副幹事・事務局次長

（東予）
金子　義久
副幹事

（伊予小松）
亀山　性海
副幹事

（西条）
髙橋　学
副幹事

（今治東）
井出　幸彦
副幹事

（松山センチュリー）
大門　勝
監査委員

（こんぴら）
近兼　聖弘
監査委員

　
素
人
同
然
の
私
が
地
区
誌
の
責
任
者
と
な

り
、
な
ん
と
か
「
四
國
」
第
1
号
を
皆
様
に
お

届
け
す
る
事
が
出
来
ま
し
て
感
無
量
で
す
。
前

委
員
長
や
副
委
員
長
の
協
力
や
助
言
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
何
と
か
形
に
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
歴
代
の
方
々
が
作
ら
れ
た
地
区
誌

の
構
成
を
把
握
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し

て
、
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
構
成

を
一
覧
化
し
原
稿
依
頼
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
か
な
り
の
数
の
方
々
に
原
稿
依
頼
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
期
日
ま
で
に
お
出
し
い
た
だ
け
る

か
否
か
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
殆
ど
期
日
ど

お
り
に
原
稿
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

恐
縮
し
な
が
ら
修
正
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
皆
さ
ん

快
く
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
誠
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
年
間
表
紙
を
飾
る
写
真
は
道
前
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
石
鎚
山
の
四

季
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
表
紙
の
力
強
い

「
四
國
」
の
文
字
は
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
頂
き
ま
し

た
。

　
昨
年
度
よ
り
地
区
誌
の
編
集
・
発
行
は
Ｍ
Ｃ
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
地
区
誌
・
大
会
委
員
会
が

担
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
第
2
号
の
構
成
に
つ

い
て
考
え
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
ガ
バ
ナ
ー
公

式
訪
問
に
関
し
て
は
各
リ
ジ
ョ
ン
の
委
員
の
皆

様
に
取
材
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
委
員
の

皆
様
に
は
取
材
時
に
使
用
す
る
腕
章
を
お
渡
し

す
る
予
定
で
す
。
腕
章
を
つ
け
た
委
員
さ
ん
の

取
材
に
皆
様
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報･

地
区
誌

　
　
　
　
大
会
参
加
委
員
長
　
　
福
山
　
宏

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

〔
事
務
局
〕

〔
監
査
〕事

務
局
員桑

村
　美
由
紀

事
務
局
員高

橋
　い
づ
み

事
務
局
員越

智
　美
紀

１

２

３

松山ホスト
松山東
砥部
松山つばき
松山城山
松山道後
伊予
松山西
松前
松山北
松山湯築
松山城東
北条
松山中央
松山南
東温
松山金亀
松山白鷺
松山センチュリー

会員数やクラブの状況は、奉仕を行う能力に影響を与えます。
従って会員の増加は、奉仕の増加を意味するということを忘れずにいてください。

１Ｒ合計

２Ｒ合計

３Ｒ合計

６Ｒ合計

５Ｒ合計

４Ｒ合計

９Ｒ合計

地区合計

８Ｒ合計

７Ｒ合計

新居浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
今治
今治中央
今治東
今治くるしま
伊予三島
川之江
伊予土居
四国中央法皇
川之江中央
西条
東予
伊予小松
西条石鎚

大洲
宇和
伊予長浜
内子
野村
八幡浜
三瓶
伊方
保内
八幡浜みなと
宇和島
伊予吉田
南宇和
鬼北

Ｒ

１

２

３

１

２

３

４

１

２

３

Ｚ クラブ名

４

５

６

高松
小豆島
小豆島東
高松葵
高松南
高松フェニックス
高松東
高松西
直島
八栗
高松源平
高松中央
東かがわ
長尾
志度
三木さぬき
高松グリーン
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高松北

丸亀
坂出
坂井白峰
綾歌郡
丸亀京極
うたづ
坂出シニア
観音寺
善通寺
多度津
三豊
こんぴら
観音寺中央

高知
高知柏
高知東
高知北
高知桜
高知とさみずき
須崎
土佐
伊野
佐川越知
中土佐
四万十
土佐清水
宿毛
大方
大正

Ｒ

１

２

３

４

１

２

１

３

２

Ｚ クラブ名

７

８

９

高知鷹城
室戸
高知鏡川
高知南
高知よさこい
土佐国府
高知黒潮
高知桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
土佐山田
土佐本山
南国
土佐香南

徳島
小松島
阿南
徳島南
阿波勝浦
徳島マリンピア
徳島すだち
徳島中央
石井
徳島城山
上板
徳島吉野川
土成
徳島やまもも

52
28
41
34
55
15
64
44
56
39
54
11
29
24
47
593
19
30
49
18
23
44
75
30
36
46
33
34
30
25
492
29
45
37
35
15
23
40
29
43
28
27
21
43
415

56
29
40
32
49
17
67
48
58
39
53
10
28
30
46
602
16
28
57
16
23
41
68
32
37
50
31
32
29
40
500
29
44
34
36
18
20
40
29
45
27
27
19
38
406

4
1
-1
-2
-6
2
3
4
2
0
-1
-1
-1
6
-1
9
-3
-2
8
-2
0
-3
-7
2
1
4
-2
-2
-1
15
8
0
-1
-3
1
3
-3
0
0
2
-1
0
-2
-5
-9

6,158 6,013 -145

-3
0
-3
4
-2
3
-13
5
0
0
0
2
-2
-3
-9
7
0
-12
-2
-2
1
-2
-4
-35
-32
2
-4
1
-6
-9
-10
6
-2
-2
-1
0
0
-57
6
-1
-2
-5
-7
0
-1
1
3
0
0
-2
3
1
-1
0
-5

-2
-1
-1
2
-1
-1
5
3
0
-12
9
-3
2
2
-8
-7
5
-7
5
-10
2
-7
0
6
-5
-2
-4
-5
0
5
-2
-2
0
0
-1
0
-2
-17
-1
-2
-1
-1
-1
0
-3
-3
-13
1
-4
-1
-3
1
-29

Ｒ

１

２

３

１

２

１

２

Ｚ クラブ名 期首 増減6月末
35
52
36
30
23
27
75
37
29
34
36
64
44
47
46
55
18
58
64
62
63
30
39

1,004
134
51
138
19
88
51
59
34
40
73
49
62
25
823
56
78
50
44
50
21
32
49
26
25
23
55
39
24
24
18
614

32
52
33
34
21
30
62
42
29
34
36
66
42
44
37
62
18
46
62
60
64
28
35
969
102
53
134
20
82
42
49
40
38
71
48
62
25
766
62
77
48
39
43
21
31
50
29
25
23
53
42
25
23
18
609

期首 増減6月末
41
56
56
59
41
54
39
49
23
43
42
27
19
112
45
28
45
79
45
903
55
42
27
37
74
55
54
49
39
54
61
39
35
68
42
12
58
801
52
54
13
56
22
41
19
41
34
42
36
27
39
37
513

39
55
55
61
40
53
44
52
23
31
51
24
21
114
37
21
50
72
50
893
57
35
27
43
69
53
50
44
39
59
59
37
35
68
41
12
56
784
51
52
12
55
23
41
16
38
21
43
32
26
36
38
484

期首 増減6月末

徳島眉山
鳴門
藍住
板野
松茂徳島空港
鳴門西
北島
阿波池田
脇
鴨島
阿波
神山
徳島藍

336-A 地区 会員現況
（2017年７月度～2018年６月度）


